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車いすラグビー

ゴールボール男子

上地結衣 木村敬一

日本代表選手 金メダル



梶原大暉

杉浦佳子

廣瀬順子

上地結衣

瀬戸勇次郎

田中愛美 小田凱人

鈴木孝幸

里見紗李奈 和田なつき

日本代表選手 金メダル



佐藤友祈

三木拓也

山崎悠麻

鈴木朋樹

梶原大暉

道下美里

遠藤裕美

小川和紗

伊藤智也

辻内彩野

川上秀太 遠藤裕美 廣瀬隆喜 杉村英孝

富田宇宙 山口尚秀

村山浩

水田光夏 木下愛萊 古川佳奈美

小田凱人

里見紗李奈

窪田幸太 唐澤剣也

鬼谷慶子 福永凌太半谷静香

日本代表選手 銀メダル・銅メダル



開会式



上山友裕 髙桑早生

小野寺萌恵

土田和歌子 兎澤朋美

鬼谷慶子鬼谷慶子

伊藤智也伊藤智也

唐澤剣也唐澤剣也

十川裕次

齋藤由希子

大江佑弥

日本代表選手 （アーチェリー・陸上競技）

女子円盤投（F53） 銀メダル

男子5000m（T11） 銀メダル

男子400m（T52） 銅メダル



川上秀太川上秀太

伊藤竜也

中西麻耶

吉田彩乃

堀越信司

佐藤友祈佐藤友祈

辻沙絵 井谷俊介

山本萌恵子 喜納翼

酒井園実 山﨑晃裕

日本代表選手 （陸上競技）
男子100m（T13） 銅メダル

男子100m（T52） 銅メダル
男子400m（T52） 銀メダル



北浦春香

澤田優蘭

大島健吾

道下美里道下美里

佐々木真菜

熊谷豊

高橋峻也 赤井大樹

石山大輝

吉田竜太

鈴木朋樹鈴木朋樹

高松佑圭

日本代表選手 （陸上競技）
男子マラソン（T54）　銅メダル

女子マラソン（T12） 銅メダル



福永凌太福永凌太

松本武尊

村山浩村山浩

長島理 今井大湧亀山楓

山崎悠麻山崎悠麻

前川楓 和田伸也

新保大和

生馬知季

若生裕太

男子400m（T13）　銀メダル

男子ダブルス（WH1-2） 銅メダル 女子ダブルス（WH1-2） 銀メダル

日本代表選手 （陸上競技・バドミントン）



里見紗李奈里見紗李奈

女子シングルス（WH1） 金メダル
女子ダブルス（WH1-2） 銀メダル

日本代表選手 （バドミントン）



梶原大暉梶原大暉

藤原大輔 豊田まみ子

日本代表選手 （バドミントン）

男子シングルス（WH2） 金メダル
男子ダブルス（WH1-2） 銅メダル



松本卓巳

佐々木ロベルト泉

伊藤則子

藤野遼

佐藤大介

後藤将起

日本代表選手 （バドミントン・ブラインドフットボール）



髙橋裕人

平林太一

川村怜

日本代表選手 （ブラインドフットボール）



遠藤裕美遠藤裕美

有田正行

内田峻介

杉村英孝杉村英孝 廣瀬隆喜廣瀬隆喜

一戸彩音

藤井友里子

日本代表選手 （ボッチャ）
女子個人（BC1） 銅メダル
混合チーム（BC1-2） 銅メダル

混合チーム（BC1-2） 銅メダル 混合チーム（BC1-2） 銅メダル



瀬立モニカ

川本翔大

藤田征樹 木村和平

杉浦佳子杉浦佳子

髙木裕太

宮嶋志帆

日本代表選手 （カヌー・自転車競技）

女子ロードレース（C1-3） 金メダル



稲葉将 吉越奏詞

日本代表選手 （自転車競技・馬術）



金子和也 佐野優人

日本代表選手 （ゴールボール男子）

ゴールボール男子 金メダル



萩原直輝

鳥居陽生

田口侑治

宮食行次

日本代表選手 （ゴールボール男子）



萩原紀佳

高橋利恵子

安室早姫

天摩由貴

新井みなみ

日本代表選手 （ゴールボール女子）



瀬戸勇次郎瀬戸勇次郎

加藤裕司 土屋美奈子

日本代表選手 （柔道）

男子73kg級（J2） 金メダル



廣瀬順子廣瀬順子

半谷静香半谷静香 小川和紗小川和紗

日本代表選手 （柔道）

女子70kg級（J2）　銅メダル女子48kg級（J1） 銀メダル

女子57kg級（J2） 金メダル



森卓也

佐藤和人

水田光夏水田光夏

瀬賀亜希子 岡田和也

日本代表選手 （柔道・パワーリフティング・射撃）

混合エアライフル伏射（SH2） 銅メダル



日向楓

石浦智美

宇津木美都

南井瑛翔

由井真緒里 田中映伍

鈴木孝幸鈴木孝幸

日本代表選手 （水泳）

男子50m平泳ぎ（SB3） 金メダル

男子100m自由形（S4） 銀メダル
男子50m自由形（S4） 銀メダル

男子200m自由形（S4） 銅メダル



芹澤美希香 川渕大耀

日本代表選手 （水泳）



木村敬一木村敬一

木村敬一木村敬一

木村敬一

日本代表選手 （水泳）
男子100mバタフライ（S11） 金メダル

男子50m自由形（S11） 金メダル



富田宇宙富田宇宙

富田宇宙富田宇宙

荻原虎太郎 齋藤元希

福田果音

富田宇宙

日本代表選手 （水泳）
男子100mバタフライ（S11） 銅メダル

男子400m自由形（S11） 銅メダル



窪田幸太窪田幸太

辻内彩野辻内彩野

木下愛萊木下愛萊

小野智華子 西田杏 村上舜也

福井香澄

山口尚秀山口尚秀

日本代表選手 （水泳）
男子100m背泳ぎ（S8）　銀メダル

女子100m自由形（S12） 銅メダル

女子200m個人メドレー（SM14） 銅メダル

男子100m平泳ぎ（SB14） 銅メダル



和田なつき和田なつき

八木克勝 竹守彪 岩渕幸洋

日本代表選手 （卓球）

女子シングルス（11） 金メダル



古川佳奈美古川佳奈美

田中光哉 木村潤平

宇田秀生

秦由加子

米岡聡

工藤俊介

友野有理

舟山真弘

七野一輝

齊藤元希

日本代表選手 （卓球・テコンドー・トライアスロン）
女子シングルス（11）　銅メダル



網本麻里

北田千尋

土田真由美 財満いずみ 清水千浪

萩野真世 江口侑里

柳本あまね

日本代表選手 （車いすバスケットボール女子）



池透暢

橋本勝也 乗松聖矢

日本代表選手 （車いすラグビー）

車いすラグビー　金メダル



池崎大輔

草場龍治

倉橋香衣

羽賀理之

小川仁士

長谷川勇基

中町俊耶

池透暢・池崎大輔

乗松聖矢・若山英史 島川慎一

日本代表選手 （車いすラグビー）



加納慎太郎

荒井大輔

眞田卓

三木拓也三木拓也

大谷桃子

髙室冴綺

櫻井杏理藤田道宣 安直樹

日本代表選手 （車いすフェンシング・車いすテニス）

男子ダブルス　銀メダル



田中愛美田中愛美

日本代表選手 （車いすテニス）

女子ダブルス　金メダル



小田凱人小田凱人

日本代表選手 （車いすテニス）

男子シングルス 金メダル
男子ダブルス　銀メダル



上地結衣上地結衣

日本代表選手 （車いすテニス）

女子シングルス 金メダル
女子ダブルス 金メダル



大会風景



大会風景



閉会式



日本代表選手団　公式行事
団長及び副団長発表会見

結団式・記者会見

総理表敬・内閣総理大臣感謝状授与式・文科大臣表敬訪問



日本代表選手団　公式行事
パラリンピック特別賞　授与式

パリ2024オリンピック・パラリンピックTEAM JAPAN 応援感謝イベントsupported by 三井不動産



パリ2024パラリンピック競技大会
日本代表選手団参加報告について（お礼）

公益財団法人日本パラスポーツ協会日本パラリンピック委員会
会長　森　和之

2024年8月28日から9月8日までの12日間、フランス共和国・パリ市を中心とした地域においてパラ
リンピック競技大会が開催され、168の国・地域から約4,400名の選手が22競技・549種目を競い合いま
した。過去最大の選手団数となり、女子選手数の参加や難民選手団も過去最多となりました。ロシアのウ
クライナ侵略が続いていることを受け、ロシアとベラルーシの選手は国を代表しない個人の中立選手とし
て出場しました。

日本代表選手団は、田口亜希団長のリーダーシップのもと、「挑め、自分史上最強。」というスローガンを
掲げ、選手175名、競技パートナー19名、競技別スタッフ107名、本部スタッフ29名計330名の編成で
大会に臨みました。これは、海外で開催される大会としては過去最多の選手数の大会です。また平均年齢
が31.3歳と、過去大会を下回り、若い選手が多く参加する大会という側面もありました。結果として金メ
ダル14個、銀メダル10個、銅メダル17個、計41個のメダルを獲得し、これは東京2020大会を上回る金
メダル数であり、かつ金メダルランキングも10位となりました。過去最多となる8競技での金メダル獲得
や、史上初となる競技・種目での金メダルも相次ぎました。また選手発掘事業であるJ-STARプロジェクト
出身者もメダルを獲得する等、東京2020大会からのレガシーが受け継がれ、また進化したと考えています。

日本史上初の団体競技男子・混合金メダルを獲得した、車いすラグビー、ゴールボール男子の活躍は、
日本のパラリンピックに新たなページを開きました。またバドミントンの里見紗李奈選手、梶原大暉選手、
水泳の鈴木孝幸選手、木村敬一選手、自転車の杉浦佳子選手はパラリンピック連覇の快挙を果たしました。
柔道の瀬戸勇次郎選手、廣瀬順子選手や、競技団体として初の金メダル・メダル獲得となった、卓球の和
田なつき選手、射撃の水田光夏選手も素晴らしい活躍を見せてくれました。そして車いすテニスでは、上
地結衣選手、小田凱人選手がそれぞれ女子シングルス、男子シングルスの激戦を制し、見事に金メダルを
掴みました。

これら日本代表選手の活躍は、日本のメディアからも連日報道されました。応援いただきました皆様、
本当にありがとうございました。

結びに、日本代表選手団の派遣に際しご支援を賜った障がい者スポーツ・パラリンピック推進議員連盟、
文部科学省、スポーツ庁、外務省、現地在フランス日本国大使館、都道府県・指定都市、日本スポーツ振
興センター、日本オリンピック委員会、JPCオフィシャルパートナー、コーチ・スタッフの派遣をいただ
いた関係各所、日本代表選手団を陰で支えていただいた学校や各企業等、関係各位の皆様に心より感謝を
申し上げます。
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大会概要
■ 大会エンブレム

■大会スケジュール

■ 大会マスコット（フリージュ）■ 大会名称	 �パリ2024パラリンピック競技大会	
※第17回夏季大会	
（Paris 2024 Paralympic Games）

■ 大会期間	 2024年8月28日（水）～9月8日（日）[12日間]

■ 開催地	 フランス共和国・パリ市

■ 運営主体	 �国際パラリンピック委員会（IPC）、	
パリ2024オリンピック・パラリンピック組織委員会

■ 参加国･地域	 168

■ 参加選手数	 約4,400人

■ 実施競技・種目	 22競技549種目

競技名 競技会場名
アーチェリー Invalides

陸上競技
Stade de France
マラソンスタート：La Courneuve
マラソンフィニッシュ：Invalides

バドミントン Porte de la Chapelle Arena
ブラインドフットボール Eiffel Tower Stadium
ボッチャ South Paris Arena 1
カヌー Vaires-sur-Marne Nautical Stadium
自転車競技-ロード Clichy Sous Bois
自転車競技-トラック Saint Quentin en Yvelines Velodrome
馬術 Château de Versailles
ゴールボール South Paris Arena 6
柔道 Champ-de-Mars Arena
パワーリフティング Porte de La Chapelle Arena
ローイング Vaires-sur-Marne Nautical Stadium
射撃 Chateauroux National Shooting Centre
シッティングバレーボール North Paris Arena
水泳 Paris La Défense Arena
卓球 South Paris Arena 4
テコンドー Grand Palais
トライアスロン Pont Alexandre Ⅲ
車いすバスケットボール Bercy Arena
車いすフェンシング Grand Palais
車いすラグビー Champ-de-Mars Arena
車いすテニス Roland-Garros Stadium

8月 9月
28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8

開閉会式 ●○○ 　  　 　 　 　 　 　 　 　 ●○○
アーチェリー 　 ●○○ ●○○ ● ● ● ● ● ● 　 　 　
陸上競技 　 　 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
バドミントン 　 ●○○ ●○○ ●○○ ● ● 　 　 　 　 　 　
ブラインドフットボール 　 　 　 　 ●○○ ●○○ ●○○ 　 ●○○ 　 ● 　
ボッチャ 　 ●○○ ●○○ ●○○ ● ● ●○○ ●○○ ● 　 　 　
カヌー 　 　 　  　 　 　 　 　 ●○○ ● ●
馬術 　 　 　 　  　 ● ● 　 ● ● 　
ゴールボール 　 ●○○ ●○○ ●○○ ●○○ ●○○ ●○○ ●○○ ● 　 　 　
自転車競技-ロード 　 　 　 　  　 　 ● ● ● ● 　
自転車競技-トラック 　 ● ● ● ● 　 　 　 　 　 　 　
柔道 　 　 　  　 　 　 　 ● ● ● 　
パワーリフティング 　 　 　 　 　  　 ● ● ● ● ●
ローイング 　 　 ●○○ ●○○ ● 　 　 　 　 　 　 　
射撃 　 　 ● ● ● ● ● ● ● 　 　 　
シッティングバレーボール 　 ●○○ ●○○ ●○○ ●○○ ●○○ ●○○ ●○○ ●○○ ● ● 　
水泳 　 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 　
卓球 　 ● ● ● ● ●○○ ● ● ● ● ● 　
テコンドー 　 ● ● ● 　 　 　 　 　 　 　 　
トライアスロン 　 　  　 　 ● 　 　 　 　 　 　
車いすバスケットボール 　 ●○○ ●○○ ●○○ ●○○ ●○○ ●○○ ●○○ ●○○ ●○○ ● ●
車いすフェンシング 　 　 　 　 　  ● ● ● ● ● 　
車いすラグビー 　 ●○○ ●○○ ●○○ ●○○ ● 　 　 　 　 　 　
車いすテニス 　 　 ●○○ ●○○ ●○○ ●○○ ●○○ ● ● ● ● 　

− 3 −



日本代表選手団概要

競技 選手 競技
パートナー

競技別
スタッフ

本部
スタッフ 合計男子 女子 合計

アーチェリー 2 0 2 2 4
陸上競技 22 18 40 11 18 69

バドミントン 6 6 12 6 18
ブラインドフットボール 8 ― 8 2 6 16

ボッチャ 4 3 7 4 6 17
カヌー 1 3 4 2 6

自転車競技 3 1 4 1 3 8
馬術 2 0 2 4 6

ゴールボール
男子 6 ― 6 3 9
女子 ― 6 6 3 9

柔道 2 4 6 4 10
パワーリフティング 1 0 1 1 2

ローイング 1 0 1 2 3
射撃 1 2 3 3 6
水泳 12 10 22 13 35
卓球 6 3 9 6 15

テコンドー 2 0 2 2 4
トライアスロン 3 1 4 1 2 7

車いすバスケットボール 女子 ― 12 12 7 19
車いすフェンシング 3 1 4 2 6

車いすラグビー 11 1 12 8 20
車いすテニス 4 4 8 4 12
本部スタッフ ― ― ― 29 29

合計 100 75 175 19 107 29 330

■ 競技別参加者一覧

■ 参加人数
330名

（選手175名、競技パートナー19名、競技別スタッフ107名、本部スタッフ29名）

■ 構成
団長

田口亜希（パラリンピアン・射撃）
副団長

井田朋宏（日本パラリンピック委員会事務局長）
中澤吉裕（日本パラリンピック委員会 強化本部長）
開会式　旗手

石山大輝（陸上競技）
西田杏（水泳）
閉会式　旗手

木村敬一（水泳）
和田なつき（卓球）
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パリ２０２４パラリンピック競技大会 日本代表選手団
選手名簿

No. 競技名/No. 氏名 ふりがな 性別 年齢 現住所 所属先 所属チーム

1 アーチェリー 1 上山 友裕 うえやま ともひろ 男 37 大阪府東大阪市 三菱電機株式会社 大阪市アーチェリー協会

2 2 大江 佑弥 おおえ ゆうや 男 36 岡山県倉敷市 倉敷市役所 岡山県アーチェリー協会

3 陸上競技 1 赤井 大樹 あかい だいき 男 25 奈良県橿原市 株式会社 ワークマン ワークマン

4 2 生馬 知季 いこま ともき 男 32 岡山県岡山市 株式会社グロップサンセリテ GROP SINCERITE
WORLD-AC

5 3 石山 大輝 いしやま だいき 男 24 千葉県印旛郡 順天堂大学 順天堂大学

6 4 井谷 俊介 いたに しゅんすけ 男 29 愛知県春日井市 SMBC日興証券株式会社 なし

7 5 伊藤 竜也 いとう たつや 男 38 福井県福井市 新日本工業株式会社 新日本工業

8 6 伊藤 智也 いとう ともや 男 61 三重県鈴鹿市 バイエル薬品株式会社 バイエル薬品

9 7 大島 健吾 おおしま けんご 男 24 愛知県瀬戸市 名古屋学院大学 名古屋学院大学AC

10 8 鬼谷 慶子 おにだに けいこ 女 29 東京都文京区 なし 関東パラ陸上競技協会

11 9 小野寺 萌恵 おのでら もえ 女 20 岩手県紫波郡 あすなろ屋産直羽場店 北海道・東北
パラ陸上競技協会

12 10 唐澤 剣也 からさわ けんや 男 30 群馬県太田市 株式会社SUBARU SUBARU

13 11 川上 秀太 かわかみ しゅうた 男 25 福井県福井市 株式会社 アスピカ なし

14 12 北浦 春香 きたうら はるか 女 32 兵庫県三田市 株式会社インテージ
ホールディングス なし

15 13 喜納 翼 きな つばさ 女 34 沖縄県うるま市 一般社団法人
琉球スポーツサポート 琉球スポーツサポート

16 14 熊谷 豊 くまがい ゆたか 男 37 埼玉県新座市 三井ダイレクト
損害保険株式会社 三井ダイレクト損保

17 15 齋藤 由希子 さいとう ゆきこ 女 31 福島県福島市 ＳＭＢＣ日興証券㈱ なし

18 16 酒井 園実 さかい そのみ 女 27 埼玉県久喜市 ISFnet なし

19 17 佐々木 真菜 ささき まな 女 26 福島県福島市 株式会社東邦銀行 東邦銀行

20 18 佐藤 友祈 さとう ともき 男 34 岡山県岡山市 株式会社モリサワ モリサワ・prierONE

21 19 澤田 優蘭 さわだ うらん 女 33 東京都北区 株式会社エントリー エントリー

22 20 新保 大和 しんぼ やまと 男 24 神奈川県川崎市 株式会社アシックス アシックス

23 21 鈴木 朋樹 すずき ともき 男 30 埼玉県さいたま市 トヨタ自動車株式会社 トヨタ自動車

24 22 髙桑 早生 たかくわ さき 女 32 東京都新宿区 NTT東日本株式会社 NTT東日本

25 23 高橋 峻也 たかはし しゅんや 男 26 愛知県豊田市 トヨタ自動車株式会社 トヨタ自動車

26 24 高松 佑圭 たかまつ ゆか 女 31 大阪府大阪市 株式会社ローソンウィル ローソン

27 25 辻 沙絵 つじ さえ 女 29 神奈川県川崎市 日本体育大学 日本体育大学

28 26 土田 和歌子 つちだ わかこ 女 49 東京都多摩市 株式会社W-STAGE ウィルレイズ

29 27 十川 裕次 とがわ ゆうじ 男 27 大分県大分市 オムロン太陽株式会社 なし

30 28 兎澤 朋美 とざわ ともみ 女 25 茨城県つくば市 富士通株式会社 富士通

31 29 中西 麻耶 なかにし まや 女 39 広島県東広島市 R FLOWER 鶴学園クラブ

32 30 福永 凌太 ふくなが りょうた 男 25 東京都世田谷区 日本体育大学大学院 日本体育大学

33 31 堀越 信司 ほりこし ただし 男 36 大阪府柏原市 西日本電信電話株式会社 NTT西日本

34 32 前川 楓 まえがわ かえで 女 26 大阪府泉佐野市 新日本住設株式会社 新日本住設

※2024年8月28日（水）パリパラリンピック開会式時点の年齢を記載 2024年8月23日現在
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No. 競技名/No. 氏名 ふりがな 性別 年齢 現住所 所属先 所属チーム

35 陸上競技 33 松本 武尊 まつもと たける 男 23 東京都江戸川区 医療法人社団 鎮誠会 季美の
森リハビリテーション病院

医療法人社団 鎮誠会 季美の
森リハビリテーション病院

36 34 道下 美里 みちした みさと 女 47 福岡県太宰府市 三井住友海上火災保険
株式会社 福岡支店 三井住友海上

37 35 山﨑 晃裕 やまざき あきひろ 男 28 千葉県佐倉市 順天堂大学
スポーツ健康科学部 順天堂大学職員

38 36 山本 萌恵子 やまもと もえこ 女 26 愛知県岡崎市 聖カタリナ学
 光ヶ丘女子高等学校 愛知陸上競技協会

39 37 吉田 彩乃 よしだ あやの 女 17 神奈川県横浜市 神奈川県立修悠館高等学校 なし

40 38 吉田 竜太 よしだ りょうた 男 42 東京都江東区 SUS株式会社 なし

41 39 若生 裕太 わこう ゆうた 男 27 埼玉県川口市 株式会社電通デジタル 電通デジタル

42 40 和田 伸也 わだ しんや 男 47 大阪府茨木市 長瀬産業株式会社 長瀬産業

43 バドミントン 1 伊藤 則子 いとう のりこ 女 48 愛知県名古屋市 株式会社中日新聞社 名古屋スマッシュ

44 2 今井 大湧 いまい たいよう 男 26 神奈川県横浜市 ダイハツ工業株式会社 ダイハツ工業株式会社

45 3 梶原 大暉 かじわら だいき 男 22 東京都葛飾区 ダイハツ工業株式会社 なし

46 4 亀山 楓 かめやま かえで 女 29 宮城県仙台市 株式会社高速 仙台ホデナズBC

47 5 里見 紗李奈 さとみ さりな 女 26 千葉県八街市 NTT都市開発株式会社 なし

48 6 豊田 まみ子 とよだ まみこ 女 32 千葉県柏市 ヨネックス株式会社 ヨネックス

49 7 長島 理 ながしま おさむ 男 44 東京都江戸川区 株式会社LIXIL 株式会社LIXIL

50 8 藤野 遼 ふじの はるか 女 28 福岡県福岡市 株式会社GA technologies なし

51 9 藤原 大輔 ふじはら だいすけ 男 30 茨城県つくば市 ダイハツ工業株式会社 なし

52 10 松本 卓巳 まつもと たくみ 男 30 千葉県佐倉市 創政建設株式会社 パシフィック
車いすバドミントンクラブ

53 11 村山 浩 むらやま ひろし 男 50 千葉県千葉市 SMBCグリーンサービス
株式会社

パシフィック
車いすバドミントンクラブ

54 12 山崎 悠麻 やまざき ゆま 女 36 東京都日野市 NTT都市開発株式会社 NTT都市開発株式会社

55 ブラインド
フットボール

1 川村 怜 かわむら りょう 男 35 東京都豊島区 アクサ生命保険株式会社 品川CCパペレシアル

56 2 後藤 将起 ごとう まさき 男 39 東京都小平市 双日シェアードサービス
株式会社 アフィーレ広島BFC

57 3 佐々木 ロベル
ト泉

ささき ろべるとい
ずみ 男 46 茨城県牛久市 なし 品川CCパペレシアル

58 4 園部 優月 そのべ ゆづき 男 20 東京都世田谷区 日本大学 free bird mejirodai

59 5 髙橋 裕人 たかはし ひろと 男 25 東京都小平市 株式会社ダイセル 大阪ダイバンズ

60 6 鳥居 健人 とりい けんと 男 33 東京都練馬区 参天製薬株式会社 free bird mejirodai

61 7 永盛 楓人 ながもり ふうと 男 23 東京都世田谷区 楽天ソシオビジネス株式会社 free bird Mejirodai

62 8 平林 太一 ひらばやし たいち 男 17 長野県松本市 長野県松本美須々ヶ丘
高等学校 松本山雅B.F.C

63 ボッチャ 1 有田 正行 ありた まさゆき 男 44 兵庫県西宮市 株式会社電通デジタル なし

64 2 一戸 彩音 いちのえ あやね 女 18 東京都東久留米市 株式会社スタイル・エッジ なし

65 3 内田 峻介 うちだ しゅんすけ 男 22 大阪府泉南郡 大阪体育大学 なし

66 4 遠藤 裕美 えんどう ひろみ 女 38 福島県福島市 福島県ボッチャ協会 なし

67 5 杉村 英孝 すぎむら ひでたか 男 42 静岡県伊東市 TOKIOインカラミ なし

68 6 藤井 友里子 ふじい ゆりこ 女 51 富山県富山市 株式会社アイザック なし

69 7 廣瀬 隆喜 ひろせ たかゆき 男 39 千葉県君津市 西尾レントオール株式会社 なし

70 カヌー 1 小松 沙季 こまつ さき 女 29 高知県四万十市 株式会社電通デジタル 高知県カヌー協会

71 2 瀬立 モニカ せりゅう もにか 女 26 東京都江東区 パラマウントベッド株式会社 江東区カヌー協会
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No. 競技名/No. 氏名 ふりがな 性別 年齢 現住所 所属先 所属チーム

72 カヌー 3 髙木 裕太 たかぎ ゆうた 男 29 大阪府摂津市 インフィニオンテクノロジー
ズジャパン株式会社

岐阜県カヌー協会
パラカヌー部

73 4 宮嶋 志帆 みやじま しほ 女 32 東京都八王子市 株式会社コーエーテクモ
クオリティアシュアランス 神奈川県カヌー協会

74 自転車競技 1 川本 翔大 かわもと しょうた 男 28 愛知県碧南市 大和産業株式会社 大和産業株式会社

75 2 木村 和平 きむら かずへい 男 27 東京都小平市 楽天ソシオビジネス株式会社 楽天ソシオビジネス株式会社

76 3 杉浦 佳子 すぎうら けいこ 女 53 東京都稲城市 総合メディカル株式会社 TEAM EMMA Cycling

77 4 藤田 征樹 ふじた まさき 男 39 茨城県土浦市 藤建設株式会社 藤建設株式会社

78 馬術 1 稲葉 将 いなば しょう 男 29 神奈川県横浜市 シンプレクス・
ホールディングス株式会社 静岡乗馬クラブ

79 2 吉越 奏詞 よしごえ そうし 男 24 東京都目黒区 株式会社小泉 岡本ラインディングクラブ
JAPAN

80 ゴールボール
（男子）

1 金子 和也 かねこ かずや 男 24 埼玉県さいたま市 Sky株式会社 ゴールデンスターズ

81 2 佐野 優人 さの ゆうと 男 24 埼玉県狭山市 日本国土開発株式会社 Be☆Stars

82 3 田口 侑治 たぐち ゆうじ 男 33 東京都東村山市 リーフラス株式会社 所沢サンダース

83 4 鳥居 陽生 とりい はるき 男 20 埼玉県所沢市 国立障害者
リハビリテーションセンター ゴールデンスターズ

84 5 萩原 直輝 はぎわら なおき 男 27 神奈川県相模原市 LINEヤフー株式会社 Be☆Stars

85 6 宮食 行次 みやじき こうじ 男 29 東京都練馬区 株式会社コロプラ 所沢サンダース

86 ゴールボール
（女子）

1 安室 早姫 あむろ さき 女 31 東京都練馬区 株式会社ＳＭＢＣ信託銀行 チーム附属

87 2 新井 みなみ あらい みなみ 女 21 埼玉県さいたま市 株式会社アソウ・
ヒューマニーセンター Merveilles

88 3 小宮 正江 こみや まさえ 女 49 福岡県福岡市 株式会社アソウ・
ヒューマニーセンター なでしこ

89 4 高橋 利恵子 たかはし りえこ 女 26 茨城県つくば市 関彰商事株式会社 Merveilles

90 5 天摩 由貴 てんま ゆき 女 34 東京都調布市 株式会社エイト日本技術開発 なでしこ

91 6 萩原 紀佳 はぎわら のりか 女 23 東京都練馬区 株式会社アソウ・
ヒューマニーセンター Shiny One

92 柔道 1 小川 和紗 おがわ かずさ 女 27 東京都品川区 伊藤忠丸紅鉄鋼株式会社 KALOR

93 2 加藤 裕司 かとう ゆうじ 男 46 埼玉県川越市 伊藤忠丸紅鉄鋼株式会社 牛窪道場

94 3 瀬戸 勇次郎 せと ゆうじろう 男 24 茨城県つくば市 九星飲料工業株式会社 九星飲料工業株式会社

95 4 土屋 美奈子 つちや みなこ 女 34 静岡県伊豆市 シンプレクス・
ホールディングス株式会社 なし

96 5 半谷 静香 はんがい しずか 女 36 福島県いわき市 トヨタループス株式会社 なし

97 6 廣瀬 順子 ひろせ じゅんこ 女 33 愛媛県松山市 SMBC日興証券株式会社 SMBC日興証券株式会社

98 パワー
リフティング 1 佐藤 和人 さとう かずひと 男 44 兵庫県神戸市 兵庫県警察 なし

99 ロ―イング 1 森 卓也 もり たくや 男 50 鳥取県米子市 医療法人 養和会 CHAXパラアスリートチーム

100 射撃 1 岡田 和也 おかだ かずや 男 54 三重県鈴鹿市 サイネオス・ヘルス・
コマーシャル株式会社

ライフル射撃クラブ
 ウッドストック

101 2 瀬賀 亜希子 せが あきこ 女 58 神奈川県川崎市 なし 埼玉県身体障害者
ライフル射撃連盟

102 3 水田 光夏 みずた みか 女 27 東京都町田市 株式会社白寿生科学研究所 埼玉県身体障害者
ライフル射撃連盟

103 水泳 1 石浦 智美 いしうら ともみ 女 36 東京都世田谷区 伊藤忠丸紅鉄鋼株式会社 伊藤忠丸紅鉄鋼

104 2 宇津木 美都 うつぎ みくに 女 21 大阪府泉南郡 大阪体育大学 大阪体育大学

105 3 荻原 虎太郎 おぎわら こたろう 男 22 千葉県千葉市 順天堂大学 セントラルスポーツ

106 4 小野 智華子 おの ちかこ 女 29 東京都港区 あいおいニッセイ同和
損害保険株式会社

あいおいニッセイ同和
損害保険株式会社

107 5 川渕 大耀 かわぶち たいよう 男 15 神奈川県横浜市 神奈川県立岸根高等学校 宮前ドルフィン

108 6 木下 愛萊 きのした あいら 女 18 大阪府吹田市 四條畷学園高校 三菱商事株式会社
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No. 競技名/No. 氏名 ふりがな 性別 年齢 現住所 所属先 所属チーム

109 水泳 7 木村 敬一 きむら けいいち 男 33 東京都練馬区 東京ガス株式会社 東京ガス

110 8 窪田 幸太 くぼた こうた 男 24 東京都板橋区 NTTファイナンス株式会社 NTTファイナンス株式会社

111 9 齋藤 元希 さいとう げんき 男 25 東京都世田谷区 株式会社スタイル・エッジ 株式会社スタイル・エッジ

112 10 鈴木 孝幸 すずき たかゆき 男 37 千葉県浦安市 株式会社ゴールドウイン GOLDWIN

113 11 芹澤 美希香 せりざわ みきか 女 24 神奈川県横浜市 東急プロパティマネジメント
株式会社 宮前ドルフィン

114 12 田中 映伍 たなか えいご 男 20 神奈川県茅ヶ崎市 東洋大学 東洋大学

115 13 辻内 彩野 つじうち あやの 女 27 東京都江戸川区 三菱商事株式会社 三菱商事株式会社

116 14 富田 宇宙 とみた うちゅう 男 35 東京都板橋区 EYストラテジー・アンド・
コンサルティング株式会社 EY Japan

117 15 西田 杏 にしだ あん 女 27 埼玉県所沢市 株式会社シロ 株式会社シロ

118 16 日向 楓 ひなた かえで 男 19 神奈川県横浜市 中央大学 中央大学

119 17 福井 香澄 ふくい かすみ 女 25 滋賀県野洲市 ＴＯＴＯ株式会社 ＴＯＴＯ株式会社

120 18 福田 果音 ふくだ かのん 女 18 福岡県北九州市 福岡県立小倉西高等学校 ときわスイミングスクール
曽根

121 19 南井 瑛翔 みない あきと 男 21 大阪府東大阪市 近畿大学 近畿大学 水上競技部

122 20 村上 舜也 むらかみ しゅんや 男 29 東京都中央区 NECフレンドリースタフ
株式会社

NECグリーン
スイミングクラブ溝の口

123 21 山口 尚秀 やまぐち なおひで 男 23 愛媛県今治市 四国ガス株式会社 四国ガス

124 22 由井 真緒里 ゆい まおり 女 21 群馬県前橋市 上武大学 上武大学

125 卓球 1 岩渕 幸洋 いわぶち こうよう 男 29 東京都北区 協和キリン株式会社 協和キリン卓球部

126 2 齊藤 元希 さいとう げんき 男 23 神奈川県横浜市 株式会社プランテック 卓球クラブ STEP IN

127 3 七野 一輝 しちの かずき 男 25 東京都稲城市 株式会社オカムラ ディスタンス

128 4 竹守 彪 たけもり たけし 男 30 千葉県松戸市 株式会社ヤオコー
モラージュ柏店 TOMAX

129 5 友野 有理 ともの ゆり 女 24 東京都世田谷区 株式会社タマディック 株式会社タマディック

130 6 舟山 真弘 ふなやま まひろ 男 20 東京都中野区 早稲田大学 早稲田大学

131 7 古川 佳奈美 ふるかわ かなみ 女 27 福岡県福岡市 株式会社えん・
コミュニケーションズ

株式会社えん・
コミュニケーションズ

132 8 八木 克勝 やぎ かつよし 男 34 愛知県豊橋市 電通デジタル 電通デジタル

133 9 和田 なつき わだ なつき 女 20 大阪府松原市 株式会社内田洋行 なし

134 テコンドー 1 工藤 俊介 くどう しゅんすけ 男 30 東京都北区 ダイテックス
ホールディングス株式会社 Team DAITO

135 2 田中 光哉 たなか みつや 男 32 佐賀県鳥栖市 株式会社電通デジタル テコンドークラブ
Hama House（松原支部）

136 トライ
アスロン

1 宇田 秀生 うだ ひでき 男 37 滋賀県草津市 NTT東日本・NTT西日本 NTT東日本・NTT西日本

137 2 木村 潤平 きむら じゅんぺい 男 39 東京都板橋区 Challenge Active 
Foundation

Challenge Active 
Foundation

138 3 秦 由加子 はた ゆかこ 女 43 千葉県市原市 キヤノンマーケティングジャパン・
マーズフラッグ・ブリヂストン 沖縄チームゴーヤー

139 4 米岡 聡 よねおか さとる 男 38 東京都東村山市 三井住友海上火災保険
株式会社 三井住友海上

140 車いすバス
ケットボール

（女子）

1 網本 麻里 あみもと まり 女 35 大阪府大阪市 株式会社 ビームス カクテル/
伊丹スーパーフェニックス

141 2 石川 優衣 いしかわ ゆい 女 27 東京都三鷹市 三鷹市役所 ELFIN/
東京ファイターズB.C

142 3 江口 侑里 えぐち ゆうり 女 24 埼玉県さいたま市 Sky株式会社 ELFIN

143 4 大津 美穂 おおつ みほ 女 33 愛知県名古屋市 三和シヤッター工業株式会社 SCRATCH/岐阜SHINE

144 5 北田 千尋 きただ ちひろ 女 35 滋賀県栗東市 LINEヤフー株式会社 カクテル

145 6 小島 瑠莉 こじま るり 女 16 大阪府堺市 大阪学芸高等学校 カクテル
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No. 競技名/No. 氏名 ふりがな 性別 年齢 現住所 所属先 所属チーム

146 車いすバス
ケットボール

（女子）

7 財満 いずみ ざいま いずみ 女 27 埼玉県草加市 モルガン･スタンレー･
グループ株式会社 Wing/埼玉ライオンズ

147 8 清水 千浪 しみず ちなみ 女 41 滋賀県長浜市 株式会社 メルカリ カクテル/LAKE SHIGA BBC

148 9 土田 真由美 つちだ まゆみ 女 47 埼玉県八潮市 株式会社シグマクシス SCRATCH/
神奈川VANGUARDS

149 10 西村 葵 にしむら あおい 女 18 奈良県生駒市 奈良育英高等学校 カクテル

150 11 萩野 真世 はぎの まよ 女 31 宮城県仙台市 アビームコンサルティング
株式会社 LEAVES/宮城MAX

151 12 柳本 あまね やなぎもと あまね 女 26 京都府京都市 株式会社コロプラ カクテル/LAKE SHIGA BBC

152 車いす
フェンシング

1 加納 慎太郎 かのう しんたろう 男 39 東京都江戸川区 LINEヤフー株式会社 日本パラフェンシング協会

153 2 櫻井 杏理 さくらい あんり 女 35 イギリス ロンドン 株式会社 日阪製作所 BASARA FENCING CLUB

154 3 藤田 道宣 ふじた みちのぶ 男 37 埼玉県草加市 GO株式会社 日本パラフェンシング協会

155 4 安 直樹 やす なおき 男 46 東京都江東区 東京地下鉄株式会社 日本パラフェンシング協会

156 車いす
ラグビー

1 池 透暢 いけ ゆきのぶ 男 44 高知県高知市 日興アセットマネジメント
株式会社 Freedom

157 2 池崎 大輔 いけざき だいすけ 男 46 千葉県浦安市 三菱商事株式会社 BLITZ

158 3 小川 仁士 おがわ ひとし 男 30 東京都武蔵村山市 バイエル薬品株式会社 BLITZ

159 4 草場 龍治 くさば りゅうじ 男 23 福岡県朝倉市 三建設備工業株式会社 Fukuoka DANDELION

160 5 倉橋 香衣 くらはし かえ 女 33 埼玉県越谷市 株式会社 商船三井 AXE

161 6 島川 慎一 しまかわ しんいち 男 49 埼玉県所沢市 バークレイズ証券株式会社 BLITZ

162 7 中町 俊耶 なかまち しゅんや 男 29 埼玉県さいたま市 株式会社コロプラ TOHOKU STORMERS

163 8 乗松 聖矢 のりまつ せいや 男 34 熊本県熊本市 SMBC日興証券 株式会社 Fukuoka DANDELION

164 9 羽賀 理之 はが まさゆき 男 39 千葉県千葉市 ペプチドリーム株式会社 AXE

165 10 橋本 勝也 はしもと かつや 男 22 福島県田村郡 日興アセットマネジメント
株式会社 TOHOKU STORMERS

166 11 長谷川 勇基 はせがわ ゆうき 男 31 東京都立川市 ソシエテ・ジェネラル証券
株式会社 BLITZ

167 12 若山 英史 わかやま ひでふみ 男 39 静岡県駿東郡 静岡銀行 Okinawa Hurricanes

168 車いすテニス 1 荒井 大輔 あらい だいすけ 男 36 千葉県柏市 BNPパリバ BNPパリバ

169 2 大谷 桃子 おおたに ももこ 女 29 佐賀県小城市 株式会社かんぽ生命保険 株式会社かんぽ生命保険

170 3 小田 凱人 おだ ときと 男 18 愛知県一宮市 株式会社東海理化 岐阜インターナショナル
テニスクラブ

171 4 上地 結衣 かみじ ゆい 女 30 兵庫県明石市 三井住友銀行 神戸車いすテニスクラブ

172 5 眞田 卓 さなだ たかし 男 39 埼玉県さいたま市 TOPPAN 株式会社 公益財団法人吉田記念
テニス研修センター

173 6 髙室 冴綺 たかむろ さき 女 29 埼玉県所沢市 株式会社スタートライン 株式会社スタートライン

174 7 田中 愛美 たなか まなみ 女 28 埼玉県所沢市 株式会社
長谷工コーポレーション なし

175 8 三木 拓也 みき たくや 男 35 埼玉県川口市 トヨタ自動車株式会社 トヨタ自動車株式会社
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パリ２０２４パラリンピック競技大会 日本代表選手団
競技パートナー名簿

競技名/No. 氏名 ふりがな 性別 年齢 現住所 所属先 所属チーム

陸上競技 1 青山 由佳 あおやま ゆか 女 38 神奈川県相模原市 相模原市役所 相模原市役所

2 木之下 仁 きのした ひとし 男 47 東京都板橋区 特定非営利活動法人
日本ブラインドマラソン協会 JBMA

3 小林 光二 こばやし こうじ 男 35 群馬県太田市 株式会社SUBARU SUBARU

4 古和田 響 こわだ ひびき 男 27 東京都渋谷区 なし なし

5 塩川 竜平 しおかわ りゅうへい 男 32 東京都練馬区 なし エントリー

6 志田 淳 しだ じゅん 男 51 東京都府中市 日本電気株式会社 NEC

7 清水 琢馬 しみず たくま 男 24 群馬県北群馬郡 株式会社コイズミツール 上州アスリートクラブ

8 中田 崇志 なかた たかし 男 44 東京都世田谷区 株式会社NTTデータ マラソン完走クラブ

9 成田 フサイ なりた ふさい 女 49 東京都府中市 社会福祉法人正吉福祉会
府中市立よつや苑 なし

10 長谷部 匠 はせべ たくみ 男 27 大阪府茨木市 長瀬産業株式会社 長瀬産業株式会社

11 山下 克尚 やました かつたか 男 30 愛媛県東温市 エヴォスタ松山 なし

ブラインド
フットボール

1 泉 健也 いずみ けんや 男 32 東京都練馬区 自由学園 free bird mejirodai

2 佐藤 大介 さとう だいすけ 男 40 神奈川県相模原市 横浜線西部児童相談所 たまハッサーズ

ボッチャ 1 有田 千穂 ありた ちほ 女 41 兵庫県西宮市 大阪ボッチャ協会 なし

2 一戸 賢司 いちのえ けんじ 男 56 東京都東久留米市 株式会社スタイル・エッジ なし

3 遠藤 さとみ えんどう さとみ 女 59 福島県福島市 福島県ボッチャ協会 なし

4 村上 光輝 むらかみ みつてる 男 50 福島県白河市 一般社団法人
日本ボッチャ協会 なし

自転車競技 1 三浦 生誠 みうら きあき 男 22 岩手県岩手郡 なし 日本競輪選手養成所

トライ
アスロン 1 寺澤 光介 てらさわ こうすけ 男 30 東京都世田谷区 サニーフィッシュ サニーフィッシュ

※2024年8月28日（水）パリパラリンピック開会式時点の年齢を記載 2024年8月2日現在
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パリ２０２４パラリンピック競技大会 日本代表選手団
競技別スタッフ名簿

No. 競技名/No. 役職 氏名 ふりがな 性別 現住所 所属先

1 アーチェリー 1 監督 戸野 真治 との しんじ 男 広島県廿日市市 佐伯国際アーチェリーランド

2 2 コーチ 末武 寛基 すえたけ ひろき 男 佐賀県佐賀市 日本身体障害者アーチェリー連盟

3 陸上競技 1 総監督 宍戸 英樹 ししど ひでき 男 福島県福島市 日本パラ陸上競技連盟

4 2 ヘッドコーチ
（身体） 原田 康弘 はらだ やすひろ 男 埼玉県鴻巣市 なし

5 3 ヘッドコーチ
（ブラインドマラソン） 安田 享平 やすだ きょうへい 男 千葉県君津市 日本製鉄株式会社

6 4 ヘッドコーチ
（知的） 奥松 美恵子 おくまつ みえこ 女 宮崎県宮崎市 日本パラ陸上競技連盟

7 5 コーチ 鈴木 徹 すずき とおる 男 山梨県山梨市 SMBC日興証券（株）

8 6 コーチ 高野 大樹 たかの だいき 男 埼玉県富士見市 慶應義塾大学

9 7 コーチ 高橋 勝彦 たかはし かつひこ 男 福岡県北九州市 小池学園

10 8 コーチ 竹井 尚也 たけい なおや 男 東京都杉並区 日本女子体育大学

11 9 コーチ 広瀬 健一 ひろせ けんいち 男 茨城県つくば市 学校法人 帝京大学

12 10 コーチ 星野 和昭 ほしの かずあき 男 群馬県前橋市 一般社団法人
KATASHINA MOUNTAINS

13 11 コーチ 松尾 貴之 まつお たかゆき 男 長崎県大村市 長崎県立虹の原特別支援学校

14 12 コーチ 水野 洋子 みずの ようこ 女 東京都世田谷区 日本体育大学

15 13 コーチ 山本 真帆 やまもと まほ 女 埼玉県川口市 なし

16 14 ドクター 根本 玲 ねもと れい 女 和歌山県和歌山市 和歌山県立医科大学
みらい医療推進センター

17 15 トレーナー 東 千夏 ひがし ちなつ 女 愛知県半田市 針院さとうTSSケアルーム半田

18 16 トレーナー 渡邊 帆貴 わたなべ ほたか 男 東京都大田区 筑波大学附属病院

19 17 総務 平山 あゆみ ひらやま あゆみ 女 東京都世田谷区 なし

20 18 総務 山下 忍 やました しのぶ 女 鳥取県鳥取市 一般社団法人
鳥取県障がい者スポーツ協会

21 バドミントン 1 監督 草井 篤 くさい あつし 男 宮城県仙台市 一般社団法人
日本パラバドミントン連盟

22 2 ヘッドコーチ キム ジョンジャ きむ じょんじゃ 女 埼玉県さいたま市 一般社団法人
日本パラバドミントン連盟

23 3 コーチ イラワン ヘンキー いらわん へんきー 男 栃木県小山市 なし

24 4 コーチ 座間 壮太郎 ざま そうたろう 男 東京都国分寺市 一般社団法人
日本パラバドミントン連盟

25 5 トレーナー 田崎 真吾 たざき しんご 男 千葉県市川市 一般社団法人
日本パラバドミントン連盟

26 6 総務 伊藤 幸子 いとう ゆきこ 女 東京都杉並区 一般社団法人
日本パラバドミントン連盟

27 ブラインド
フットボール

1 監督 中川 英治 なかがわ えいじ 男 東京都府中市 株式会社 
クーバー・コーチング・ジャパン

28 2 ヘッドコーチ 上林 知民 うえばやし ともひ
と 男 東京都板橋区 株式会社キックス

29 3 コーチ 大室 龍大 おおむろ たつひろ 男 千葉県蘇我市 立教大学

30 4 コーチ 村上 重雄 むらかみ しげお 男 兵庫県加東市 特定非営利活動法人
法人日本ブラインドサッカー協会

31 5 ドクター 川端 佑介 かわばた ゆうすけ 男 神奈川県横浜市 横浜市立大学

32 6 トレーナー 阿部 良平 あべ りょうへい 男 神奈川県横浜市 医療法人弘靜会 野村医院

33 ボッチャ 1 監督 井上 伸 いのうえ しん 男 大阪府堺市 四天王寺福祉事業団
四天王寺和らぎ苑

34 2 コーチ 新井 大基 あらい だいき 男 東京都三鷹市 一般社団法人日本ボッチャ協会

2024年8月2日現在
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No. 競技名/No. 役職 氏名 ふりがな 性別 現住所 所属先

35 ボッチャ 3 コーチ 櫻井 博紀 さくらい ひろき 男 静岡県掛川市 学校法人常葉大学

36 4 コーチ 内藤 由美子 ないとう ゆみこ 女 静岡県沼津市 社会福祉法人 あしたか太陽の丘

37 5 トレーナー 栄徳 美沙季 えいとく みさき 女 大阪府大阪市 株式会社アイネットケアサービス

38 6 トレーナー 古尾谷 香苗 ふるおや かなえ 女 神奈川県平塚市 鶴見かとう整形外科

39 カヌー 1 監督 枦木 駿 はしき すぐる 男 鹿児島県伊佐市 一般社団法人日本パラカヌー連盟

40 2 総務 上岡 央子 うえおか ひさこ 女 東京都墨田区 一般社団法人日本パラカヌー連盟

41 自転車競技 1 ヘッドコーチ 沼部 早紀子 ぬまべ さきこ 女 静岡県駿東郡 一般社団法人
日本パラサイクリング連盟

42 2 トレーナー 菊地 孝明 きくち たかあき 男 北海道札幌市 株式会社健美創

43 3 メカニック 齊藤 健吾 さいとう けんご 男 東京都練馬区 プロショップタカムラ製作所

44 馬術 1 監督 三木 則夫 みき のりお 男 兵庫県明石市 ㈱ノリス

45 2 コーチ 松波 智香 まつなみ ちか 女 オランダ ヘールレン CM Equestrian service

46 3 グルーム クレーメルス 
ヴェーレ

くれーめるす 
ゔぇーれ 女 オランダ ヴェールト Team Raijmakers

47 4 グルーム ドーマン リン どーまん りん 女 オランダ シッタード Veterinary Clinic Mark 
Deuss and steyvershof

48 ゴールボール
（男子）

1 ヘッドコーチ 工藤 力也 くどう りきや 男 福岡県福岡市 株式会社アソウ・
ヒューマニーセンター

49 2 アシスタントコーチ 栃木 隆宏 とちぎ たかひろ 男 東京都豊島区 社会福祉法人 
日本視覚障害者職能開発センター

50 3 トレーナー 林 凌雅 はやし りょうが 男 北海道札幌市 とみた整形外科

51 ゴールボール
（女子）

1 ヘッドコーチ 辻 美穂子 つじ みほこ 女 岡山県岡山市 ひこばえ

52 2 コーチ 杉山 沙弥香 すぎやま さやか 女 岐阜県本巣郡 岐阜県立羽島特別支援学校

53 3 トレーナー 前田 規久子 まえだ きくこ 女 東京都板橋区 一般社団法人
日本ゴールボール協会

54 柔道 1 監督 遠藤 義安 えんどう よしやす 男 宮城県仙台市 NPO法人日本視覚障害者柔道連盟

55 2 ヘッドコーチ 佐藤 伸一郎 さとう しんいちろ
う 男 東京都文京区 拓殖大学 国際学部

56 3 コーチ 畑山 元政 はたけやま もとま
さ 男 埼玉県白岡市 帝京科学大学 千住キャンパス

57 4 トレーナー 柴田 真子 しばた まこ 女 神奈川県横浜市 公益財団法人 横浜市スポーツ協会
横浜市スポーツ医科学センター

58 パワーリフ
ティング 1 監督 吉田 進 よしだ すすむ 男 東京都府中市 特定非営利活動法人日本パラ・

パワーリフティング連盟

59 ローイング 1 監督 佐原 英行 さはら ひでゆき 男 東京都品川区 公益社団法人日本ローイング協会

60 2 トレーナー 三木 孝太 みき こうた 男 茨城県古河市 特定医療法人仁寿会 総和中央病院

61 射撃 1 監督 猪坂 桂 いさか かつら 女 福井県福井市 特定非営利活動法人
日本パラ射撃連盟

62 2 コーチ 野口 優太 のぐち ゆうた 男 埼玉県川口市 特定非営利活動法人
日本パラ射撃連盟

63 3 トレーナー 奥山 武史 おくやま たけし 男 三重県鈴鹿市 ひだまり治療院

64 水泳 1 総監督 上垣 匠 うえがき たくみ 男 東京都板橋区 一般社団法人日本パラ水泳連盟

65 2 ヘッドコーチ
（身体） 岸本 太一 きしもと たいち 男 東京都葛飾区 一般社団法人日本パラ水泳連盟

66 3 ヘッドコーチ
（知的） 谷口 裕美子 たにぐち ゆみこ 女 山梨県甲府市 山梨学院大学

67 4 コーチ 古賀 大樹 こが だいき 男 東京都太田区 東京工業大学

68 5 コーチ 杉沼 春美 すぎぬま はるみ 女 千葉県柏市 日本体育大学

69 6 コーチ 竹村 幸 たけむら みゆき 女 東京都江東区 なし

70 7 コーチ 田中 宏樹 たなか こうき 男 東京都世田谷区 学校法人国士舘

71 8 コーチ 宮本 敦史 みやもと あつし 男 岐阜県中津川市 岐阜県立恵那特別支援学校
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No. 競技名/No. 役職 氏名 ふりがな 性別 現住所 所属先

72 水泳 9 コーチ 本山 幸子 もとやま ゆきこ 女 東京都板橋区 一般社団法人日本パラ水泳連盟

73 10 トレーナー 打田 剛敏 うちだ たけとし 男 神奈川県川崎市 株式会社ロコモ

74 11 トレーナー 小泉 圭介 こいずみ けいすけ 男 東京都羽村市 東都大学

75 12 総務 尾原 遼平 おばら りょうへい 男 東京都豊島区 一般社団法人日本パラ水泳連盟

76 13 総務 宮原 純子 みやはら じゅんこ 女 静岡県下田市 一般社団法人日本パラ水泳連盟

77 卓球 1 総監督 羽生 綾子 はぶ あやこ 女 東京都板橋区 （公財）日本卓球協会

78 2 ヘッドコーチ
（立位） 森薗 美咲 もりぞの みさき 女 東京都新宿区 （一社）日本肢体不自由者卓球協会

79 3 ヘッドコーチ
（車いす） 山本 恒安 やまもと つねやす 男 東京都西東京市 （一社）日本肢体不自由者卓球協会

80 4 コーチ 石川 貴陽 いしかわ たかはる 男 千葉県松戸市 TOMAX

81 5 コーチ 井保 啓太 いほ けいた 男 福岡県福岡市 博多卓球道場新宮店

82 6 コーチ 永富 聖香 ながとみ せいか 女 大阪堺市 （株）名光通信社

83 テコンドー 1 監督 作田 武俊 さくた たけとし 男 東京都板橋区 大東文化大学（学外指導者）

84 2 トレーナー 大出 剛太郎 おおいで こうたろう 男 埼玉県さいたま市 さいたま北区整骨院

85 トライ
アスロン

1 監督 富川 理充 とみかわ まさみつ 男 神奈川県川崎市 専修大学

86 2 ヘッドコーチ 菊池 日出子 きくち ひでこ 女 福島県東白川郡 公益社団法人
日本トライアスロン連合

87 車いすバス
ケットボール

（女子）

1 ヘッドコーチ 岩野 博 いわの ひろし 男 大阪府大阪市 なし

88 2 コーチ 西田 聡 にしだ さとし 男 長崎県長崎市 なし

89 3 コーチ 森田 俊光 もりた としみつ 男 埼玉県草加市 丸美梱包有限会社

90 4 トレーナー 岩松 真理恵 いわまつ まりえ 女 千葉県船橋市 なし

91 5 トレーナー 永盛 雅子 ながもり まさこ 女 埼玉県志木市 医療法人秀志会
たなか整形外科クリニック

92 6 メカニック 結城 智之 ゆうき ともゆき 男 千葉県千葉市 株式会社 松永製作所

93 7 総務 吉田 絵里架 よしだ えりか 女 兵庫県神戸市 PwCコンサルティング合同会社

94 車いすフェン
シング

1 監督 千田 健太 ちだ けんた 男 群馬県高崎市 慶應義塾大学

95 2 コーチ 山本 憲一 やまもと けんいち 男 ロンドン フィンチェ
リー BASARA FENCING CLUB

96 車いす
ラグビー

1 ヘッドコーチ 岸 光太郎 きし こうたろう 男 埼玉県熊谷市 一般社団法人
日本車いすラグビー連盟

97 2 看護師 樋口 則之 ひぐち のりゆき 男 千葉県船橋市 東京歯科大学市川総合病院

98 3 トレーナー 川﨑 淳 かわさき あつし 男 埼玉県戸田市 あみはりきゅう整骨院グループ

99 4 トレーナー 中村 奈津美 なかむら なつみ 女 東京都足立区 なし

100 5 メカニック 川﨑 芳英 かわさき よしひで 男 佐賀県佐賀市 なし

101 6 映像 中谷 英樹 なかたに ひでき 男 東京都江東区 なし

102 7 総務 中尾 由理 なかお ゆり 女 東京都世田谷区 アイ・シー・エンジニアリング
株式会社

103 8 総務（通訳） 土屋 裕志 つちや ひろし 男 東京都練馬区 土屋翻訳室

104 車いすテニス 1 ヘッドコーチ 稲葉 洋祐 いなば ようすけ 男 千葉県四街道市 一般社団法人
日本車いすテニス協会

105 2 コーチ 松本 賢次 まつもと けんじ 男 大阪府大阪市 一般社団法人
日本車いすテニス協会

106 3 トレーナー 前田 准谷 まえだ のりひろ 男 東京都板橋区 一般社団法人
日本車いすテニス協会

107 4 トレーナー 増田 拓 ますだ ひろし 男 広島県広島市 一般社団法人
日本車いすテニス協会
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パリ2024パラリンピック競技大会 日本代表選手団
本部スタッフ

No. 役職 氏名 ふりがな 性別 現住所 所属

1 団長 田口 亜希 たぐち あき 女 東京都大田区 公益財団法人日本財団
パラスポーツサポートセンター

2 副団長 井田 朋宏 いだ ともひろ 男 東京都江戸川区 公益財団法人日本パラスポーツ協会
日本パラリンピック委員会

3 中澤 吉裕 なかざわ よしひろ 男 神奈川県相模原市 公益財団法人日本パラスポーツ協会
日本パラリンピック委員会

4 医師 〇 塩田 有規 しおた ゆうき 男 東京都新宿区 順天堂大学

5 蒲原 一之 かまはら かずゆき 男 茨城県つくば市  独立行政法人日本スポーツ振興センター
国立スポーツ科学センター

6 上出 杏里 かみで あんり 女 東京都千代田区 国立研究開発法人
国立成育医療研究センター

7 看護師 〇木下 敦子 きのした あつこ 女 大阪府堺市西区 公益財団法人日本パラスポーツ協会
日本パラリンピック委員会

8 染谷 咲子 そめや さきこ 女 神奈川県川崎市 順天堂大学

9 藤尾 素子 ふじお もとこ 女 大分県大分市 社会医療法人恵愛会 大分中村病院

10 トレーナー 〇 荒谷 幸次 あらたに こうじ 男 静岡県浜松市 公益財団法人日本パラスポーツ協会
日本パラリンピック委員会

11 岩倉 瞳 いわくら ひとみ 女 神奈川県鎌倉市 学校法人衛生学園
神奈川衛生学園専門学校

12 笹代 純平 ささだい じゅんぺい 男 埼玉県さいたま市  独立行政法人日本スポーツ振興センター
国立スポーツ科学センター

13 パラリンピック
アタッシェ 植田 達也 うえだ たつや 男 フランス・パリ 在仏日本大使館

14 プレスアタッシェ 黒田 美穂 くろだ みほ 女 東京都港区 公益財団法人日本パラスポーツ協会
日本パラリンピック委員会

15 総務 〇 與品 美由紀 よしな みゆき 女 東京都新宿区 公益財団法人日本パラスポーツ協会
日本パラリンピック委員会

16 小林 薫 こばやし かおる 女 東京都江東区 公益財団法人日本パラスポーツ協会
日本パラリンピック委員会

17 竹下 泰史 たけした ひろふみ 男 東京都墨田区 公益財団法人日本パラスポーツ協会
日本パラリンピック委員会

18 冨永 有紀 とみなが ゆき 女 千葉県船橋市 公益財団法人日本パラスポーツ協会
日本パラリンピック委員会

19 仲前 信治 なかまえ しんじ 男 東京都多摩市 公益財団法人日本パラスポーツ協会
日本パラリンピック委員会

20 深澤 泰山 ふかざわ やすたか 男 東京都中野区 公益財団法人日本パラスポーツ協会
日本パラリンピック委員会

21 伏見 みずき ふしみ みずき 女 神奈川県川崎市 公益財団法人日本パラスポーツ協会
日本パラリンピック委員会

22 古谷 駿 ふるや しゅん 男 東京都世田谷区 公益財団法人日本パラスポーツ協会
日本パラリンピック委員会

23 森田 百合子 もりた ゆりこ 女 東京都文京区 公益財団法人日本パラスポーツ協会
日本パラリンピック委員会

24 広報 成見 玲菜 なるみ れいな 女 東京都練馬区 公益財団法人日本パラスポーツ協会
日本パラリンピック委員会

25 原 将史 はら まさふみ 男 東京都板橋区 公益財団法人日本パラスポーツ協会
日本パラリンピック委員会

26 堀添 里緒 ほりぞえ りお 女 東京都文京区 公益財団法人日本パラスポーツ協会
日本パラリンピック委員会

27 屋敷 優友 やしき ゆうすけ 男 東京都練馬区 公益財団法人日本パラスポーツ協会
日本パラリンピック委員会

28 輸送 〇 高橋 巧 たかはし たくみ 男 埼玉県川口市 株式会社JTB

29 桑野 佳奈 くわの かな 女 東京都品川区 株式会社JTB

※2024年8月28日（水）パリパラリンピック開会式時点の年齢を記載

〇 ： チーフ

2024年8月2日現在
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日本代表選手　獲得メダル

バドミントン
梶原大暉 男子シングルス（WH2）

14個

里見紗李奈 女子シングルス（WH1）
自転車競技 杉浦佳子 女子ロードレース（C1-3）
ゴールボール 男子

柔道
瀬戸勇次郎 男子73kg級（J2）
廣瀬順子 女子57kg級（J2）

水泳
木村敬一

男子100mバタフライ（S11）
男子50m自由形（S11）

鈴木孝幸 男子50m平泳ぎ（SB3）
卓球 和田なつき 女子シングルス（11）
車いすラグビー

車いすテニス
小田凱人 男子シングルス
上地結衣 女子シングルス
上地結衣・田中愛美 女子ダブルス

陸上競技

鬼谷慶子 女子円盤投（F53）

10個

唐澤剣也 男子5000m（T11）
佐藤友祈 男子400m（T52）
福永凌太 男子400m（T13）

バドミントン 里見紗李奈・山崎悠麻 女子ダブルス（WH1-2）
柔道 半谷静香 女子48kg級（J1）

水泳
窪田幸太 男子100m背泳ぎ（S8）

鈴木孝幸
男子50m自由形（S4）
男子100m自由形（S4）

車いすテニス 小田凱人・三木拓也 男子ダブルス

陸上競技

伊藤智也 男子400m（T52）

17個

川上秀太 男子100m（T13）
佐藤友祈 男子100m（T52）
鈴木朋樹 男子マラソン（T54）
道下美里 女子マラソン（T12）

バドミントン 梶原大暉・村山浩 男子ダブルス（WH1-2）

ボッチャ
遠藤裕美 女子個人（BC1）
遠藤裕美・杉村英孝・廣瀬隆喜 混合チーム（BC1-2）

柔道 小川和紗 女子70kg級（J2）
射撃 水田光夏 混合エアライフル伏射（SH2）

水泳

木下愛萊 女子200m個人メドレー（S14）
鈴木孝幸 男子200m自由形（S4）
辻内彩野 女子100m自由形（S12）

富田宇宙
男子100mバタフライ（S11）
男子400m自由形（S11）

山口尚秀 男子100m平泳ぎ（SB14）
卓球 古川佳奈美 女子シングルス（11）

■ 金メダル

■ 銀メダル

■ 銅メダル



国別メダルランキング
順位 国・地域 金 銀 銅 合計

1 中国 94 76 50 220

2 イギリス 49 44 31 124

3 アメリカ 36 42 27 105

4 オランダ 27 17 12 56

5 ブラジル 25 26 38 89

6 イタリア 24 15 32 71

7 ウクライナ 22 28 32 82

8 フランス 19 28 28 75

9 オーストラリア 18 17 28 63

10 日本 14 10 17 41

11 ドイツ 10 14 25 49

12 カナダ 10 9 10 29

13 ウズベキスタン 10 9 7 26

14 イラン 8 10 7 25

15 スイス 8 8 5 21

16 ポーランド 8 6 9 23

17 スペイン 7 11 22 40

18 インド 7 9 13 29

19 コロンビア 7 7 14 28

20 ベルギー 7 4 3 14

21 タイ 6 11 13 30

22 韓国 6 10 14 30

23 トルコ 6 10 12 28

24 キューバ 6 3 1 10

25 アルジェリア 6 0 5 11

26 ハンガリー 5 6 4 15

27 チュニジア 5 3 3 11

28 アゼルバイジャン 4 2 5 11

29 イスラエル 4 2 4 10

30 メキシコ 3 6 8 17

31 モロッコ 3 6 6 15

32 香港 3 4 1 8

33 ギリシャ 3 3 7 13

34 ベネズエラ 3 2 1 6

35 スロバキア 3 2 0 5

36 ラトビア 3 1 0 4

37 アルゼンチン 2 3 8 13

38 デンマーク 2 3 5 10

39 カザフスタン 2 3 4 9

40 ナイジェリア 2 3 2 7

41 エジプト 2 2 3 7

42 マレーシア 2 2 1 5

43 ポルトガル 2 1 4 7

順位 国・地域 金 銀 銅 合計

44 エチオピア 2 1 0 3

44 シンガポール 2 1 0 3

46 南アフリカ 2 0 4 6

47 エクアドル 2 0 2 4

48 ヨルダン 2 0 1 3

49 コスタリカ 2 0 0 2

50 インドネシア 1 8 5 14

51 ジョージア 1 4 4 9

51 ニュージーランド 1 4 4 9

53 チェコ 1 4 3 8

54 ノルウェー 1 3 3 7

55 アイルランド 1 3 2 6

55 セルビア 1 3 2 6

57 モンゴル 1 3 0 4

58 イラク 1 1 3 5

59 クロアチア 1 1 2 4

60 チリ 1 0 5 6

61 クウェート 1 0 1 2

61 ナミビア 1 0 1 2

61 ルーマニア 1 0 1 2

61 スロベニア 1 0 1 2

65 ブルガリア 1 0 0 1

65 サウジアラビア 1 0 0 1

65 ペルー 1 0 0 1

68 台湾 0 3 2 5

69 オーストリア 0 3 1 4

70 ボスニア・ヘルツェゴビナ 0 2 0 2

71 フィンランド 0 1 3 4

72 スウェーデン 0 1 2 3

73 キプロス 0 1 1 2

73 モルドバ 0 1 1 2

75 ケニア 0 1 0 1

75 スリランカ 0 1 0 1

75 トリニダード・トバゴ 0 1 0 1

78 難民選手団 0 0 2 2

79 リトアニア 0 0 1 1

79 ルクセンブルク 0 0 1 1

79 モンテネグロ 0 0 1 1

79 モーリシャス 0 0 1 1

79 ネパール 0 0 1 1

79 パキスタン 0 0 1 1

79 ベトナム 0 0 1 1
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日本代表選手団戦績

氏名 クラス 性別 種目 総出場
者数 ラウンド 対戦相手 トータル

スコア 内訳スコア 勝敗 順位 最終順位 記録

上山 友裕 W2 男子 リカーブ
個人 30

ランキング
ラウンド 22 599

1回戦 ステファノ トラビサニ イタリア 6-2 2-0 0-2 2-0 2-0 勝ち
2回戦 ウカシュ チシェク ポーランド 3-7 2-0 1-1 0-2 0-2 0-2 負け 9

大江 佑弥 ST 男子 コンパウンド
個人 32

ランキング
ラウンド 23 682

1回戦 ジョナソン ミルン オーストラリア 142-147 29-30 26-30 28-30 29-30 30-27 負け 17

氏名 クラス 性別 種目 総出場
者数 ラウンド 組数 出場

数 記録 最終
順位 成績 入賞・

メダル レコード 風向・風力
（陸上）

赤井 大樹 T20 男子 1500m（T20） 7 決勝 7 3:57.58 5 入賞
生馬 知季 T54 男子 100m（T54） 14 予選 2 7 14.73 予選敗退 追い風 1.4m/s
石山 大輝 T12 男子 走幅跳（T12） 6 決勝 6 6.75 5 入賞 向かい風 1.0m/s

井谷 俊介 T64 男子 200m（T64） 16
予選 2 8 23.67 決勝進出 追い風 0.0m/s
決勝 8 23.50 7 入賞 今季自己最高記録 追い風 0.5m/s

伊藤 竜也 T52 男子
400m（T52） 11 予選 2 5 1:09.55 予選敗退

100m（T52） 12
予選 2 6 17.76 決勝進出 向かい風 0.2m/s
決勝 8 17.91 8 入賞 追い風 1.6m/s

伊藤 智也 T52 男子
400m（T52） 11

予選 2 6 1:00.42 決勝進出
決勝 8 1:01.08 3 銅メダル

100m（T52） 12
予選 2 6 17.58 決勝進出 追い風 0.3m/s
決勝 8 17.67 7 入賞 追い風 1.6m/s

大島 健吾 T64 男子
100m（T64） 18 予選 2 9 11.24 予選敗退 アジア記録 追い風 0.0m/s
200m（T64） 16 予選 2 8 DNS

鬼谷 慶子 F53 女子 円盤投（F53） 8 決勝 8 15.78 2 銀メダル アジア記録

小野寺 萌恵 T34 女子
100m（T34） 10

予選 2 5 19.08 決勝進出 今季自己最高記録 追い風 0.8m/s
決勝 8 18.94 6 入賞 今季自己最高記録 追い風 0.2m/s

800m（T34） 8 決勝 8 2:15.85 6 入賞 今季自己最高記録

唐澤 剣也 T11 男子
5000m（T11） 9 決勝 9 14:51.48 2 銀メダル アジア記録

1500m（T11） 8
予選 2 4 4:06.86 決勝進出 今季自己最高記録
決勝 6 4:04.40 4 入賞 アジア記録

川上 秀太 T13 男子 100m（T13） 13
予選 2 7 10.80 決勝進出 追い風 0.1m/s
決勝 8 10.80 3 銅メダル 向かい風 0.1m/s

北浦 春香 T34 女子 100m（T34） 10
予選 2 5 19.68 決勝進出 今季自己最高記録 向かい風 0.9m/s
決勝 8 19.81 7 入賞 追い風 0.2m/s

喜納 翼 T54 女子 マラソン（T54） 16 決勝 16 2:04:53 12
熊谷 豊 T12 男子 マラソン（T12） 12 決勝 12 2:32:26 10

齋藤 由希子 F46 女子 砲丸投（F46） 15 決勝 15 11.61 4 入賞
酒井 園実 T20 女子 走幅跳（T20） 15 決勝 15 4.87 13 向かい風 0.1m/s

佐々木 真菜 T13 女子 400m（T13） 14
予選 2 7 58.77 決勝進出
決勝 8 58.35 7 入賞 今季自己最高記録

佐藤 友祈 T52 男子
400m（T52） 11

予選 2 6 58.04 決勝進出
決勝 8 56.26 2 銀メダル

100m（T52） 12
予選 2 6 17.20 決勝進出 追い風 0.3m/s
決勝 8 17.44 3 銅メダル 追い風 1.6m/s

澤田 優蘭 T12 女子
走幅跳（T12） 9 決勝 9 4.90 6 入賞 追い風 0.3m/s
100m（T12） 16 予選 4 4 12.90 予選敗退 追い風 0.8m/s

新保 大和 F37 男子 円盤投（F37） 10 決勝 10 51.37 4 入賞

鈴木 朋樹 T54 男子
1500m（T54） 17

予選 2 8 3:05.31 決勝進出
決勝 10 2:53.99 7 入賞

マラソン（T54） 13 決勝 13 1:31:23 3 銅メダル

髙桑 早生 T64 女子
走幅跳（T64） 12 決勝 12 5.04 5 入賞 今季自己最高記録 向かい風 0.4m/s
100m（T64） 15 予選 2 7 13.85 予選敗退 向かい風 0.3m/s

高橋 峻也 F46 男子 やり投（F46） 9 決勝 9 59.76 6 入賞
高松 佑圭 T38 女子 100m（T38） 18 予選 2 9 14.86 予選敗退 追い風 0.0m/s

辻 沙絵 T47 女子
400m（T47） 13

予選 2 7 1:00.19 決勝進出 今季自己最高記録タイ
決勝 8 59.13 7 入賞 今季自己最高記録

100m（T47） 17 予選 2 8 12.94 予選敗退 追い風 0.3m/s
土田 和歌子 T54 女子 マラソン（T54） 16 決勝 16 1:52:39 6 入賞
十川 裕次 T20 男子 1500m（T20） 7 決勝 7 4:02.68 6 入賞

兎澤 朋美 T63 女子
走幅跳（T63） 9 決勝 9 4.58 5 入賞 0.0m/s
100m（T63） 10 予選 2 5 15.85 予選敗退 追い風 0.5m/s

中西 麻耶 T64 女子 走幅跳（T64） 12 決勝 12 4.91 7 入賞 向かい風 0.6m/s

［アーチェリー］

［陸上競技］
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氏名 クラス 性別 種目 総出場
者数 ラウンド 組数 対戦相手 トータル

スコア 内訳スコア 勝敗 最終
順位 成績 入賞・

メダル

伊藤 則子 SL3 女子 シングルス
（SL3） 10 1次リーグ 3

ハリメ ユルドゥズ トルコ 0-2 10-21 4-21 負け
肖 祖賢 中国 0-2 5-21 4-21 負け

ダルニー ヘンプライワン タイ 1-2 23-21 7-21 5-21 負け 10 予選敗退

今井 大湧 SU5 男子 シングルス
（SU5） 8 1次リーグ 2

ムハンマドファレーズ アヌアル マレーシア 1-2 21-17 17-21 17-21 負け
方 振宇 台湾 2-1 15-21 21-11 21-19 勝ち

ドヘバ アンリムスティ インドネシア 0-2 18-21 14-21 負け 5 予選敗退 入賞

梶原 大暉 WH2 男子 シングルス
（WH2） 12

1次リーグ 4
松本 卓巳 日本 2-0 21-4 21-18 勝ち

ルカ オルギアティ スイス 2-0 21-10 21-10 勝ち 決勝トーナメント進出
準決勝  キム ジョンジュン 韓国 2-0 21-17 21-9 勝ち
決勝 陳 浩源 香港 2-0 21-10 21-10 勝ち 1 金メダル

亀山 楓 SU5 女子 シングルス
（SU5） 9 1次リーグ 3

豊田 まみ子 日本 0-2 19-21 16-21 負け
カトリヌ ロセンレン デンマーク 0-2 6-21 10-21 負け 7 予選敗退 入賞

里見 紗李奈 WH1 女子 シングルス
（WH1） 11

1次リーグ 3
尹 夢璐 中国 1-2 21-12 18-21 15-21 負け

ニナ ゴロテトズキ イスラエル 2-0 21-3 21-8 勝ち
シンシア マテツ スイス 2-0 21-11 21-11 勝ち 決勝トーナメント進出

準々決勝 胡 光秋 台湾 2-0 21-5 21-11 勝ち
準決勝 尹 夢璐 中国 2-0 21-17 22-20 勝ち
決勝 スジラット ポーカン タイ 2-1 18-21 21-13 21-18 勝ち 1 金メダル

豊田 まみ子 SU5 女子 シングルス
（SU5） 9

1次リーグ 3
亀山 楓 日本 2-0 21-19 21-16 勝ち

カトリヌ ロセンレン デンマーク 0-2 17-21 11-21 負け 決勝トーナメント進出
準々決勝 マニシャ ラマダス インド 0-2 13-21 16-21 負け 5 入賞

長島 理 WH1 男子 シングルス
（WH1） 9 1次リーグ 3

村山 浩 日本 0-2 8-21 17-21 負け
チェ ジョンマン 韓国 0-2 11-21 14-21 負け 7 予選敗退 入賞

藤野 遼 SL4 女子 シングルス
（SL4） 9

1次リーグ 3
ニパダ セアンスパ タイ 2-0 21-13 21-11 勝ち
ヘレソフィエ サゲイ ノルウェー 0-2 14-21 14-21 負け 決勝トーナメント進出

準々決勝 程 和芳 中国 0-2 9-21 13-21 負け 5 入賞

藤原 大輔 SL3 男子 シングルス
（SL3） 8

1次リーグ 2
ダニエル ベセル イギリス 0-2 9-21 4-21 負け
ボイテク チェズ ニュージーランド 2-0 21-8 21-12 勝ち
オレクサンドル チルコフ ウクライナ 2-1 19-21 21-16 21-17 勝ち 決勝トーナメント進出

準決勝 クマール ニテシュ インド 0-2 16-21 12-21 負け
3位決定戦 モンコン ブンスン タイ 0-2 15-21 15-21 負け 4 入賞

松本 卓巳 WH2 男子 シングルス
（WH2） 12 1次リーグ 4

梶原 大暉 日本 0-2 4-21 18-21 負け
ルカ オルギアティ スイス 2-0 21-10 21-15 勝ち 5 予選敗退 入賞

村山 浩 WH1 男子 シングルス
（WH1） 9

1次リーグ 3
長島 理 日本 2-0 21-8 21-17 勝ち

チェ ジョンマン 韓国 0-2 10-21 13-21 負け 決勝トーナメント進出
準々決勝 チョン ジェグン 韓国 0-2 26-28 19-21 負け 5 入賞

山崎 悠麻 WH2 女子 シングルス
（WH2） 10

1次リーグ 3
劉 禹彤 中国 0-2 5-21 3-21 負け

エミネ セジュキン トルコ 2-0 21-15 21-14 勝ち 決勝トーナメント進出
準々決勝 アムノウイ ウェッウィタン タイ 2-0 21-14 21-16 勝ち
準決勝 劉 禹彤 中国 0-2 6-21 9-21 負け

3位決定戦 イラリア ラングリ スイス 0-2 13-21 14-21 負け 4 入賞

今井 大湧 
伊藤 則子

SU5 
SL3 混合 ダブルス

（SL3-SU5） 8 1次リーグ 2

カリマトゥス サディヤフ
フレジ セティアワン インドネシア 0-2 12-21 23-25 負け

楊 健遠
楊 秋霞 中国 0-2 19-21 15-21 負け

ニパダ セアンスパ
シリポン テアマルロン タイ 1-2 21-18 18-21 19-21 負け 7 予選敗退 入賞

［バトミントン］

氏名 クラス 性別 種目 総出場
者数 ラウンド 組数 出場

数 記録 最終
順位 成績 入賞・

メダル レコード 風向・風力
（陸上）

福永 凌太 T13 男子
400m（T13） 9 決勝 9 48.07 2 銀メダル
走幅跳（T13） 10 決勝 10 6.55 7 入賞 今季自己最高記録 向かい風 0.8m/s

堀越 信司 T12 男子 マラソン（T12） 12 決勝 12 2:28:03 7 入賞

前川 楓 T63 女子
走幅跳（T63） 9 決勝 9 4.50 6 入賞 向かい風 0.4m/s
100m（T63） 10 予選 2 5 16.34 予選敗退 追い風 0.2m/s

松本 武尊 T36 男子 400m（T36） 7 決勝 7 53.63 4 入賞 アジア記録
道下 美里 T12 女子 マラソン（T12） 10 決勝 10 3:04:23 3 銅メダル 今季自己最高記録
山﨑 晃裕 F46 男子 やり投（F46） 9 決勝 9 57.67 7 入賞

山本 萌恵子 T20 女子 1500m（T20） 9 決勝 9 5:16.70 9

吉田 彩乃 T34 女子 100m（T34） 10
予選 2 5 20.43 決勝進出 向かい風 0.9m/s
決勝 8 20.07 8 入賞 追い風 0.2m/s

吉田 竜太 T54 男子 マラソン（T54） 13 決勝 13 1:37:15 8 入賞
若生 裕太 F12 男子 やり投（F13） 8 決勝 8 58.49 7 入賞 今季自己最高記録

和田 伸也 T11 男子
5000m（T11） 9 決勝 9 15:16.41 4 入賞
マラソン（T12） 12 決勝 12 2:29:59 9 パラリンピック記録

澤田 優蘭
辻 沙絵

松本 武尊
生馬 知季

T12 
T47 
T36 
T54

混合
400m

ユニバーサル
リレー

5
予選 2 3 47.09 決勝進出 今季自己最高記録

決勝 4 48.16 4 入賞
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氏名 クラス 性別 種目 総出場
者数 ラウンド 組数 対戦相手 トータル

スコア 内訳スコア 勝敗 最終
順位 成績 入賞・

メダル

里見 紗李奈
山崎 悠麻

WH1 
WH2 女子 ダブルス

（WH1-2） 6

1次リーグ 2

クォン ヒョンア 
チョン ギョウル 韓国 2-0 21-9 21-12 勝ち

尹 夢璐
劉 禹彤 中国 0-2 14-21 14-21 負け 決勝トーナメント

進出

準決勝 スジラット ポーカン
アムノウイ ウェッウィタン タイ 2-0 21-16 21-13 勝ち

決勝 尹 夢璐
劉 禹彤 中国 0-2 17-21 19-21 負け 2 銀メダル

梶原 大暉
村山 浩

WH2 
WH1 男子 ダブルス

（WH1-2） 8

1次リーグ 2

ムハンマドイクワン ラムリ
ヌールアズワン ビンヌールラン マレーシア 2-1 17-21 21-13 21-16 勝ち

屈 子墨
麦 建朋 中国 0-2 15-21 15-21 負け

トーマス ワンドシュナイダー
リックコルネル ヘルマン ドイツ 2-0 21-15 21-5 勝ち 決勝トーナメント

進出

準決勝 屈 子墨
麦 建朋 中国 0-2 15-21 14-21 負け

3位決定戦 松本 卓巳
長島 理 日本 2-1 19-21 21-12 21-15 勝ち 3 銅メダル

松本 卓巳
長島 理

WH2 
WH1 男子 ダブルス

（WH1-2） 8

1次リーグ 2

ダビド トゥペ
トマ ヤコブス フランス 2-1 15-21 21-18 22-20 勝ち

ユ スヨン
チョン ジェグン 韓国 0-2 16-21 13-21 負け

チェ ジョンマン
キム ジョンジュン 韓国 2-0 21-13 21-19 勝ち 決勝トーナメント

進出

準決勝 ユ スヨン
チョン ジェグン 韓国 0-2 12-21 12-21 負け

3位決定戦 梶原 大暉
村山 浩 日本 1-2 21-19 12-21 15-21 負け 4 入賞

［ブラインドフットボール］
●A組 ●B組

最終順位

予選

ブラジル フランス 中国 トルコ
ブラジル ３－０ ０－０ ３－０
フランス ０－３ １－０ ２－０
中国 ０－０ ０－１ ２－０
トルコ ０－３ ０－２ ０－２

コロンビア アルゼンチン モロッコ 日本
コロンビア ０－０ １－０ １－０
アルゼンチン ０－０ ０－０ １－０
モロッコ ０－１ ０－０ １－０
日本 ０－１ ０－１ ０－１

順位 国・地域
1 フランス
2 アルゼンチン
3 ブラジル
4 コロンビア
5 中国
6 モロッコ
7 トルコ
8 日本

決勝トーナメント

コロンビア

フランス

ブラジル

アルゼンチン

フランス

0

1（3）

0（3）

1

1（2）

0（4）

3位決定戦

コロンビア

ブラジル

ブラジル

0

1

5、6位決定戦

中国

モロッコ

中国

1

0

7、8位決定戦

トルコ

日本

トルコ

2

0
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［ボッチャ］

［カヌー］

氏名 クラス 性別 種目 総出場
者数 ラウンド 組数 対戦相手 トータル

スコア 内訳スコア 勝敗 最終
順位 成績 入賞・

メダル

有田 正行 BC3 男子 個人戦
（BC3） 16 グループ予選 4

マテウス カルバリョ ブラジル 5-4 0-1 3-0 0-3 2-0 勝ち
グリゴリオス ポリクロニディス ギリシャ 0-9 0-2 0-3 0-3 0-1 負け

ジュール メナール フランス 2-4 1-0 0-3 1-0 0-1 負け 12 予選敗退

一戸 彩音 BC3 女子 個人戦
（BC3） 16

グループ予選 4
ニウルカ カジュペ ペルー 5-1 1-0 1-0 3-0 0-1 勝ち

アンナ デンタ ギリシャ 8-0 3-0 2-0 1-0 2-0 勝ち
ステファニア フェランド アルゼンチン 3-6 0-3 3-0 0-2 0-1 負け 決勝トーナメント進出

準々決勝 カン ソンヒ 韓国 2-3 1-0 1-0 0-1 0-2 負け 7 入賞

内田 峻介 BC4 男子 個人戦
（BC4） 16 グループ予選 4

鄭 遠森 中国 1-10 0-4 1-0 0-4 0-2 負け
アンドレ コスタ ブラジル 8-2 1-1 3-0 0-1 4-0 勝ち

梁 育栄 香港 2-8 0-2 0-2 0-4 2-0 負け 11 予選敗退

遠藤 裕美 BC1 女子 個人戦
（BC1） 12

グループ予選 4
キンガ コザ ポーランド 5-4 0-2 1-0 0-2 4-0 勝ち

ユシャエ アンドレード バミューダ 5-1 3-0 1-0 0-1 1-0 勝ち 決勝トーナメント進出
準々決勝 ドラ バシッチ クロアチア 7-0 1-0 3-0 2-0 1-0 勝ち
準決勝 イーティンジェラリン タン シンガポール 1-5 0-1 0-2 0-2 1-0 負け

3位決定戦 ユシャエ アンドレード バミューダ 7-0 1-0 3-0 2-0 1-0 勝ち 3 銅メダル

杉村 英孝 BC2 男子 個人戦
（BC2） 24

グループ予選 6

藍 智堅 中国 5-0 1-0 1-0 2-0 1-0 勝ち
チェーフーン リー マレーシア 6-5 0-3 0-2 4-0 2-0 勝ち

ムハンマドビンタン 
ヘルランガ インドネシア 2-3 1-0 1-0 0-1 0-2 負け 決勝トーナメント進出

決定戦進出
決勝トーナメント

進出決定戦 厳 治強 中国 5-2 1-0 3-0 0-2 1-0 勝ち

準々決勝 ウォラウット センガムパ タイ 3-5 2-0 1-0 0-1 0-4 負け 8 入賞

廣瀬 隆喜 BC2 男子 個人戦
（BC2） 24 グループ予選 6

ダニク アラール カナダ 6-2 0-2 3-0 1-0 2-0 勝ち
厳 治強 中国 0-17 0-2 0-6 0-4 0-5 負け

フェリクスアルディ ユドハ インドネシア 2-5 1-0 0-2 1-0 0-3 負け 18 予選敗退

藤井 友里子 BC1 女子 個人戦
（BC1） 12

グループ予選 4
アイレン フロレス アルゼンチン 4-2 1-0 0-2 1-0 2-0 勝ち

アンドレザ オリベイラ ブラジル 6-1 2-0 1-0 3-0 0-1 勝ち 決勝トーナメント進出
準々決勝 オレリ オベール フランス 3-4 2-0 0-2 0-2 1-0 負け 5 入賞

遠藤 裕美 
廣瀬 隆喜 
杉村 英孝

BC1 
BC2 
BC2

混合 チーム
（BC1-2） 12

グループ予選 4

アシュラフ タヤヒ ア
イエド ベンユーブ マ

ハ アウーナラハ
チュニジア 11-1 2-0 0-1 2-0 1-0 勝ち

チョン ソンジュン
ソ ミンギュ

チョン ソヨン
韓国 5-3 2-0 1-0 0-1 0-2 勝ち 決勝トーナメント

進出

準々決勝
アンドレザ オリベイラ

イウリ シウバ
マシエル サントス

ブラジル 4-4 1-0 0-1 0-1 0-1 勝ち

準決勝
ムハマド シャファ

フェリクスアルディ ユドハ
ギスチャ ザヤナ

インドネシア 0-9 0-1 0-1 0-2 0-1 負け

3位決定戦
チョン ソンジュン

ソ ミンギュ
チョン ソヨン

韓国 8-3 1-0 3-0 0-3 1-0 勝ち 3 銅メダル

一戸 彩音 
有田 正行

BC3 
BC3 混合 ペア

（BC3） 12 グループ予選 4

ジュール メナール
ソニア エケル フランス 3-3 2-0 1-0 0-1 0-2 負け

ジェーミソン リーソン
ダニエル マイケル オーストラリア 2-5 0-3 2-0 0-1 0-1 負け 9 予選敗退

氏名 クラス 性別 種目 総出場
者数 ラウンド 組数 出場

者数 記録 順位 最終
順位 成績 入賞・

メダル
小松 沙季 VL2 女子 バーシングル200m（VL2） 12 予選 2 6 DNS DNS

瀬立 モニカ KL1 女子 カヤックシングル200m（KL1） 11
予選 2 6 58.38 3 準決勝進出

準決勝 4 57.98 2 決勝進出
決勝 8 58.73 6 6 入賞

髙木 裕太 KL1 男子 カヤックシングル200m（KL1） 11
予選 2 6 1:03.09 5 準決勝進出

準決勝 4 1:01.42 4 10 敗退

宮嶋 志帆

VL3 女子 バーシングル200m（VL3） 12
予選 2 6 1:17.81 6 準決勝進出

準決勝 5 1:17.81 5 順位決定戦B進出
順位決定戦B 4 1:20.22 4 12

KL2 女子 カヤックシングル200m（KL2） 12
予選 2 6 1:03.60 6 準決勝進出

準決勝 5 1:02.52 4 順位決定戦B進出
順位決定戦B 4 1:02.43 2 10
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［自転車競技］

［馬術］

氏名 クラス 性別 競技 種目 総出場
者数 ラウンド 記録 最終

順位 成績 入賞・
メダル 係数（%）

川本 翔大 C2 男子
トラック

3000m個人追い抜き（C2) 9
予選 3:29.875 3位決定戦進出

3位決定戦 3:33.488 4 入賞

1000mタイムトライアル（C1-3） 17
予選 1:07.375 決勝進出 94.500 
決勝 1:07.659 6 入賞 94.500 

ロード
個人ロードタイムトライアル（C2） 11 21:50.29 8 入賞

個人ロードレース（C1-3） 32 1:58:07 20

木村 和平 B 男子 トラック
タンデム4000m個人追い抜き（B） 16 予選 4:28.676 10 予選敗退

タンデム1000mタイムトライアル（B） 11
予選 1:02.022 決勝進出
決勝 1:02.567 6 入賞

杉浦 佳子 C3 女子
トラック

3000m個人追い抜き（C1-3） 10 予選 3:53.549 5 予選敗退 入賞
500mタイムトライアル（C1-3） 11 予選 39.449 7 予選敗退 入賞 100.000 

ロード
個人ロードタイムトライアル（C1-3） 16 22:38.53 6 入賞 100.000 

個人ロードレース（C1-3） 15 1:38:48 1 金メダル

藤田 征樹 C3 男子 ロード
個人ロードタイムトライアル（C3） 11 40:14.50 7 入賞

個人ロードレース（C1-3） 32 1:56:13 15

氏名 クラス 性別 種目 総出場
者数

得点率
E

得点率
H

得点率
C

得点率
M

得点率
B

最終得
点率 順位 最終

順位 成績 入賞・
メダル レコード

稲葉 将 GII 混合
個人規定（GII） 9 60.000 61.897 62.069 66.379 58.448 61.759 8 自由演技進出

個人自由演技（GII） 8 68.134 66.167 65.534 68.300 63.134 66.254 8 8 入賞
吉越 奏詞 GII 混合 個人規定（GII） 9 62.586 62.586 60.345 61.724 61.379 61.724 9

［ゴールボール男子］
●A組 ●B組
予選

ブラジル アメリカ イラン フランス
ブラジル 13－8 7－7 8－5
アメリカ 8－13 14－7 5－4
イラン 7－7 7－14 12－8
フランス 5－8 4－5 8－12

中国 ウクライナ 日本 エジプト
中国 6－1 7－6 7－4

ウクライナ 1－6 9－8 6－3
日本 6－7 8－9 11－1
エジプト 4－7 3－6 1－11

最終順位
順位 国・地域

1 日本
2 ウクライナ
3 ブラジル
4 中国
5 イラン
6 アメリカ
7 フランス
8 エジプト

決勝トーナメント

ブラジル

中国

エジプト

フランス

ウクライナ

アメリカ

イラン

日本

日本

10

12

4

3

5

6

4

0

2

6

13

4

3

6

3位決定戦
ブラジル

中国

ブラジル

5

3

5、6位決定戦
アメリカ

イラン

イラン

3

4

7、8位決定戦
フランス

エジプト

フランス

6

4
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［柔道］
氏名 クラス 性別 種目 総出場

者数 ラウンド 対戦相手 勝敗 最終
順位 入賞・メダル

小川 和紗 J2 女子 70キロ級（J2） 6
準々決勝 アヤラ メレケ カザフスタン 勝ち
準決勝 アラナ マルチンスマウドナド ブラジル 負け

3位決定戦 ケリー ビクトリオ ブラジル 勝ち 3 銅メダル
加藤 裕司 J1 男子 73キロ級（J1） 13 1回戦 アルマンド ロドリク フランス 負け 9

瀬戸 勇次郎 J2 男子 73キロ級（J2） 11
準々決勝 張 少豪 台湾 勝ち
準決勝 オスバルダス バレイキス リトアニア 勝ち
決勝 ギオルギ カルダニ ジョージア 勝ち 1 金メダル

土屋 美奈子 J1 女子 70キロ級（J1） 9 1回戦 ナディア ボヒアノアレグレ アルゼンチン 負け 9

半谷 静香 J1 女子 48キロ級（J1） 8
準々決勝 ロシオ レデスマドゥレ アルゼンチン 勝ち
準決勝 エジェム タシュンジャブダル トルコ 勝ち
決勝 ナタリア ニコライチク ウクライナ 負け 2 銀メダル

廣瀬 順子 J2 女子 57キロ級（J2） 9
準々決勝 ラウラカンデラ ゴンサレス アルゼンチン 勝ち
準決勝 ダヤナ フェドソワ カザフスタン 勝ち
決勝 クムシホン ホジャエワ ウズベキスタン 勝ち 1 金メダル

［ゴールボール女子］
●C組 ●D組
予選

中国 トルコ イスラエル ブラジル
中国 7－5 6－1 3－1
トルコ 5－7 5－4 3－3
イスラエル 1－6 4－5 8－4
ブラジル 1－3 3－3 4－8

日本 カナダ 韓国 フランス
日本 2－1 3－1 6－0
カナダ 1－2 0－0 10－0
韓国 1－3 0－0 6－1
フランス 0－6 0－10 1－6

最終順位
順位 国・地域

1 トルコ
2 イスラエル
3 中国
4 ブラジル
5 カナダ
6 日本
7 韓国
8 フランス

決勝トーナメント

中国

日本

フランス

ブラジル

カナダ

トルコ

イスラエル

韓国

トルコ

12

0

1

3

1

1

6

2

2

2

3

8

5

3

3位決定戦
中国

ブラジル

中国

6

0

5、6位決定戦
日本

カナダ

カナダ

0

1

7、8位決定戦
韓国

フランス

韓国

4

3

［パワーリフティング］
氏名 性別 種目 総出場者数 記録 最終順位 入賞・メダル

佐藤 和人 男子 107キロ級 9 175 8 入賞

［ローイング］
氏名 クラス 性別 種目 総出場者数 ラウンド 組数 出場者数 記録 順位 最終順位 成績 入賞・メダル

森 卓也 PR1 男子
シングルスカル

（PR1）
11

予選 2 6 10:19.75 5 敗者復活戦へ
敗者復活戦 2 4 10:23.78 4 決勝Ｂへ

決勝B 4 10:37.74 3 8 入賞
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［射撃］

［水泳］

氏名 クラス 性別 種目 総出場
者数

ラウ
ンド

出場
者数

得点
①

得点
②

得点
③

得点
④

得点
⑤

得点
⑥ 記録 順位 最終

順位 成績 入賞・
メダル

岡田 和也 SH1 混合
エアライフル伏射（SH1） 35 予選 35 106.5 105.1 104.3 103.9 104.4 105.2 629.4 23 23 予選敗退

ライフル伏射（SH1） 36 予選 36 101.4 102.9 101.9 103.3 102.1 101.7 613.3 28 28 予選敗退
瀬賀 亜希子 SH2 混合 エアライフル伏射（SH2） 37 予選 37 105.8 106.1 105.2 105.9 105.6 105.1 633.7 17 17 予選敗退

水田 光夏 SH2 混合 エアライフル伏射（SH2） 37
予選 37 106.0 106.1 105.8 105.3 107.2 106.1 636.5 6 決勝進出
決勝 8 232.1 3 3 銅メダル

氏名 クラス 性別 種目 総出場
者数

ラウ
ンド 組数 出場

者数 記録 最終
順位 成績 入賞・

メダル レコード

石浦 智美
S11 女子 100m自由形（S11） 13

予選 2 7 1:09.83 決勝進出
決勝 8 1:10.85 8 入賞

S11 女子 50m自由形（S11） 16 予選 2 8 31.22 リザーブ
S11 女子 100m背泳ぎ（S11） 12 予選 2 6 1:21.93 リザーブ

宇津木 美都
SB8 女子 100m平泳ぎ（SB8） 15

予選 2 8 1:28.15 決勝進出
決勝 8 1:26.42 5 入賞

S9 女子 100m背泳ぎ（S9） 14 予選 2 7 1:20.08 予選敗退

荻原 虎太郎

S8 男子 100m背泳ぎ（S8） 12
予選 2 6 1:08.70 決勝進出
決勝 8 1:08.94 8 入賞

SM8 男子 200m個人メドレー（SM8） 13
予選 2 6 2:29.62 決勝進出
決勝 8 2:29.64 7 入賞

S8 男子 100m自由形（S8） 16 予選 2 8 1:01.81 予選敗退

小野 智華子
S11 女子 50m自由形（S11） 16 予選 2 8 35.35 予選敗退
S11 女子 100m背泳ぎ（S11） 12 予選 2 6 1:25.17 予選敗退

SM11 女子 200m個人メドレー（SM11） 10 予選 2 5 3:15.30 リザーブ

川渕 大耀
S9 男子 400m自由形（S9）

10 予選 2 5 4:26.51 決勝進出
10 決勝 8 4:23.15 7 入賞

SM9 男子 200m個人メドレー（SM9） 15 予選 2 7 2:28.07 予選敗退

木下 愛萊

S14 女子 100mバタフライ（S14） 16
予選 2 8 1:06.67 決勝進出
決勝 8 1:06.70 5 入賞

S14 女子 200m自由形（S14） 13
予選 2 7 2:12.89 決勝進出
決勝 8 2:12.84 6 入賞

SM14 女子 200m個人メドレー（SM14） 14
予選 2 7 2:28.05 決勝進出
決勝 8 2:25.96 3 銅メダル

S14 女子 100m背泳ぎ（S14） 15
予選 2 8 1:11.09 決勝進出
決勝 8 1:09.73 6 入賞

木村 敬一
S11 男子 50m自由形（S11）

13 予選 2 7 26.74 決勝進出
13 決勝 8 25.98 1 金メダル 日本記録

S11 男子 100mバタフライ（S11）
10 予選 2 5 1:01.48 決勝進出
10 決勝 8 1:00.90 1 金メダル パラリンピック記録 アジア記録 日本記録

窪田 幸太 S8 男子 100m背泳ぎ（S8）
12 予選 2 6 1:07.56 決勝進出
12 決勝 8 1:07.03 2 銀メダル

齋藤 元希

S13 男子 100mバタフライ（S13） 12 予選 2 6 1:01.39 リザーブ
S13 男子 100m背泳ぎ（S13） 14 予選 2 7 1:03.67 リザーブ
S13 男子 400m自由形（S13） 13 予選 2 7 4:30.59 リザーブ

SM13 男子 200m個人メドレー（SM13） 14
予選 2 7 2:16.62 決勝進出 日本記録
決勝 8 2:17.51 8 入賞

SB13 男子 100m平泳ぎ（SB13） 16 予選 2 8 1:11.73 予選敗退 日本記録

鈴木 孝幸

SB3 男子 50m平泳ぎ（SB3） 7 決勝 7 48.04 1 金メダル 日本記録

S4 男子 100m自由形（S4） 12
予選 2 6 1:22.80 決勝進出
決勝 8 1:21.71 2 銀メダル

S4 男子 200m自由形（S4） 13
予選 2 7 3:05.23 決勝進出
決勝 8 2:55.17 3 銅メダル

S4 男子 50m自由形（S4） 12
予選 2 6 37.49 決勝進出
決勝 8 36.85 2 銀メダル アジア記録 日本記録

芹澤 美希香
SB14 女子 100m平泳ぎ（SB14） 13

予選 2 7 1:19.78 決勝進出
決勝 8 1:19.38 6 入賞

S14 女子 100m背泳ぎ（S14） 15 予選 2 7 1:16.41 予選敗退

田中 映伍

S5 男子 100m自由形（S5） 12
予選 2 6 1:20.13 決勝進出
決勝 8 1:19.65 8 入賞

S5 男子 50m背泳ぎ（S5） 12
予選 2 6 36.85 決勝進出
決勝 8 36.24 6 入賞 日本記録

S5 男子 50mバタフライ（S5） 12
予選 2 6 34.50 決勝進出
決勝 8 33.25 5 入賞 日本記録

辻内 彩野

S12 女子 100m背泳ぎ（S12） 10
予選 2 5 1:13.88 決勝進出 日本記録
決勝 8 1:13.64 5 入賞 日本記録

S12 女子 50m自由形（S13） 18 予選 3 6 28.20 リザーブ

S12 女子 100m自由形（S12） 12
予選 2 6 1:01.05 決勝進出 日本記録
決勝 8 1:01.05 3 銅メダル 日本タイ記録
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氏名 クラス 性別 種目 総出場
者数

ラウ
ンド 組数 出場

者数 記録 最終
順位 成績 入賞・

メダル レコード

富田 宇宙
S11 男子 400m自由形（S11） 8 決勝 8 4:32.33 3 銅メダル

S11 男子 100mバタフライ（S11） 10
予選 2 5 1:04.47 決勝進出
決勝 8 1:03.89 3 銅メダル

西田 杏 S7 女子 50mバタフライ（S7） 16 予選 2 8 38.05 リザーブ

日向 楓

S5 男子 100m自由形（S5） 12 予選 2 6 1:22.40 リザーブ

S5 男子 50m背泳ぎ（S5） 12
予選 2 6 37.95 決勝進出
決勝 8 38.23 7 入賞

S5 男子 50m自由形（S5） 13 予選 2 7 35.47 リザーブ

S5 男子 50mバタフライ（S5） 12
予選 2 6 35.48 決勝進出
決勝 8 37.09 8 入賞

福井 香澄
S14 女子 100mバタフライ（S14） 16 予選 2 8 1:14.29 予選敗退
S14 女子 100m背泳ぎ（S14） 15 予選 2 8 1:16.37 予選敗退

福田 果音 SB8 女子 100m平泳ぎ（SB8） 15
予選 2 8 1:26.17 決勝進出
決勝 8 1:26.88 7 入賞

南井 瑛翔

S10 男子 50m自由形（S10） 12 予選 2 6 25.82 予選敗退

S10 男子 100mバタフライ（S10） 13
予選 2 6 59.66 決勝進出
決勝 8 59.84 6 入賞

S10 男子 100m背泳ぎ（S10） 11
予選 2 6 1:04.12 決勝進出 アジア記録 日本記録
決勝 8 1:04.93 8 入賞

SM10 男子 200m個人メドレー（SM10） 16 予選 2 8 2:20.30 リザーブ
村上 舜也 S14 男子 100mバタフライ（S14） 13 予選 2 6 1:00.15 予選敗退

山口 尚秀

S14 男子 100mバタフライ（S14） 13
予選 2 7 57.74 決勝進出
決勝 8 57.85 5 入賞

SB14 男子 100m平泳ぎ（SB14） 9
予選 2 5 1:05.16 決勝進出
決勝 8 1:04.94 3 銅メダル

SM14 男子 200m個人メドレー（SM14） 11
予選 2 6 2:15.09 決勝進出
決勝 8 2:14.98 8 入賞

S14 男子 100m背泳ぎ（S14） 17 予選 3 6 1:02.85 予選敗退

由井 真緒里

S5 女子 200m自由形（S5） 20 予選 3 6 3:11.12 リザーブ

SB5 女子 100m平泳ぎ（SB5） 9
予選 2 4 2:00.29 決勝進出
決勝 8 1:59.79 8 入賞

SM5 女子 200m個人メドレー（SM5） 20
予選 3 7 3:46.71 決勝進出
決勝 8 3:48.88 6 入賞

山口 尚秀
木下 愛萊
福井 香澄
村上 舜也

S14 
S14 
S14 
S14

混合 400mフリーリレー（S14） 5 決勝 5 3:55.27 5 入賞

窪田 幸太
宇津木 美都
川渕 大耀
福田 果音

S8
SB8
S9
S9

混合
400mメドレーリレー

（34pts）
11 予選 2 5 4:52.39 リザーブ

富田 宇宙
斎藤 元希
石浦 智美
 辻内 彩野

S11 
S13 
S11 
S12

混合 400mリレー（49pts） 7 決勝 7 4:07.52 6 入賞
アジア記録
日本記録

日向 楓
鈴木 孝幸
西田 杏

由井 真緒里

S5
SB3 
S7
S5

混合
200mメドレーリレー

（20pts）
11

予選 2 6 2:47.89 決勝進出

田中 映伍
鈴木 孝幸
西田 杏

由井 真緒里

S5
SB3
S7
S5

決勝 8 2:45.95 7 入賞 日本記録

［卓球］
氏名 クラス 性別 種目 総出場

者数 ラウンド 対戦相手 トータル
スコア 内訳スコア 勝敗 最終

順位
入賞・
メダル

岩渕 幸洋 9 男子 シングルス（9） 14 1回戦 アンデル セパス スペイン 1-3 9-11 11-9 7-11 9-11 負け 9
齊藤 元希 4 男子 シングルス（4） 16 1回戦 マキシム トマ フランス 0-3 7-11 8-11 5-11 負け 9

七野 一輝 4 男子 シングルス（4） 16
1回戦 エメリ マルタン フランス 3-0 12-10 11-8 11-6 勝ち
準々決勝 ワンチャイ チャイウット タイ 1-3 10-12 11-6 7-11 8-11 負け 5 入賞

竹守 彪 11 男子 シングルス（11） 10 準々決勝 サミュエル フォンアイネム オーストラリア 0-3 8-11 10-1210-12 負け 5 入賞

友野 有理 8 女子 シングルス（8） 11
1回戦 リュシ オティエール フランス 3-0 11-4 11-4 11-0 勝ち
準々決勝 アイダ フシクダレン ノルウェー 2-3 11-8 8-11 11-8 9-11 9-11 負け 5 入賞

舟山 真弘 10 男子 シングルス（10） 14
1回戦 ルカ バキッチ モンテネグロ 3-0 11-7 11-9 11-5 勝ち
準々決勝 マテオ ボエア フランス 2-3 11-13 11-8 16-14 6-11 5-11 負け 5 入賞

古川 佳奈美 11 女子 シングルス（11） 10
準々決勝 ナタリア コスミナ ウクライナ 3-1 11-5 10-12 11-4 11-9 勝ち
準決勝 エレーナ プロコフェワ NPA 2-3 11-5 9-11 12-10 7-11 6-11 負け 3 銅メダル
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氏名 クラス 性別 種目 総出場
者数 ラウンド 対戦相手 トータル

スコア 内訳スコア 勝敗 最終
順位

入賞・
メダル

八木 克勝 7 男子 シングルス（7） 16
1回戦 ケバン ドゥルベケ フランス 3-0 11-6 11-4 11-2 勝ち
準々決勝 チャネルムポン プンボー タイ 0-3 9-11 8-11 4-11 負け 5 入賞

和田 なつき 11 女子 シングルス（11） 10
準々決勝 エベリン サントス ブラジル 3-0 12-10 11-8 11-6 勝ち
準決勝 エブル アジェル トルコ 3-2 9-11 11-7 6-11 11-9 11-7 勝ち
決勝 エレーナ プロコフェワ NPA 3-1 8-11 11-8 11-4 11-4 勝ち 1 金メダル

齊藤 元希 
七野 一輝

4
4

男子 ダブルス（8） 16
1回戦

クリストファー アディス
ジェシー チェン

オーストラリア 3-0 11-8 11-5 11-4 勝ち

準々決勝
ワンチャイ チャイウット
ユッタジャク グリンバンチェウン

タイ 0-3 4-11 6-11 7-11 負け 5 入賞

舟山 真弘 
八木 克勝

10
7

男子 ダブルス（18） 17 2回戦
パトリック ホイノフスキ
ピオトル グルジェニ

ポーランド 1-3 14-12 7-11 9-11 0-11 負け 9

岩渕 幸洋 
友野 有理

9
8

混合 ダブルス（17） 23
1回戦

ボビ シムヨン
カメリア チリパン

ルーマニア 3-0 11-4 11-8 11-5 勝ち

2回戦
ルイスフェリペ グアルニエリ

ダニエル ラウエン
ブラジル 1-3 9-11 11-7 7-11 6-11 負け 9

［テコンドー］

［トライアスロン］

［車いすバスケットボール女子］

氏名 クラス 性別 種目 総出場
者数 ラウンド 対戦相手 トータル

スコア 勝敗 最終
順位

入賞・
メダル

工藤 俊介 K44 男子
70キロ級
（K44）

12
準々決勝 フアンエドゥアルド サモラノ アルゼンチン 2-2（延長ラウンド2-0） 勝ち
準決勝 ファティ ジェリキ トルコ 10-15 負け

3位決定戦 フアンディエゴ ガルシアロペス メキシコ 3-5 負け 5 入賞

田中 光哉 K44 男子
58キロ級
（K44）

12
1回戦 バラトシン マハタ ネパール 19-3 勝ち

準々決勝 サビル ゼイナロフ アゼルバイジャン 5-6 負け
敗者復活戦 ホエル マルティンビリャロボス スペイン 7-8 負け 7 入賞

氏名 クラス 性別 種目 総出場者数 記録 最終順位 入賞・メダル
宇田 秀生 PTS4 男子 PTS4 13 1:07:02 12
木村 潤平 PTWC1 男子 PTWC 10 1:07:54 8 入賞
秦 由加子 PTS2 女子 PTS2 10 1:34:03 9
米岡 聡 PTVI1 男子 PTVI 12 1:05:54 11

●A組 ●B組
予選

中国 カナダ イギリス スペイン
中国 70－65 62－47 64－38
カナダ 65－70 63－54 81－49
イギリス 47－62 54－63 69－34
スペイン 38－64 49－81 34－69

オランダ アメリカ ドイツ 日本
オランダ 69－56 68－48 87－34
アメリカ 56－69 73－44 62－52
ドイツ 48－68 44－73 67－55
日本 34－87 52－62 55－67

決勝トーナメント

中国

カナダ

日本

ドイツ

アメリカ

オランダ

イギリス

スペイン

オランダ

62

71

47

49

61

59

61

50

53

50

72

63

52

43

3位決定戦
中国

カナダ

中国

65

43

5-8位決定戦予備戦

5、6位決定戦イギリス

ドイツ

日本

スペイン

イギリス

67

48

39

51

55

45
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［車いすフェンシング］
氏名 クラス 性別 種目 総出場

者数 ラウンド 対戦相手 トータル
スコア 内訳スコア 勝敗 最終順位

入賞・
メダル

加納 慎太郎 A 男子

サーブル個人（A） 15
1回戦 マテオ デイロッシ イタリア 14-15 8-2 6-13 負け

敗者復活2回戦 リハルド オシュバト ハンガリー 15-11 8-5 7-6 勝ち
敗者復活3回戦 エドアルド ジョルダン イタリア 4-15 4-8 0-7 負け 8 入賞

フルーレ個人（A） 19
2回戦 ハカン アカヤ トルコ 12-15 8-6 4-9 負け

敗者復活1回戦 ケビン ダマセノ ブラジル 15-10 8-4 7-6 勝ち
敗者復活2回戦 ダミアン トカトリアン フランス 11-15 4-8 7-7 負け 10

エペ個人（A） 19 1回戦 安 直樹 日本 13-15 13-15 負け 19

櫻井 杏理 B 女子

フルーレ個人（B） 14

1回戦 ボグラルカ メゼー ハンガリー DNS 勝ち
準々決勝 イルマ ヘツリアニ ジョージア 15-12 8-4 7-8 勝ち
準決勝 サイスネー ジャナ タイ 14-15 7-8 7-7 負け

敗者復活4回戦 チョ ウンヘ 韓国 14-15 6-8 8-7 負け 5 入賞

エペ個人（B） 15

1回戦 鍾 婉萍 香港 15-3 15-3 勝ち
準々決勝 湯 雅婷 香港 12-15 11-9 1-6 負け

敗者復活2回戦 セシル ドモド フランス 15-13 15-13 勝ち
敗者復活3回戦 オレナ フェドタイサイエワ ウクライナ 7-15 3-2 3-8 1-5 負け 8 入賞

藤田 道宣 C 男子
フルーレ個人（B） 14

1回戦 馮 彦可 中国 8-15 4-8 4-7 負け
敗者復活1回戦 アドリアン ツァストロ ポーランド 15-5 8-2 7-3 勝ち
敗者復活2回戦 ウィシット キンマナウ タイ 9-15 2-8 7-7 負け 11

エペ個人（B） 17
2回戦 ウィシット キンマナウ タイ 5-15 5-15 負け

敗者復活1回戦 オレク ナウメンコ ウクライナ 4-15 3-6 1-9 負け 15

安 直樹 A 男子

フルーレ個人（A） 19 1回戦 ダリウシュ ペンデル ポーランド 10-15 8-7 2-8 負け 19

エペ個人（A） 19
1回戦 加納 慎太郎 日本 15-13 15-13 勝ち
2回戦 マテオ デイロッシ イタリア 5-15 5-15 負け

敗者復活1回戦 ミハウ ナレバエク ポーランド 6-15 0-0 2-2 4-13 負け 15

藤田 道宣
安 直樹

加納 慎太郎

C
A
A

男子 フルーレ団体 10 準々決勝

マキシム バレ
ダミアン トカトリアン
リュドビク ルモワヌ
ヨアン ペテ（控え）

フランス 32-45 負け 6 入賞

安 直樹
藤田 道宣

加納 慎太郎

A
C
A

男子 エペ団体 10 1回戦

ミケレ マッサ
エマヌエレ ランベルティニ

マテオ デイロッシ
エドアルド ジョルダン（控え）

イタリア 34-45 負け 9

7、8位決定戦
日本

スペイン

日本

72

55

最終順位
順位 国・地域

1 オランダ
2 アメリカ
3 中国
4 カナダ
5 イギリス
6 ドイツ
7 日本
8 スペイン
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［車いすラグビー］
●A組 ●B組
予選

日本 アメリカ カナダ ドイツ
日本 45－42 50－46 55－44
アメリカ 42－45 51－48 57－47
カナダ 46－50 48－51 54－47
ドイツ 44－55 47－57 47－54

イギリス オーストラリア フランス デンマーク
イギリス 58－55 50－49 55－53

オーストラリア 55－58 55－53 53－49
フランス 49－50 53－55 53－51
デンマーク 53－55 49－53 51－53

決勝トーナメント 5-8位決定戦予備戦

5、6位決定戦日本 カナダ

イギリス フランス

オーストラリア デンマーク

アメリカ ドイツ

日本 フランス

52 56

48 50

41 53

43 54

51 46

50 48

7、8位決定戦
デンマーク

ドイツ

デンマーク

56

49

最終順位
順位 国・地域

1 日本
2 アメリカ
3 オーストラリア
4 イギリス
5 フランス
6 カナダ
7 デンマーク
8 ドイツ
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［車いすテニス］
氏名 性別 種目 総出場

者数 ラウンド 対戦相手 トータル
スコア 内訳スコア 勝敗 最終

順位
入賞・
メダル

荒井 大輔 男子 シングルス 48
2回戦 アルワンデ シホサナ 南アフリカ 2-0 6-1 6-0 勝ち
3回戦 アルフィー ヒューエット イギリス 0-2 5-7 2-6 負け 9

大谷 桃子 女子 シングルス 32
1回戦 エマニュエル モルク フランス 2-0 6-0 6-0 勝ち
2回戦 郭 珞瑶 中国 0-2 4-6 6（5）-7 負け 9

小田 凱人 男子 シングルス 48

2回戦 ベン バートラム イギリス 2-0 6-2 7-6（4） 勝ち
3回戦 ダニエル ロドリゲス ブラジル 2-0 6-0 6-1 勝ち

準々決勝 トム エフベリンク オランダ 2-0 6-4 6-1 勝ち
準決勝 グスタボ フェルナンデス アルゼンチン 2-0 6-2 7-5 勝ち
決勝 アルフィー ヒューエット イギリス 2-1 6-2 4-6 7-5 勝ち 1 金メダル

上地 結衣 女子 シングルス 32

1回戦 マリシュカ ベンター 南アフリカ 2-0 6-2 6-1 勝ち
2回戦 クセニア シャストー フランス 2-0 7-6（4） 6-0 勝ち

準々決勝 朱 珍珍 中国 2-0 6-1 6-2 勝ち
準決勝 アニク ファンクート オランダ 2-1 6-0 4-6 6-4 勝ち
決勝 ディーデ デフロート オランダ 2-1 4-6 6-3 6-4 勝ち 1 金メダル

眞田 卓 男子 シングルス 48
2回戦 コナー ストラウド アメリカ 2-0 6-1 6-2 勝ち
3回戦 ステファン ウデ フランス 0-2 2-6 5-7 負け 9

髙室 冴綺 女子 シングルス 32
1回戦 マリアフロレンシア モレノ アルゼンチン 2-0 6-1 6-0 勝ち
2回戦 アンヘリカ ベルナル コロンビア 0-2 2-6 1-6 負け 9

田中 愛美 女子 シングルス 32
1回戦 サコーン カンタシット タイ 2-0 6-2 7-6（3） 勝ち
2回戦 アニク ファンクート オランダ 0-2 0-6 2-6 負け 9

三木 拓也 男子 シングルス 48
2回戦 丁 錦輝 中国 2-0 6-2 6-1 勝ち
3回戦 ゴードン リード イギリス 0-2 1-6 1-6 負け 9

大谷 桃子
髙室 冴綺

女子 ダブルス 13
1回戦

ダナ マシューソン
メイリー フェルプス

アメリカ 2-1 4-6 6-4 1-0（6）勝ち

準々決勝
ディーデ デフロート
アニク ファンクート

オランダ 0-2 4-6 1-6 負け 5 入賞

上地 結衣
田中 愛美

女子 ダブルス 13

準々決勝
インテ ボス

リジ デフリーフ
オランダ 2-0 6-3 6-0 勝ち

準決勝
郭 珞瑶
王 紫瑩

中国 2-0 6-0 6-1 勝ち

決勝
ディーデ デフロート
アニク ファンクート

オランダ 2-1 4-6 7-6（3）1-0（8）勝ち 1 金メダル

荒井 大輔
眞田 卓 

男子 ダブルス 20 2回戦
グスタボ カルネイロシウバ

ダニエル ロドリゲス
ブラジル 1-2 6-4 5-7 0（7）-1 負け 9

三木 拓也
小田 凱人

男子 ダブルス 20

2回戦
董 順江
紀 珍旭

中国 2-0 6-4 6-0 勝ち

準々決勝
ハン ソンボン
イム ホウォン

韓国 2-0 6-1 6-4 勝ち

準決勝
ダニエル カベルサスチ

マルティン デラプエンテ
スペイン 2-1 5-7 6-2 1-0（8）勝ち

決勝
アルフィー ヒューエット

ゴードン リード
イギリス 0-2 2-6 1-6 負け 2 銀メダル
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団長　田口　亜希

1.競技、成績
2大会ぶりの有観客のパラリンピック開催となりましたが、

いずれの会場も多くの観客が応援に駆け付け、選手に対しての
応援、そして勝者・敗者いずれに対しても敬意を感じる観客の
振る舞いが大変すばらしかったです競技によっては観客の声援
が収まらず、音が聞きとり難い競技もあったと聞いており、今
後の課題であると感じています。

メダル獲得数は金メダル14個、銀メダル10個、銅メダル
17個の合計41個でした。メダル獲得総数は「過去大会の記録
を上回る」と掲げていた目標には及びませんでしたが、金メダ
ル数については前回の東京2020大会の13個を超えることが
でき、また金メダルは過去最多となる8競技で獲得することが
できました。

男女混合の団体競技として、車いすラグビーが史上初の金メ
ダルを獲得、男子団体競技としてゴールボール男子が史上初の
金メダルを獲得、その他に、車いすテニスダブルス女子・シン
グルス女子、柔道女子、卓球シングルス競技が史上初金メダル
を獲得、また過去には敗れなかったライバルを制した競技やパ
ラリンピックレコードを打ち出した選手、同種目2連覇を達成
など、それぞれの壁を越えた選手も多くいたことなど、数字だ
けでは表せない達成度があったと感じております。

また、J-STAR出身の選手2名がメダルを獲得したことは大
変嬉しく思い、今後の若手選手の発掘やロサンゼルス2028大
会に向けての更なる強化も必要と感じました。

日本代表選手団のスローガン「挑め、自分史上最強。」の通り、
選手たちが自身の限界に挑み、パラアスリートの無限の可能性、
そしてパラリンピックの価値を体現してくれたと感じておりま
す。

また、パリ2024大会組織委員会のスローガン「Games Wide 
Open（広く開かれた大会）」の通り、いずれの会場も連日多く
の観客で、国に関係なく多くの暖かい声援、本当に素晴らしい
大会であったとともに、パラアスリートの魅力を通して、より
良い社会を作るための社会変革が生まれていくと実感いたしま
した。

2.選手村
選手村内は傾斜が多く、車いすユーザーには少し移動しづら

いと感じる箇所もありましたが、車いすに装着して電動に変更
できる装置、自由に乗れる自転車、また選手村内を巡回してい
るカートなどが使用でき、基本的には快適に過ごすことができ
ました。

食事についてもオリンピック期間中はメニューに対しての意
見などもネットニュースなどで見られましたたが、パラリンピ
ック期間中は野菜、お肉、お魚など多種多様なメニューが用意
され、選手たちから不満を聞くことはなかったです。フランス
ならではで言うと焼きたてのフランスパンやミシュランの三つ
星を獲得したシェフが考案したメニューの提供もあり、大会ス
ケジュールや治安問題等で外出が難しい状況でも選手たちは選
手村内でフランスを感じることができたと思います。

また、従来選手村内のダイニングでは紙皿やプラスティック
のカトラリーを使用していましたが、パリ大会では洗浄して使
用する陶器のお皿、金属のカトラリー、プラスティックのコッ
プにジュースーサーバーやウォーターサーバーなど環境への配
慮がされておりました。様々な課題があり環境への配慮を最優
先にはできませんが、可能なところから取り入れていくことが

大切だと感じております。
日本選手団棟内に、今回初めてリラックスルーム「Home in 

Paris」を設置しました。こちらは選手や監督、コーチ、スタ
ッフ皆様が少しでもくつろげるように考え、リラックスルーム
の中には団長・副団長のお勧め漫画や、数々のゲームを用意し
ました。実際に競技を超えて選手たちがリラックスしてゲーム
をしている姿を見かけました。私自身もリラックスルームで選
手、本部スタッフと一緒にゲームを楽しみながら、競技ルール
や普段の練習の様子などを聞くことができ、コミュニケーショ
ンの場としても意義のある取り組みだったと感じております。

3.謝辞
パリ2024パラリンピック競技大会日本代表選手団派遣に際

してはスポーツ庁様、ハイパフォーマンススポーツセンター
様、日本オリンピック委員会様、JPC強化本部並びにJPCハ
イパフォーマンスマネジメントメンバーの皆様、在フランス
日本大使館様、そして
格別のご支援をいただ
いております日本パラ
リンピック委員会オフ
ィシャルスポンサー各
位、関係各位、そして
日頃よりアスリートの
サポートをしていただ
いております競技団体
の皆様、本部員の皆様、
NPCアシスタントの
皆様、また日本より心
強い応援をいただきま
した皆様に心より感謝
を申し上げます。

副団長（総務担当）　井田　朋宏

1.成績
目標「総メダル数の最大化」には及ばなかったが、水泳・鈴

木孝幸選手による金メダル第一号を起爆剤として最終的には東
京大会を上回る14個の金メダルを獲得した。中でも自転車の
杉浦、バドミントンの梶原、里見の各選手は同種目2連覇を成
し遂げ、また車いすテニスの男女シングルス及び女子ダブルス
や柔道女子、知的卓球、団体競技のゴールボール男子及び車い
すラグビーは競技団体史上初の金メダル獲得となった。その他、
パラリンピック初出場選手のうち5競技・7名の選手（内1名
はJスター出身）がメダルを獲得するなど4年後のロサンゼル
ス2028大会に繋がる結果を残した。

2.本部運営
本大会に向けて、2023年4月より部署横断の会議を毎月開

催し情報共有を図るとともに、現地での本部体制並びに役割分
担について検討し円滑な本部運営ができるように準備を進めて
きた。その結果、各部門の担当者が自身の役割について理解し、
相互に連携・協働しながら選手・スタッフのサポートに注力い
ただいた。また、現地で直面する様々な課題に対してもJPC
として長年蓄積してきた知見を活かし、柔軟かつ迅速に対応を
行うことができた。詳細は各担当者からの報告を参照いただき
たい。本部スタッフ（総務）の勤務については、組織委員会か
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ら発行されるアクレディテーションカードやゲストパスの枚数
に制限があることから、準備・運営に必要な人員を派遣し順に
休暇を取得できる体制を取ることができなかった。特に開会式
が始まるまでの期間は、組織委員会からの情報収集や交渉・調
整、各チームの入村受け入れに伴う準備があり、組織委員会や
競技団体との恒常的な信頼関係や知見がなければ適切に対応で
きないケースも多く、十分な休息を取ることができる状況にな
いというのが実情であった。しかし競技が始まった8月30日
以降はスタッフ間で話し合い勤務体制を工夫し、十分とはいえ
ないまでも休息や競技観戦ができる時間を確保することができ
た。

3.リスク管理
今回はじめて法律事務所と業務契約し、選手団として対処す

べき事柄について相談できる体制を作ることにより、組織とし
て適切な対応をすることができた。また、在フランス日本大使
館の警備対策官に日本チームのセキュリティ担当になっていた
だき様々な助言をいただいた。残念ながら日本代表選手団宿泊
棟において窃盗未遂事件が発生したため、組織委員会への報
告・相談、地元警察による現場検証への立ち合いや事情聴取な
どかつてない対応を求められたが、弁護士や対策官の助言を踏
まえ適切に対処することができた。各競技団体には貴重品や公
式ユニフォームを面倒でもスーツケースやサイドボードに入れ
鍵をかける等の予防策を講じるよう改めて注意喚起を行なっ
た。その他、SNSへの投稿については、パラリンピック・ム
ーブメント推進の観点から推奨する一方で、いわれのない誹謗
中傷を受けないよう派遣前の連絡会議等で周知した。その他、
パラリンピック期間中は、街中でのスリや暴行、テロ等に遭遇
するリスクが高い旨の情報提供があったことを鑑み、競技を終
えた後であっても繁華街への外出を禁止する等のリスク回避に
努めた（警備体制が整っていた選手村周辺や、選手村と施設間
がいわゆる「バブル」な状態にある場所への外出については許
可した）。

4.謝辞
日本代表選手団の派遣に際し様々なご支援をいただいたスポ

ーツ庁様、ハイパフォーマンススポーツセンター様、日本オリ
ンピック委員会様、JPC強化本部並びにJPCハイパフォーマ
ンスマネジメントメンバーの皆様、現地での安心・安全な滞在・
対応のためにご尽力いただいた在フランス日本大使館様並びに
TMI総合法律事務所様、そして何より選手が最高のパフォーマ
ンスを発揮できるよう村内外で献身的なサポートをしていただ
いた競技団体の皆さん、本部員の皆さん、NPCアシスタント
の皆さんにお礼申し上げます。ありがとうございました。

副団長（強化担当）　中澤　吉裕

1.事前準備
パリ2024パラリンピック競技大会（パリ2024大会）出場

競技団体合宿へ激励に回ったことで団体の選手、スタッフとの
顔合わせができた。また日々競技団体支援を行っている立場

（JPCハイパフォーマンスマネジャー）であるために22年4月
から各競技の強化戦略プランを中心に必要に応じた支援もして
いた。更に選手、スタッフがパリの選手村内でも自分の家（部
屋）でリラックスできるようなコンセプトで「Home in Paris」
と名称をつけたリラクゼーションルーム設置準備し現地で最
高のパフォーマンス発揮ができるように環境を整えた。また
JOC、日本スポーツ振興センターと連携を準備に至った。

2.成績
東京大会を上回る金メダル数14個で内訳は、過去最多とな

る8競技での金メダル獲得（バドミントン、自転車競技、ゴー
ルボール、柔道、水泳、卓球、車いすラグビー、車いすテニス）。
男子と混合の日本史上初の団体競技金メダル（男子：ゴールボ
ール、混合：車いすラグビー）。パラリンピック連覇3名（バ
ドミントン：梶原、里見、自転車競技：杉浦）。マルチメダリ
スト5競技・9名（金2個：水泳 木村、車いすテニス 上地、金
1含む計4個の水泳 鈴木、他）。競技団体史上初の金メダル獲
得知的卓球（和田）、車いすラグビー。女子種目初の金メダル
獲得競技柔道女子（廣瀬）、知的卓球（和田）、車いすテニス女子。
競技団体史上初のメダル獲得射撃（水田）。女子種目初のメダ
ル獲得競技ボッチャBC1女子（遠藤）、射撃（水田）、知的水泳
女子（木下）。個人競技初出場でのメダル獲得5競技7名（うち
金メダリスト2競技2名）。J-STARプロジェクト出身メダリ
スト第一号（銅）（木下愛萊）、金メダリスト第一号（ゴールボ
ール男子鳥居陽生）であった。メダル内訳は、金メダル14個、
銀メダル数10個、銅メダル数17個、総メダル数41個、入賞
者数142（入賞数はディプロマ数とする）素晴らしい結果を収
めた。

3.現地状況
今回の選手村内には車いすバスケットボール、テコンドー、

フェンシング、ゴールボール、パワーリフティング、シッティ
ングバレーボールの練習場が設置されていたことで対象競技団
体はコンディション調整が非常に図りやすい環境でであった。
また気温は想像よりも低く実際の試合での影響は少なかった。

運営本部として選手村内に「Home ㏌ Paris」と名付け、参
加選手、スタッフが試合以外でリラックスできるように、また
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選手、スタッフが他団体の仲間たちとTeamJapanの連携を図
り育みができる環境を提供できたことはとても良かった。この
ような場を利用し選手、スタッフ同士ならではの心の交流が図
れたであろう。各競技団体がこの大会へ向けてのベストパフォ
ーマンスを発揮するための戦略を支援するJPCHPM、SM設
置が2022年4月から導入され強化支援が進んだこと、更に日
本スポーツ振興センターがオリンピックとパラリンピックの日
本代表選手団を支援するため、2012年のロンドン大会から現
地に設置している村外拠点は、大きな役割を果たしたことを今
回の結果から評価ができると感じている。

4.謝辞
今回のパリ2024大会にはスポーツ庁様、ハイパフォーマン

ススポーツセンター様、日本オリンピック委員会様、JPC強
化本部、JPCハイパフォーマンスマネジメントメンバー、在
フランス日本大使館、競技団体、JPC本部スタッフ、NPCア
シスタント、更に日本から時差もありながらも応援をして頂
いた皆様に支えられて実現ができたことだと改めて感じていま
す。この場を借りて関わった皆さんにはお礼をお伝えさせて頂
きます。本当にありがとうございました。感謝いたします。

医師　塩田　有規、蒲原　一之、上出　杏里
看護師　木下　敦子、染谷　咲子、藤尾　素子

今回、パリ2024パラリンピック競技大会に帯同したメディ
カルチームは、東京2020大会と同規模の6名体制で、整形外
科医の塩田有規医師、内科医の蒲原一之医師、リハビリテーシ
ョン科医の上出杏里医師、木下敦子看護師、藤尾素子看護師、
染谷咲子看護師という経験豊富なメンバーに恵まれました。

1.新体制とJISSとの連携
今大会から、JISS（国立スポーツ科学センター）との連携を

強化し、医師がJPC（日本パラリンピック委員会）からJISSを
通じて派遣される新しい体制で臨みました。これにより、薬剤
管理や海外での医療行為に伴う法的問題がクリアとなり、また
医療記録の電子カルテ化、超音波検査装置の使用も含め、海外
でも日本と近い環境での診療が可能となりました。

2.診療体制と活動実績
大会期間中（8月21日〜9月8日）、チームは8時から21時

までメディカルルームで待機し、それ以外の時間は交代で当直
体制を取りました。診療件数は延べ122件で、初診76名、再
診46名（選手91名、スタッフ31名）、診療内容は外科系78件、
内科系44件でした。

ポリクリニックの受診は5件（NF医師による受診が1件）
で、そのうち1件は市内の病院へ搬送が必要となりました。ポ
リクリニック受診となった症例は、泌尿器系・脳神経系・歯科
系疾患・X線（MRI）撮影の救急対応でした。ポリクリでの対応
では、現地のボランティアスタッフの皆様にも通訳などで大変
お世話になりました。

スタッフの待機時間外の対応は7件発生しましたが、本体制
で十分に対応できたと思います。

3.感染症対策と対応
新型コロナウイルス感染症については、大会初期に数名の感

染者が出たほか、大会終盤にはクラスターの発生も見られまし

たが、迅速な隔離対応などで、大会運営への影響を最小限に抑
えることができました。新型コロナウイルスによる感染症は今
後も続くことが予想され、感染症対策の準備を徹底する必要性
を改めて感じました。

4.トレーナールームとの連携強化
今大会から、選手がトレーナールームで治療を受ける際には、

必ずメディカルルームでの受診をお願いし、情報共有を徹底し
ました。これにより、診断から治療までの流れが円滑になり、
選手にとっては一手間増えましたが、十分にメリットがあった
と思われます。

5.アンチ・ドーピング対応
今大会はドーピング検査の件数が多く、大会期間中に合計

60件（尿検査55件、血液検査5件）の検査が行われ、競技開
始前に20件、競技期間中に40件行われました。今後もアンチ・
ドーピングの重要性が増すと考えられ、厳格な対応が求められ
ることが予想されます。

6.外傷・障害調査とメンタルヘルス対応
大会組織委員会から各国の医療チームには、外傷・障害調査

への参加と選手およびスタッフのメンタルヘルス対応の充実に
ついて、主に2つの要望がありました。外傷・障害調査はWeb
システムで日々登録する形式で、多少の煩雑さはあったものの、
システムは良くできており問題なく対応できました。メンタル
ヘルス対応においては、今大会では特に大きな問題は発生しま
せんでしたが、普段から専門家による支援があれば、より良か
ったと感じる場面もありました。今後、選手やスタッフの精神
的なケアの重要性がさらに高まることが予想されるため、大会
前からの専門的な支援体制の整備が必要になってくると感じま
した。

7.最後に
今大会も、すべての選手・スタッフが無事に帰国することが

できました。事前準備から大会中のサポートまで昼夜を問わず
尽力してくださった本部の皆様のおかけで、我々も全力で診療
に臨むことができました。事前のメディカルチェックや大会期
間中の症例対応を迅速に行っていただいた医学委員会の皆様、
一緒に選手の治療にあたったトレーナーの皆様、そして選手・
スタッフの皆様にも心より感謝申し上げます。これからも、選
手やスタッフの皆様が安心して競技に専念できるよう、さらな
る医療体制の充実を図りたいと思います。今後の大会が引き続
き成功し、パラアスリートの皆様のさらなる活躍を心から願っ
ています。本当にありがとうございました。
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トレーナー　荒谷　幸次、岩倉　瞳、笹代　純平

1.活動内容
（1）選手へのコンディショニング

急性外傷、疼痛、疲労回復等、各症状に合わせ物理療法や徒
手ケア、テーピング、トレーニング等のコンディショニングを
行った。トレーナーベッドは2台設置し、本部医師と連携して
コンディショニングサポートを行った。開設日時は8月21日
〜9月8日（19日間）、8：00〜22：00をコアタイムとし、時
間外は要望に応じて対応した。
（2）�セルフコンディショニングスペース、�

貸ベッド室の設置運用
本部トレーナー室内にセルフコンディショニングスペースと

隣室の貸しベッド室にトレーナーベッド3台設置し、競技団体
（以下NF）トレーナーや選手が自由に利用できるよう運用し
た。
（3）�競技会場サポート

競技会場において本部で対応した選手やチームのコンディシ
ョン確認、帰村時のサポート調整を実施した。また、NFスタ
ッフと意見交換を実施し、今後のサポート検討に繋げた。
（4）�日本スポーツ振興センター（以下JSC）村外サポート拠点

との連携・調整
大会前や大会期間中にJSCと関連備品や入村するJSCトレ

ーナーの連携調整を実施した。日常国立スポーツ科学センター
（以下JISS）でコンディショニングを実施している選手につい
ては、JISSの担当トレーナーが対応できるよう調整した。
（5）�コンディショニングサービスの情報提供

NFへJSC村外サポート拠点の積極的な活用や村内フィット
ネスセンター、サウナ、リラクゼーションルームなどのコンデ
ィショニングサービスに関する情報を提供した。

2.対応件数
（1）�本部トレーナーのコンディショニング対応延べ件数：�

131件
*参考：�2020東京大会105件、2016リオ大会346件、 

2012ロンドン大会451件
（2）貸ベッド室の延べ利用件数：60件、22NF中8NFが利用

3.成果及び次大会に向けて
大会1ヶ月前にNFトレーナー連絡会議を企画開催し、パリ

2024大会に向けてJPC、NF、JSCと情報共有、意見交換を
行ったことで事前に本部トレーナー室への要望など把握し準備
することができた。また、JPC、JSC間での医療業務委託提携
等で組織間連携が強化されたことで、JISSクリニックとの電

子カルテ共有やJOCから備品を引継ぐことができ、現地でス
ムーズなトレーナーサポートに繋がった。

対応件数（延べ131件）については、前回東京2020大会（延
べ105件）より、増加した。これは、JISSクリニックで日常
的にコンディショニングを行っている選手についてはJSCト
レーナーが本部で対応可能な体制を整えたことや、前回東京大
会時のような状況と異なり、NFの村外トレーナーや選手のパ
ーソナルトレーナー帯同が少なかった為、対応件数が増加した
ことが理由として考えられた。一方で、過去数回の国外で開催
されたパラリンピック競技大会時と比較すると本部トレーナー
室対応件数は減少傾向である。昨今の国際総合競技大会では、
選手団9割以上のNFにトレーナーが配置されていることに加
え、JSC村外サポート拠点が設置されていることで、より充実
した支援体制の構築化が進んでいる。それらを加味すると、本
部トレーナー室の機能としては、急性外傷の対応、NFやJSC
村外サポート拠点との連携した対応が主要な機能となることが
予想され、それらに対応可能な体制づくりが重要と考える。

また、本部トレーナーの人材について、本大会では理学療法
士に加え、鍼灸マッサージ師が派遣された事で、選手の多様な
ニーズに準備することができた。NFからも本部に鍼灸マッサ
ージ師が配置されると安心という声もあり、次大会でも同等な
体制が望まれる。

パラリンピックアタッシェ　植田　達也

1.全般
在フランス日本国大使館の植田参事官がアタッシェとして

本
部
ト
レ
ー
ナ
ー
室

セルフコンディショニングスペース

貸ベッド室
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指名され、JPCと現地大使館との間での主な調整窓口として
各種準備に臨んだ（オリンピックアタッシェも兼任）。その他、
様々な大使館員がパラリンピック関連業務に関与した。

2.要人接遇
大会期間中に政府関係者として安江文部科学大臣政務官及び

室伏スポーツ庁長官がパリを訪問した（どちらも「スポーツ大
臣」としてのアクレディテーションを取得）。アタッシェ及び
大使館として文部科学省・スポーツ庁及び組織委等と密に意思
疎通しつつ準備・対応し、各要人は競技視察、選手激励、大会
関係者との意見交換など充実した訪問日程をこなされた。

3.危機管理
フランス国内外の状況を背景に、パリ2024オリンピック・

パラリンピック開催に当たり、一般犯罪の増加、テロ・暴動等
の発生が懸念されていた。実際にオリンピック開催期間中には、
旅行者が多い場所で、スリ、置き引き、ひったくり等の窃盗被
害が多発し、選手村内においても窃盗被害が報告されていた。
また、大会開催前にはオリンピックを標的としたテロを計画し
た容疑者が逮捕される事案が発生し、オリンピック開会式当日
にはフランスの鉄道網を狙った妨害事案が発生した。かかる状
況において、大使館員からセキュリティ担当要員（NPC X）を
指名しつつ、フランス当局等からの情報収集を実施し、日本選
手団関係者を含む邦人の援護のため万全の体制を敷いた。セキ
ュリティ関連情報はアタッシェを通じて日本選手団に対して随
時提供し、必要な警戒を喚起した。加えて、組織委に対し選手
村内住居棟の警備強化について申入れを実施したところ、改善
措置が組織委によってなされた。

4.その他
現地日本人コミュニティとの調整に関して側面支援を行っ

た。また、大使館SNS（フランス語）を用いてパラリンピック
関連投稿を行い、日本代表選手団の活躍を発信するとともに大
会の盛り上げに寄与した。

総務
與品　美由紀、小林　薫、竹下　泰史、
冨永　有紀、仲前　信治、深澤　泰山、
伏見　みずき、古谷　駿、森田　百合子

1.本部総務担当業務
パラリンピック競技大会への日本代表選手団派遣は、大会前

の「大会派遣事前準備」から「大会期間中の現地対応」まで数年
に渡る業務であるが、パリ2024パラリンピック競技大会参加
報告として次の通り、「大会派遣事前準備」と「大会期間中の対
応」の二つに分けて報告させていただく。

2.大会派遣事前準備
大会準備において、我々JPCは様々な関係者との間で対外的

（国際的な対応）、対内的（国内対応）な連絡調整を行う立場にあ
る。対外的な対応として主に大会組織委員会とのやり取りに代
表される情報収集や各種会議への参加、また現地視察により大
会開催国の実際の状況把握等を行う。組織委員会は大会毎に非
常に柔軟であったり堅実であったりとカラーが異なり、それを
踏まえ工夫を凝らしながら対応していくが、組織委員会と可能
な限り良好な関係を保つことが選手団派遣において重要である。
パリ2024大会を含む近年の大会において、日本代表選手団と
してこの点は評価できるポイントであると考える。また近年の
DX化の恩恵を受け、選手団派遣に係るJPCおよびNFの業務に
おいても以前に比べて作業負荷を軽減できたものもあり、こち
らも前回大会から見ると進歩したものの一つである。本部総務
として参加するJPC事務局での準備も過去大会から比べ、大
きく変化をした事項の一つであり、本大会では比較的早い段階
から関連の打ち合わせを行ったり、関わる事案ごとにプロジェ
クトチームを組んで進めたりすることで、各種手続きに係る作
業全体がこれまでより均一的に進んだように感じている。

一方、国内での準備においては、JPC内での計画とその進
捗管理の下、大会が運用するものを含め異なる様々なシステム
への対応、競技団体やその他様々な関係組織との連絡調整、参
加者へ向けての調査確認、国内関係者を巻き込む行事やその実
施等、この場では表しきれない業務が同時進行することとなる。
以下幾つか代表的な事項について反省点や改善点を述べる。

アクレディテーションの役割についての理解や大会参加のた
めの参加資格取得プロセス等は大会毎に追加事項や変更等が発
生することもあり、依然競技団体ごとにその理解度にバラつき
があり、このことが原因で関係者の動きに制限が生じてしまう
ことがある。アクレディテーションの運用や活用は活動条件や
行動範囲を区分されていることによる制限を伴うが、それにつ
いて関係者の理解を高めるため、本部スタッフ含む関係者への
事前の勉強会等が果たす役割は大きいところである。本大会に
おいても数回に渡り説明会等を実施したところであるが、まだ
まだ十分とは言い難いと感じており、改めて今後も丁寧に行っ
ていきたいと考える。また選手の参加資格取得に関する事項と
して、日本では競技力に加え健康状態等も重要な要素となって
いるため、本人含め競技団体の責任において事前に準備や手続
きをする事項も大変多くなる。競技団体にはその全ての取りま
とめに対応いただく必要があり、その作業は膨大であるため、
その準備のタイミングや作業のタイムラインを明確に提示する
こと、その内容に齟齬の無いことが競技団体にとって大変重要
なものとなってくる。タイムラインやスケジュールの設定も細
心の注意を払いながら行った。毎大会において言えることであ
るが、タイトなスケジュールや多くの作業への対応について適
切なタイムラインで完了する協力をしてくださる参加競技団体
へは感謝の言葉しかない。

また現地での行動スケジュールの作成等も大会前から準備で
きること、大会開始後でないと調整出来ないことがあり、神経
を使うところであるが、いくつかのパターンでシミュレーショ

・情報収集 事前準備/
大会期間 ・組織委員会対応 事前準備/

大会期間

・選手団派遣準備 事前準備 ・選手団運営 大会期間

・メディカル班との連携 事前準備/大会期間 ・選手村施設、設備 事前準備/
大会期間

・分村対応 事前準備/
大会期間 ・選手村外施設、設備 事前準備/大会期間

・�アクレディテーション�
申請/管理/運用

事前準備/
大会期間 ・スポーツエントリー 事前準備

・�ブランディング�
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関連事案
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パラリンピック連携

事前準備/
大会期間
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ンを行うなど、準備期間中に行うことが可能であったのではな
いかと考えている。次回以降もう少し意識したい点として記録
しておきたい。

3.大会期間中
大会が始まるとこれまで準備してきたものへ更に幅広く、細

かな作業や対応が必要となる場面が生じる。選手団事前登録会
議（Final Delegation Registration Meeting/FDRM）を皮切り
に、「1」という数字が非常に大きな意味を持ち始める。選手数
に大きな増減が生じることはほぼ無いが、参加スタッフのアク
レディテーションカテゴリーへの振り分けもこの「1」という
数字に大きく左右されることとなるため、選手団の構成を確定
するうえで最初の気の抜けない場面となる。続き割り当てられ
た居住エリアの確認時もやはり数字との戦いとなる。参加者数
と部屋数との調整に始まり配布すべき物品やレートカードでオ
ーダーした物品、と後に費用へ直結する事項もあり、一つたり
とも間違いが許される場面は無い。そのような中、今回は大会
開始前から配布されていた物品の幾つかに大きな数字のズレが
あったが、組織委員会とも問題は無いということでスタートし
たにも関わらず、終了時にはやはり正確な数字を求められるこ
とになり、改めてスタート時の数字は確実にする必要があると
感じた。また居住スペースがギリギリであったため、細かな部
屋移動を行い参加者の滞在を調整したところ、部屋の移動が煩
雑化し、アンチ・ドーピングにおける競技会外検査に必要な居
場所情報の提出において正確性を保つことがとても難しいとい
う状況が生じることとなった。いずれも直接的に選手や参加各
チームへ不利となる状況とはならなかったが、快適な選手村生
活へはなかなかたどり着けるものではなく、全ての参加者がそ
れぞれ少しずつの我慢や譲り合いを行ってくれたことで3週間
余りの長きに渡る選手村生活が可能となったと考えている。

尚、本大会での新たな取り組みとして組織委員会としてのモ
ビリティサービスについて触れておきたい。今回の選手村はそ
の立地からセーヌ川へ向けて全体的に傾斜しており、選手村の
川沿いのエリアと川から離れている反対側の川から遠いエリア
を比べるとかなりの高低差があった。このため、組織委員会と
して車いす選手の村内移動の負担を減らすため、着脱式の移動
アシスト機器を貸し出した。全体的なニーズに対して数量不足
の感は否めず、また着脱ステーション間の利用が必須とされて
いる中、自室へ持ち帰るケース等があり、必要な参加者へは行
きわたらなかった印象である。

日本代表選手団としても新たな取り組みを行った。居住エ
リアにリラックスルーム（Home in Parisと命名）を設置した。
選手・スタッフが選手村内においても自分の家でくつろいでい
るような環境を提供することが目的であり、多くの選手・スタ
ッフが利用し、一人の時間を過ごしたり、チームメイトとゲー
ムに興じたりして気分転換を図っていた。ただ設置場所に近い
エレベーターに複数回の不具合が起き、結果的に車いす選手に
は利用しづらくなった点等、今後の改善点も明確となったが、
このような用途のスペースについての反響はとても良いもので
あった。今回利用者からフィードバックいただいた意見を精査
し、次回は更に選手・スタッフの声を反映した良いものを準備
していきたいと考えている。大会全体として、若干の感染症の
発生等医療関係事案の発生はあったものの、大きな事故等もな
く、各競技素晴らしい結果を日々持ち帰ってくれたことが、我々
本部総務スタッフの翌日に向けての活力であったことは言うま
でもない。理想的な心地よい空間づくりは今一歩だったかと思
うが、足りないものは全て選手・スタッフとのコミュニケーシ

ョンで埋めていただいたと感じている。日本選手団として生み
出せた一体感は日本中へ誇れるものであったと胸を張って言い
たいと思う。

4.今後に向けて
準備期間から洗い出された課題のうち、利用システムの改善

や仕組みの改善等は直ちに行い、関係競技団体への説明等含め、
次回大会の準備期間に間に合うよう十分な余裕をもって取り組
む予定としている。また大会組織委員会にて準備されるシステ
ムへの改善も早い段階から次回大会の組織委員会へ前大会から
のフィードバックとして伝えていくことを予定している。

大会サイクルは決まっていることからも、次回以降の大会へ
向け、より効率的で効果的な準備を目指したい。そのためには
本部総務として参加するJPCとして、同じ課題が毎大会挙が
らないよう、テーマごとの振り返りや勉強会を継続的に行って
いく必要があると考える。

関係各所また関係する組織の皆様方へ、大会準備そして大会
期間中に必要な対応が出来たこと、またその対応に必要な環境
を創り出していただいたことに深く感謝の意を表し、本部総務
としての報告とさせていただく。

広報　黒田　美穂、成見　玲菜、原　将史、
堀添　里緒、屋敷　優友

<体制>
プレスアタッシェ1名（Ao）、広報担当4名(NPC-e)　計5名
記者会見担当2名（代理店起用）　

<主な活動内容>
メディア対応、パラリンピック資産管理（マーケティング）、
情報管理及び発信（SNS等含）、その他

1.メディア対応
（1）アクレの申請・配分

NPC JAPANからの申請者は、約150名に対し、IPCからの
配分は95名であった。

放送局（NHK）・通信社（共同通信社）及びENR(ノンライツ)
は、IPCから直接配分の為、その数字は不明だが、およそ日本
からのメディア数は、200名弱と推定される。

またパリ大会より「NPC-E」「NPC-Es」のアクレが新設され、
各競技会場のミックスゾーンでの対応が可能となった。「NPC-
Es」は、メダル獲得が有力とされるNF、広報担当者がいるNF
などを優先に計8競技団体（AT、BD、BF、GB、SW、TR、
WR、WT）に配分した。
（2）MPC運営

メインプレスセンター（MPC）については、東京2020大会・
北京2022大会に続き、パリ2024大会でもプライベートオフ
ィスを借り、メディア対応を行った。競技開始までは、メディ
ア担当者がJPCオフィスに頻繁に訪れ、情報収集のための拠
点として活用されていた。

IPCや組織委員会のオフィスもあるため、質問など直接対面
で行うことができ、早い回答を得られることが出来た。また今
回ハイデマンドチケットについて、IPCへの再交渉や受け渡し
など、MPCでの利点が大いに活用出来た。
（3）メディア対応

各社からのリクエストに応えるべく、開閉会式時の全選手の
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一言コメント、旗手を務めたコメントなどをリリースし、通信
社を通してアクレを持っていない（現地に来ていない）地方紙
にまで情報が届くよう対応を行った。また団長のコメントにつ
いては、記者会見にて対応、開会式前、中間報告、総括と計3
回行った。

現地でのメディア対応については、東京2020大会に比べて
個別取材申請はさほど多くなかった。各選手ともにミックスで
の対応がきちんと出来ていたと思われる。

読売新聞社からは、メダリストに対し、号外を出してもらっ
た。選手村に持参し、日本棟に貼り出しをし、選手から大変喜
ばれた。
（4）その他の業務
・メディアガイドの作成（資料編の充実）
・�パリ大会専用の現地メーリングリストの作成（登録者合計

116人）
・�メダリスト記者会見を村外拠点にて実施（原則最終競技の翌

日）
・団長・副団長の記者会見（開会前、中間、総括の3回実施）
・NHKメダリストテレビ出演対応（原則最終競技の翌日）
・パブリックビューイングの申請受付（約50件）

2.情報管理及び発信
選手団発表について本大会は、第1次〜第4次発表まで行い、

都度リリースを行った。確定から発表までのわずか短い時間に
合わせた選手団調書の作成・確認、顔写真の準備等、該当競技
団体の協力の元対応し、遅れることなく発表を行うことが出来
た。

記録集計リザルトシステムを共同通信社と契約したことで、
期間中の速報がJPCパリ特設サイトに掲載された。日本語で
のリアルな情報発信を行うことが出来た。現地ではmy infoと
の併用で情報収集が出来たため、リザルトに関する問い合わせ
はさほど多くなかったように思う。但し、「入賞」については、
詳細な基準が出なかったため広報チームでも情報収集に努め
た。

JPCの公式SNSについては、NFやJPCスポンサーとの一
部連携が出来たことで、閲覧者数は、確実に増えていた。また
閉会を迎えるところで、JOCからのお声がけによりオリパラ
両方の旗手が載った写真の連携投稿も出来た。

NFデイリースケジュールについては提出される時間が、競
技終了後の22時を原則締め切りとし、内容確認とそのデータ
のweb掲載を行った。

3.マーケティング
本大会の「JPCマーケティングガイドライン」の作成をする

にあたり、IPCハンドブック「アスリートスポンサーシップ規
約」、「デジタルメディアガイドライン」の内容を把握しながら
進めた。知的財産、アンブッシュ、選手肖像に関わる広告・宣
伝、SNS発信と内容は多岐に渡った。

本ガイドラインは、NFを通して各選手及びその所属企業、
またJPCwebサイトでも公表した。

JPCスポンサーのアシックス社は、パラリンピックでは初め
ての現地ハウスを開設、競技を終えた多くの選手がハウスを訪
れたことは、とても良かった。その他、味の素社とは、SNS
連携を多く行い、閲覧者増につなげることが出来た。

パラリンピック資産管理については、JPCスポンサーアク
ティベーション確認、またアンブッシュ確認等、確実に東京大
会よりも多くの問い合わせがあった。

またIPCからJPCスポンサー企業の投稿に対し、NPCのス
ポンサーなのか問い合わせがあるなど、IPCのアンブッシュに
対する確認も厳しくなってきていると感じた。

4.その他
日本代表選手団公式ウェアについては、デザインの関係もあ

り希望するサイズの支給がほぼ出来なかった。次回に向けて、
発注方法などを再検討する必要がある。

金メダル第1号に対する総理からの祝意伝達については、ス
ポーツ庁との事前調整を含め、NHKの協力のもと行った。途中、

「複数人」とのリクエストに変更となり、水泳の鈴木選手の他、
同じく水泳の木村選手にIBCに来てもらい総理からの祝意（オ
ンライン伝達）を受けた。

その他、日本郵便が発行するメダリスト切手のデザイン・写
真確認を随時NFと共に行った。

5.総括
・�事前に全NFの広報担当者との面談を行ったことで、NFの

業務理解が進み、現地での広報対応がスムーズにできた。こ
ちらも担当者の顔がわかり、連携がスムーズにできた。現地
での対応にとても効果があった。

・�メディアガイドについては、現地取材期間やその対応方法以
外に資料編の充実を図ることが出来た。よって過去大会に比
べ、メディアからの基礎情報の問い合わせが格段に減った。

・�競技が始まると、メダリストに対するテレビ出演と会見のス
ケジュール調整に追われる日々となり、それぞれの担当者が
目一杯の業務に当たることになった。勤怠管理も意識しなが
ら業務にあたったが、今回の人数は、現地業務では必須の人
数だったと思う。

輸送　高橋　巧、桑野　佳奈

輸送担当の役務における実施内容および成果と反省につい
て、以下の通りご報告申し上げます。

1.業務内容
（1）輸送関連
・�選手団および村外スタッフ等の日本・海外各地より現地パリ

への飛行機、国内移動の飛行機、国内前後泊ホテル、村外ス
タッフの現地ホテルの手配、およびその手続き

・�組織委員会提供のArrival&Departure、Logisticsサービス等
利用のためのシステム情報登録、およびその手続き

・�村外スタッフ向けの移動情報提供、および現地サポート
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・�公式行事に関わる国内移動の手配
（2）選手団派遣に関わる登録申請業務

アクレディテーション申請システムへの競技団体の情報登録
（3）現地利用ホテル、物品、チケット関連

組織委員会公式村外ホテル、無線機器、レートカード物品、
車両、観戦チケット等利用のための手配、およびその手続き
（4）村外サポート拠点の手配、およびその手続き
（5）その他

医薬品・医療機器情報の集約、海外旅行保険加入、選手団お
よび関係者の携帯電話・Wi-Fiルーター等通信手段の確保、お
よびその手続き

2.成果と反省
（1）輸送（航空関連）

選手団の日本⇔パリ往復渡航に関しては、主に日本航空およ
び全日本空輸の定期直行路線を利用した。選手団規模は、視察
者、村外スタッフ等を含めると450名を超えた。

競技スケジュール確定前から複数回に分けて希望・必要情報
の収集、及び、座席調整を行ったことにより、大きなトラブル
なく輸送を実施することができた。今回実施した調整スケジュ
ールは以下の通り。

2023年12月末〜2024年1月中旬　仮調査⇒1次調整
2024年5月　�基本フライト通知・変更希望集約 

⇒2次調整
2024年6月　�荷物・医療品・障害・国内移動情報等集約 

⇒3次調整
2024年8月　フライト最終通知・座席調整

選手団の渡航当日は、専用チェックインカウンターの設置を
航空会社と交渉・調整し、往復ともに安全及びスムーズにチェ
ックインを行った。

9月7日と9月9日の帰国便に関しては、現地パリにて計
180名程度を対象に選手村内でのリモートチェックインを実
施した。航空会社と事前に調整を重ねたことで、大きな混乱な
く、選手団に負担をかけることなく、スムーズにチェックイン
を実施することができた。
（2）輸送（現地車両関連）

組織委員会が提供するArrival&Departure、Logisticsサービ
ス等の利用手続きに際し、事前に収集した荷物・車いす利用
情報などをもとに、関係機関と細かな事前調整を行うことが
できた。現地では、毎日村内の組織委員会デスクにて1〜2日

後の利用内容（時
間・車両タイプ・
台数等）の確認を
行い、事前の予約
内容と相違があっ
た際は交渉を実施
し、大きなトラブ
ルなく輸送するこ
とができた。
（3）�宿泊、�

国内移動
組織委員会公式

ホテルの申込期日
が2023年と早期
であったため、締
切後に不足が発生
した団体も多くあ
ったが、JTBパリ支店とも連携し、追加手配を実施することが
できた。また直前の宿泊者変更や、一部客室の不備（シャワー
のトラブル等）について、最大限ホテルと交渉を行い快適な滞
在提供に努めた。

国内の前後泊に関しては、ホテルロビーに選手団専用ツアー
デスクを用意し、必要な情報を提供することができた。また直
前に実施が決定した9月11日の政府関連行事に関する手配や、
台風10号発生による移動・宿泊日変更について、十分な国内
斡旋体制で対応することができた。
（4）NPC車両の運用

NPC車両に関しては、5台の車両運用を行い、フランス特
有のドライバー勤務時間の制限に苦労したが、シフト化するこ
とで問題なく運用することができた。

また、急遽シャトールーへの深夜輸送が発生した際も臨機応
変に対応することができた。
（5）村外サポート拠点

現地にて、今回利用したH4ホテルプレイエルの会議室の電
波環境が悪いことが判明し、貸与Wi-Fiの回線を変更する対応
を行った。今後は事前に電波環境の確認を行うことで、同様の
トラブルを防ぎたい。
（6）レートカード物品、チケット手配など

現地にて、事前に申し込んだレートカード物品が用意されて
いないことや、割当てられるはずのチーム競技チケットが割当
てられないなどのトラブルが発生したが、都度組織委員会デス
クにて交渉し、大きなトラブルなく利用することができた。
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競技団体報告
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アーチェリー　報告
1.結果
大江　佑弥　最終順位 17位　
ランキングラウンド　23位（682点）、 
決勝トーナメント1回戦　敗退
上山　友裕　最終成績9位
ランキングラウンド　22位（599点）、 
決勝トーナメント2回戦　敗退

2.メダル獲得を目標として挑んだパリパラリンピックの検証
パリパラリンピックへ向けての選手の調整はパラリンピック

のスケジュールにあわせて良いピーキングを迎えることができ
ることと、8月までは考えていた。上山選手も7月に出場した
全日本実業団アーチェリー選手権大会で怪我をしてからの調整
にもかかわらず、日本記録を樹立している。大江選手も公認大
会でパラリンピックでのメダル獲得を視野に入れることができ
る状態に調整できていた。

パリパラリンピックの出発直前に、チームメイトの突然の参
加辞退があり、選手も動揺を隠せない状態になっていた。選手
は自分自身の事をしっかりやるという面では必死に練習・調整
をこなしていた。ペアを組んでいた選手の出場辞退により、ミ
ックス戦に参加出来なくなってしまった上山選手においては、
精神的な負担が特に大きく、ベストな調整ができたとは言えな
い状況だったと言える。

パリに入った翌日から練習を始めたが、上山・大江両選手と
も調子は良かった。パリの気候も良く、熱中症になる心配もな
く練習ができる環境を、選手は「集中できる。」と語っていた。
上山に関しては練習量が多く、疲労が心配されたが、ベテラン
の調整を末武コーチと話し合い、うまく現地での調整ができ
た。大江に関しては、戸野がサポートにあたり、調子が良いの
で無理をしないように助言しながらサポートした。練習が終了
してからは、トレーナーのケアやハイパフォーマンスサポート
ハウスでのサポートを受け、効果的に選手のサポートをするこ
とができた。選手も疲れを残すことなく大会に挑むことができ
た。このように、サポート・選手両方の調整も良くても、メダ
ルが獲得できなかった要因にアーチェリーの競技性も挙げられ
る。特に上山選手が負けた選手においては、これまでに出した
ことがない、今後も出るかどうかわからない高得点を相手がマ
ークし、その結果敗退した。大江選手も、1回戦では全体でも
3番目の高得点をマークしていたが、普通なら負けない点数で

の敗退となった。もち
ろん、常に世界大会ベ
スト4に入賞する選手
であれば、安定してハ
イレベルの得点を出す
が、現状では両選手と
もメダル獲得する可能
性のある選手ではある
が、世界ランキング1
位の選手と比べると、
まだまだ差を埋めなけ
ればならない課題があ
る。強豪国の選手にお
いては、ストレングス
に力を入れており、ト
レーニングもかなりの

ウエイトをおいている。パワーの差は両選手も課題として共有
できたことがロサンゼルスへ向けての成果でもある。もう一つ
はメンタルトレーニングの取り組みを長期的に焦らず弛まない
努力をしていく必要がある。アーチェリーの競技特性でメンタ
ルの部分は非常に大きな影響がある為、今後は強化事業で継続
的に取り組んでいく検討をしなくてはならない。

3.パリパラリンピックを終えロサンゼルスへ
選手・スタッフ全員、メダル獲得にはならなかったが選手が

やり切ったという気持ちをもって試合ができたので良かった。
選手もスタッフもロサンゼルスへ向けての話がでることが本当
に得るものがたくさんあった大会だと感じた。パリパラリンピ
ックまでの道のりは、選手・コーチの努力が大きく、連盟とし
てのサポート不足も痛感した。チームワークも良く、パリパラ
リンピックに出場した選手・コーチ・スタッフには尊敬と感謝
の気持ちしかない。NFとして、選手への安心したしっかりし
たサポートについて協議できる時間と双方の関係づくりを構築
していかないと、ロサンゼルスでのメダル獲得に向けて真の強
化はできない。強化戦略プランに関しても、多くの選手、コー
チ、専門家との参画により、強化戦略プランを選手と一体化し
ていくことの必要性がパラリンピックを終え、これからの最重
要課題であると考える。

陸上競技　報告
1.選手・コーチ、スタッフ等の選考基準

メダル並びに入賞ポテンシャルに基づき設定した選考基準
（2023年9月9日公表、2024年1月23日改訂）に基づき、日
本パラ陸上競技連盟（以下パラ陸連）所属選手計37名（男性
20名女性17名）を選出した。なお、T12男女マラソン（男性
2名女性1名）については日本ブラインドマラソン協会による
選考であるが、基本的な選考の考え方に相違はない。スタッフ
は選手のパフォーマンスを最大化することを基準に、2の通り
配置した。

2.コーチ等の役割分担
宍戸パラ陸連強化委員長を総監督に、身体、知的、ブライン

ドマラソンにそれぞれヘッドコーチを、身体についてはさらに
立位短距離、立位中長距離、跳躍、投擲、車いすトラックのそ
れぞれにパートコーチを配置した。加えて、担当する選手数に
応じてアシスタントコーチを配置した。村内外で総務4名、ド
クター2名（途中交代）、トレーナー4名、メカニック1名、映
像スタッフ6名を配置した。また、メダルポテンシャルの高い
選手の複数名に対し、パーソナルコーチを村外スタッフとして
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交代アクレで配置した。

3.チームとしての目標
最新のランキング及び世界選手権成績から、目標としてメダ

ル獲得数を金メダル含む10〜12個の獲得、並びに全パートで
のメダル獲得を設定した。

4.総評（成果と課題）
獲得メダル数は金0個、銀4個、銅5個の計9個であり、東

京大会の12個より減少し、金メダル獲得並びに獲得メダル数
両方の目標を達成できなかった。また、東京大会でメダルを獲
得した立位中長距離、車いすトラック、ブラインドマラソンの
他、立位短距離、投擲と個人種目でメダルを獲得したパートは
増えたものの、全パートには至らなかった。入賞選手率は85
％（40名中34名）であり、東京2020大会同等の入賞率であ
った。

目標達成とならなかった理由として以下の点が考えられる。
（1）事前調整・コンディショニングの課題

本大会に向け、競技開始の10日前となる8月20日より、フ
ランス・アミアン市で事前合宿を開催した。市の協力体制が整
っていたこと、気候に恵まれたことなどから、本合宿は大会へ
の調整にプラスに働いたと考えている。

しかしながら、本大会で自己ベストやシーズンベストなどを
出した選手が30％（40名中12名）であり、東京大会（約59
％）にくらべ大きく減少した。パラ陸上競技のメダリスト全体
でみると、67％の選手・リレーチームが世界記録やパラリン
ピック記録、自己ベスト、シーズンベストなどの結果であった
ことから、本大会にきちんとピークを合わせていくための事前
調整・コンディショニングに課題があったことがメダル獲得数
低下につながった理由の1つと強く示唆された。

（2）国際的潮流への対応の課題
北京2008大会以降の陸上競技金メダルの大多数（7個中6

個）を占めるT52クラス男子など、日本が得意とする種目・ク
ラスにおいて競技レベルの極めて高い選手が新たに現れた。さ
らに2023年世界選手権で金メダルとなったT11男子5000m
において、唐澤選手が自己ベスト並びにアジア記録となる記録
であったものの、ブラジル選手が世界記録を出し銀メダルに終
わった。金メダル獲得に向けては、これらの国際競技力の著し
い向上に対するよりシビアな目標や強化計画の策定が必要であ
る。

一方で、T13やT54などの軽度障がいクラスで複数のメダ
ルを獲得したのはアテネ2004大会以来であること、メダリス
ト8名のうち3名は東京2020大会以降にパラ陸上競技を開始
した選手であることなど、メダルポテンシャル種目の拡大や新
人選手の発掘において成果がみられた。

5.次回への改善提案
本大会で課題となったピークに向けたコンディショニングの

徹底を実行できるチーム体制を今後検討する必要がある。その
ためにはチーム規模についても検討が求められる。また、今大
会は東京大会以降の新人選手の活躍が目立った。今後もタレン
ト発掘、特に即戦力選手の発掘に向け、健常の陸上競技関係者
や地域の指導者らとのネットワーク構築を促進することが望ま
れる。

バドミントン　報告
東京2020パラリンピック競技大会（以下、東京大会という）

から約3年で迎えることになったパリ2024パラリンピック競
技大会（以下、パリ大会という）でしたが、新型コロナウイル
スの影響がようやく収まり、パリパラリンピック出場に向けた
本格的な強化合宿、海外ツアーを行える形となりました。

パラバドミントンは、12名（車椅子6名・立位6名）の選手
が出場することが出来ました。

東京大会以降、アジアのみならず欧州も強化に力を入れてお
り、パリ大会での成績は苦戦を強いられると想定していました。

日本のエースである車椅子男子の梶原選手と車椅子女子の里
見選手は、東京大会のシングルス金メダリストとして、パリ大
会ではシングルス2連覇がかかる中での試合でしたが、本人の
プレッシャーがあったのか、予選リーグまでは緊張でプレーも
硬く、なかなか調子が上がりませんでした。

各国の強豪選手は2人を目標にしていることもあり、相手に
プレーを研究され尽くされた中で試合を進めることになるた
め、厳しい試合を想定していたのですが、2人は最後まで崩れ
ることなく金メダルを手にすることができました。

この二人が金メダルを獲得したことは、日本の皆様へバドミ
ントンの存在を広く知らせる良い結果であったということがで
きます。

また、男子WH1-WH2クラスでは日本人同士の戦いとなっ
た結果、村山/梶原組が銅メダルを獲得でき、女子WH1-WH2
クラスでは里見/山崎組が銀メダルを獲得できました。

立位SL3男子シングルスでは藤原選手が準決勝まで駒を進
め、3位決定戦では惜しくも敗退し4位でしたが、自分の持っ
ているパフォーマンスを最大限に発揮したといえます。

また、立位SL3-SU5混合ダブルスでは、結果として今井/
伊藤組が予選敗退とはなりましたが、全力でシャトルを追って
コートを駆け回り、諦めないプレーでいつしか会場全体のムー
ドが日本選手を後押しするような雰囲気になっていました。

この活躍で日本選手が勢いづき、4個（金2個・銀1個・銅1
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個）のメダルを獲得できたといえます。
尚、立位選手はメダルを獲得できなかったものの、2028年

のロサンゼルスでのメダル獲得の可能性が存在することが確認
できました。

この結果を踏まえて、今後も、選手層を厚く、更に強化を手
厚くして行きたいと考えています。

東京大会から3年間、沢山の方々に支えられながら、パリ大
会に臨むことが出来ました。

選手たちにも思い出となるような大会にすることができたこ
とを、心より感謝しております。

引き続き、選手とスタッフが力を入れて取り組んで行くこと
で、メダルを獲得することを目指していきたいと考えておりま
す。今後とも、よろしくお願い申し上げます

ブラインドフットボール　報告
1.御礼

まずはパリ2024パラリンピック競技大会において、JPC、
JSCをはじめ関係各所、パートナー企業、サポーター、ボラ
ンティア、選手・スタッフのご家族、そして応援してくださっ
た全ての皆さまに対して厚く御礼申し上げます。

2.総評
男子日本代表チームは、前回の東京2020パラリンピック競

技大会に自国出場枠として初めて出場を果たすことができた。
パリ2024パラリンピック大会は世界選手権での結果を受け
て、自力で出場権を勝ち取り出場する初の大会となった。目標
はメダル獲得であったが、結果は8位入賞という非常に悔しい
結果となった。大会終了後より分析、ヒアリングを行い、今回
の取り組みの振り返りを行った。

（1）プロセスについて（パリパラリンピックまで）

前回大会から試合時間が短くなるといったルール変更もあっ
たために、根本的な戦略から構築がスタートした。より高強度
のランニング、フィジカル的要素の必要性、相手のストロング
を消して、ウィークを攻める戦術的柔軟性、世代交代を含めた
全体の底上げが大きなテーマとなった。監督の就任当初の言葉
で「歴史を塗り替えるチーム」といったコンセプトが示される
中、まさにこのチームは非常に多くの歴史を塗り替えたチーム
となった。初のパラリンピック自力出場権獲得、世界ランク過
去最高位（3位）、世界選手権過去最高位、1試合最多得点（12
得点）、出場した全ての国際大会で決勝トーナメント進出、歴
代チーム勝率1位、歴代チーム1試合平均最多得点など結果を
出し続けてきたチームといえる。

他国からも警戒される存在となり、2028年でありたい姿が、
2024年時点で構築されマイルストーンで設定していた目標を
4年前倒してパラリンピックを迎えることができる環境となっ
た。

この背景には、週5日のトレーニング、年間4回程度の海外
遠征、多くの医科学サポートが要因として挙げられる。また
協会としてHP事業部の設立をきっかけに、育成事業と強化事
業の連携が図れたことによりFTEMの考え方が浸透しはじめ、
若手選手とベテラン選手の融合がはかられた。パリパラリンピ
ックにおいては、東京大会出場経験者は10名中4名と世代交
代が行われた。

（2）パリパラリンピック
本大会中のゲーム分析から、2点ポイントが上げられる。1

つめはパスの精度、インパクト指数（相手との接触回数）が下
がってしまった。2つめは試合時間が通常は60分台の試合が
今大会は平均77分となった。これらのことからパラリンピッ
ク環境に対する適応ができていなかったといえる。

パス精度、コントロール精度、インパクトの低下の要因は、
環境要因（観客数など）からくる音の認知、パラリンピックな
らではの対戦相手のハングリーさ、様々なプレッシャーからく
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る消極的なプレーなどが要因と捉えている。環境要因、対戦相
手についてはコントロールできない要素であるが、プレッシャ
ー対策については、技術的な取り組みにより対策ができたと捉
えている。基礎的技術の徹底、ピッチ内での判断力向上（自立）、
メンタルトレーニング（自己マネジメント）のバランスなどが
重要であった。

日本は体格的不利を覆す戦略として、高強度スプリントによ
る攻守の切り替えを繰り返し、チャンスを作り出すと同時に、
相手を疲弊させる戦術を得意としていた。今大会は結果として

（観客が静寂になるまでの時間、対戦相手の戦略）試合時間が
伸びてしまったことで、対戦相手においても回復する時間を与
えた状態となってしまい、日本のストロングポイントが発揮し
にくい局面となった。

改めてパラリンピックならではの環境を実感した。単に試合
に勝つではなく、パラリンピックの試合で勝つといったところ
には一定程度の違いがあることを経験した。一方プロセスとし
ての強化は、確実に成果を示しており、今後はそのプロセスの
過程で、より強度と精度を高めていくことで、日本の更なる進
化を示していきたい。

ボッチャ　報告
1.選考基準

日本パラリンピック委員会（以下JPC）令和4年2月1日付
公表「パラリンピック等国際総合競技大会日本代表選手・スタ
ッフ選考規定について」を受けて、下記の通り選考委員会にお
いて選手選考を行い、理事会承認を経てJPCへ推薦した。

国際パラリンピック委員会公表の参加資格に則り、2023
年12月末日時点での国際大会の成績、World Bocciaワール
ドランキングにより、出場枠を獲得したTeam BC1/BC2：3
名（BC1、BC2、男女混合で構成）を選考した。加えて3月
22日 か ら28日 に 開 催 さ れ たCoimbra 2024 World Boccia 
Paralympic Qualifierにおいて出場権を獲得したPairBC3：2
名（男女1名ずつ）、さらにワールドランキングにてIndividual 
BC1女子BC4男子で個人の出場権を獲得した選手（男子1名、
女子1名）を派遣した。

2.総評（成果と課題）
出場した7種目中5種目で入賞し、その内の2種目では銅メ

ダルを獲得した。東京大会時は、個人の入賞は1種目のみであ
ったが、パリ大会では個人4種目で入賞を果たすことができた。
世界各国（加盟組織団体78か国）がボッチャに力を入れ始め
ており、組織的に強化を図る中、Team BC1/BC2においては、
リオ、東京、パリと3大会連続のメダルを獲得することができ
たことは、世界に対して日本の強化体制が十分に機能している
ことを示していると考える。特に日本が先駆的に取り入れてき
たコンディショニングの充実においては、専門的な知識を持つ
スタッフを登用したことでフィジカル面だけでなく、村外での
栄養面についてもサポート体制を整えることができた。今回、
複数メダルを獲得した選手は、エネルギー枯渇が課題となって
いたため継続的な栄養サポートを実施してきた。この事例を通
して、他の選手についてもデータを収集し、捕食のタイミング、
エネルギー量などを検討していきたい。

また、東京大会終了後から、女性選手の強化と若手選手の発
掘育成を重点課題として取り組んできた。パリ大会では女性選
手3名が個人で入賞し、若手選手の活躍も見られた。現在、国
内における競技人口は増えているが、クラスによって偏りがあ

るのが現状である。
手投げのクラスの国際的動向として技術、戦術に加え、パワ

ーのある選手が多い現状がある。ロス大会に向けて、戦術強化
に加え、日本のパワー不足を補うボールを開発することも検討
していく。

さらに、クラス分け委員とも連携し、多くの選手発掘、育成
に向けて取り組んでいくとともに、国際クラシファイア養成の
ワークショップ等にも積極的に参加していきたい。

スタッフについてもスタッフ育成パスウェイを明確にし、若
手スタッフを安定的に育成できるようなシステムを構築する。
東京大会からスタッフの多くが残っており、体制としては、大
きく変わっていないのが現状であるため、若手のスタッフと強
化育成スタッフが協働で実践経験を積むことが求められる。ス
タッフ、体制が変わっても勝ち続けられるチームを作ることを
目指していきたい。

パリ大会においては、数多くのスポンサーからの支援をはじ
め、日本国内、現地からの声援を力に取り組むことができた。
さらには、会場では、東京大会でボッチャを知り、パリ大会で
はボランティアとして参加した方も現地でサポートしていただ
いた。選手たちが、声援をプレッシャーではなく、自分たちの
力に換えることができるようになったことが何よりの成長と考
える。ロス大会に向けて、選手、スタッフが、「応援される選手・
スタッフ・競技団体」になれるよう取り組んでいきたい。

3.謝辞
今大会派遣にあたり関係の皆様には、多大なるご支援とご協

力を賜りましたこと、心より御礼申し上げます。この大会での
成果を2028年ロス大会での成功に繋げられるよう、引き続き
日本のパラスポーツの発展に寄与していきますので、これから
もご厚情を賜りますようお願い申し上げます。ありがとうござ
いました。



− 46 −

カヌー　報告
パラカヌーの会場は、オリンピックのカヌーやローイング競

技と同じ会場であり、広大な自然の中に競技コースが作られて
います。本大会は、選手村からバスで約1時間という位置にあ
りました。会場内は、1000m以上見通しが良いコースであり、
通常時の風速は1m程度であり素晴らしい競技環境の会場でし
た。また、観客席もスタートラインからゴール地点までコース
に並行して作られており、ダイレクトに観客の声援が届き選手
にとっても非常に心強い環境でした。

装具の調整をするための艇庫も広く使用でき、艇庫とは別に
シャワーとトイレ完備の休憩室が各国に準備されていました。

カヌーは下肢や体幹に障害がある選手が、障害別に3つのク
ラスに分かれ（L1、L2、L3）、5m20cmの長さのカヤックと
7m30cmの長さのVa’aといわれる競技艇に乗り、200mの直
線コースで順位を競う競技です。本連盟から出場した選手は4
名ですが、その中でも重度（L1）が2名、中程度（L2）が2名、
そのうちの3名が車椅子利用でした。選手は自身の競技艇を運
搬できないため、スタッフが乗艇タイミングに合わせて艇を桟
橋まで運搬し、乗艇するために支えてサポートを行います。乗
艇した後は車椅子や義足をボランティアに受け渡し、管理テン
トに保管してもらうという流れでした。

競技環境的には申し分ない会場でしたが、艇の運搬作業を少
ないスタッフ数で行わなければならなかったため、会場がさら
に広く感じました。

カヌー競技のレースは大会期間の最後にあり、9月6日、7日、
8日の3日間で開催されました。チームは9月2日に渡航し、3
日から会場での行動を開始しました。そして、レース当日に挑
みました。

レンタル艇が希望通りに会場まで運搬されているかどうか、
現物確認ができるまでは毎大会不安になります。今回は希望通
りのレンタル艇が確認でき、3日間の公式練習期間にシートの

セッティングやラダーの調整がスムーズに行うことができ、初
日の予選レースを迎えました。

予選、準決勝、決勝と進む中、出場した選手たちからイメー
ジ通りのレース展開ができた納得感や発言があり、レースタイ
ムも風があった悪条件下としては申し分ないタイムでした。た
だし、メダル獲得を見据えた強化においては課題が残りました。

今大会ではGPSによる速度データや映像が入手でき、他国
の選手と同じ条件下でレース分析を行うことができました。こ
の結果をもとに数値的な課題をスタッフに提示し、4年後のメ
ダル獲得に向けた各役割の課題と選手目標を高く設定して進め
ていきたいと思います。

レース後の選手から、次大会への意欲と課題感を聞くことが
できたので、これからの4年間を選手と共に更に成長できると
感じました。

結果は、東京大会に出場した選手（瀬立モニカWKL1　6位
入賞・髙木裕太MKL1　10位）と前大会よりも順位を上げた
結果となり、初出場で2種目出場した選手（宮嶋志帆　WKL2）
も自己ベストを更新し、個人個人が納得できる結果でした。

世界の選手層は、障害が軽度のL3クラスの選手数が最も多
く、障がいが重度、中程度のL1、L2クラスの選手数が少ない
傾向です。その中でも、さらに女子選手は少ない傾向にありま
す。これ考えると、世界でも少ないカテゴリーの重度、中程度
のクラスの出場が多かった日本としては、パラリンピック大会
出場からメダル獲得に向けた新人選手の発掘や次世代の育成・
強化に大きなヒントを得ることができました。

本大会は、近年の国際大会で入賞やメダルを獲得する顔ぶれ
が集まった大会であり、その中に入りレースに出場できたこと
は選手たちにとっても大きな経験と目標につながったと思いま
す。また、チームとしても、私含めスタッフほとんどがパラリ
ンピック大会は本大会が初めての経験だったので、村内外含め
次の大会に向けて役割ごとの課題を改めて見出すことができま
した。ロス大会のメダル獲得に向けて、選手の競技力向上をは
じめ、派遣チームの構成と個々の役割の明確化、そして役割を
尊重し合えるチーム力が重要だと感じました。

自転車競技　報告
今大会の目標は「トラック競技およびロード競技でのメダル

獲得、全選手8位以内の入賞」であった。結果としては女子ロ
ードレースにおける金メダルの獲得および出場した全選手の8
位以内入賞を実現した。今大会は多くの世界記録更新が目立ち、
どのクラスも非常にハイレベルな戦いとなる大会であった。日
本チームとしては悲願の2大会連続金メダル獲得を達成したも
のの、メダル獲得数が1個であったことには悔しさの残る結果
となった。

大会前半のトラック競技ではCクラスにおいて男女ともメ
ダルの獲得を目標とした。2023-2024年のトラック世界選手
権の結果を鑑みても、十分に実現可能な目標として設定してい
たが苦戦する結果となった。女子C1-3クラスの3km個人パシ
ュートにおいて、予選で確実にタイムを出し、上位4名の決勝
に残ることが最大の目標であった。予選でライバルたちが大幅
な世界記録の更新を連発するなかで、C3の杉浦は予選5位と
なり敗退。メダル決定戦進出を逃し厳しい結果となった。この
結果の背景として、上位各国とも日本チームの一段上のタイム
設定をしていたことが考えられる。年齢も20代の選手たちが
この1年間で大きく競技力を向上させており、パフォーマンス
のピークをパラリンピックにピタリとはめてきた印象である。
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男子C2クラスの3km個人パシュートに出場した川本も予選で
日本記録を更新し、3-4位決定戦に駒を進めたものの、メダル
決定戦でタイムを落とし、メダルを逃す結果となった。個人パ
シュートにおいては予選で圧倒的なタイムを出し、確実に1-2
位決定戦に進出しメダルの獲得を確定させることが重要である
と考えてきた。今大会で川本が出した記録はそれを実現できる
ものであると考えていたため、タイム設定の段階から戦略にミ
スがあったと言わざるを得ない。また、Cクラスのタイムトラ
イアル種目（1000m、500m）は係数のかかるコンバインド種
目であり、各クラスの選手たちのタイムが係数によりどう変化
するのか考慮してタイム設定をしなければいけない。この種目
に関しては男女とも厳しい戦いを予想していたので、上位6名
の決勝に残り確実に入賞することがミッションであった。女子
の杉浦は入賞こそしたが惜しくも7位で予選敗退。男子の川本
は予選6位で決勝に残り、結果的に6位でレースを終えた。男
子タンデムの木村・三浦ペアはトラック競技の1000mタイム
トライアルを専門種目として3年間取り組んできた。予選で自
己ベストを更新し上位6名の決勝に進出、6位入賞という目標
を達成した。公式練習での落車による怪我もあったなかパフォ
ーマンスを落とすことなく走りきれたことは評価できるが、強
豪の欧州勢とのレベル差の大きさを実感する結果であった。そ
の他、出場予定であった団体種目であるチーム・スプリントは、
C3の藤田のコンディション不良のため欠場となった。C4-5ク
ラスの選手がいない日本チームのメダル獲得は難しいと考えて
いたが、入賞は十分に狙える種目であったため、この欠場判断
はパラリンピックに向けたコンディション調整の難しさを改め
て実感するものであった。

大会後半のロード競技においては女子C3の杉浦をターゲッ
トアスリートとしてメダルの獲得と上位入賞を目標としてき
た。タイムトライアル種目では入賞を果たすが、上位選手との
タイム差をロードレースにおいてどのように埋めていくか戦術
を考える必要があった。特に女子タイムトライアルは係数種目

であるが、実タイムを考慮しても他クラスの強豪選手たちの実
力は高く、この時点でロードレースも予断を許さない戦いにな
ることが予想された。男子C2の川本およびC3の藤田もタイ
ムトライアルで入賞したが、ロードレースはC1-3クラスでの
コンバインド戦になるため、集団での位置取りや仕掛けに反応
するタイミングなど、ハイレベルなレースが予想されるなか現
在の実力でどこまでカバーできるかが課題となった。迎えた最
終日のロードレース、女子の杉浦が積極的なレース運びで確実
に集団の人数を削り、想定されたメンバーでレースの最終局面
を迎えた。今回のコースレイアウトから集団ゴールになること
も想定してゴールスプリント対策をしてきた杉浦にとって力の
見せ所であった。結果的に他選手を振り切り優勝、タイム差は
なくほぼ同着で僅差での金メダル獲得となった。同じくC1-3
クラスで実施された男子ロードレースでは、レース序盤からイ
ギリス、フランスの強豪選手がアタックを決めて集団を形成。
想定していた展開であったが、日本チームは藤田、川本ともに
このタイミングで先頭集団から遅れてしまう。レース中盤で後
ろの集団でも遅れをとり、この時点で入賞が厳しい展開となっ
た。ヨーロッパ勢で形成された集団のレベルは圧倒的なもので、
ロードレース自体の実力差が大きく現れる結果となった。結果
的に男子は2名とも入賞を逃し、日本チームとしてのレース戦
略の弱さと戦略強化の必要性を感じる悔しい結果となった。

期間全体を通して厳しい戦いを強いられた今大会の中で、杉
浦の金メダル獲得は2大会連続獲得という快挙以上に、チーム
にとって今後につながる大きな価値のある結果であった。何よ
り、チームの力だけでは取れなかったメダルである。ここまで
尽力してくれたすべての選手たち、関係団体、スポンサーおよ
びサポーターの皆さまに感謝の意を表したい。

馬術　報告
2024年に開催されましたパリパラリンピック、日本パラ馬

術チームは東京大会に続く団体出場枠こそ獲得出来なかったも
のの個人2枠の出場枠を獲得し、協会が定める選考基準に基づ
きグレードⅡクラスに稲葉将選手と吉越奏詞選手を派遣致しま
した。

国際パラリンピック委員会及び国際馬術連盟が定める出場枠
獲得のレギュレーションでは、最終的には日本チームの出場の
可能性は2023年12月末時点での世界ランキング次第であり、
それに至るまで、各方面のご支援を頂き、ランキング対象大会
に参加をして参りました。結果、個人2枠の出場枠を獲得でき
たことは東京大会以前からの強化策が一定の成果をもたらせた
ことと認識し、改めて関係各位に感謝申し上げます。

共にオランダで繋養している各選手の馬と共に参加するこの
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大会、馬の健康管理や能力管理をしている各厩舎の協力のもと、
村外スタッフも含め12名（選手2名・スタッフ10名）で日本
パラ馬術チームは編成を行い、各人馬のコンディションに合わ
せ各々の方法で事前の調整を行い、8月30日に無事に人馬共
にパリ入りを行いました。

9月2日には馬の健康状態をチェックするインスペクション
が行われ、この段階で出場が止められる馬もいる中、無事に合
格となり、翌日の9月3日の個人規定戦に臨みました。

9月3日の個人規定戦グレードⅡクラスは9人馬のエントリ
ーとなり、今迄好調であった2選手への期待とは裏腹に稲葉将
選手＆HuzetteBH号は61.759％、吉越奏詞選手＆Javyro号は
61.724％という結果であり、稲葉将選手は8位、吉越奏詞選
手は9位という形で個人規定戦が終わりました。どんな状況・
状態でも最高のパフォーマンスを発揮するベーシックな技術の
習得が今後の課題と感じた次第です。一方で稲葉将選手が8位
入賞となり、入賞者のみが進出できる9月7日の個人自由演技
戦に進出することとなりました。

9月7日に行われました個人自由演技戦では稲葉将選手＆
HuzetteBH号は66.254％となり、規定戦に続き8位となり入
賞を得ることができました。東京大会は自国開催枠という追い
風の中、宮路満英選手が2種目入賞を果たしましたが、今回の
出場枠を獲得することが始めなければならない大会でも2種目
入賞を図れたことは今後のパラ馬術の未来につながる結果と感
じております。一方で先述しました通り、過去に獲得したハイ
マークをパラリンピックの場で発揮できなかったことは2028
年のロスアンゼルス大会、2032年のブリスベン大会に向けた
大きな課題であり、今迄の競技力向上策の成果と課題を冷静に
分析した中でこれからの戦略を作り上げたいと考えておりま
す。

今回の参加にあたり、日本パラリンピック委員会、そして多
くの団体・個人から手厚いサポートを頂け、特に日本パラリン
ピック委員会の皆様には事前・最中も含め、そして現地でもフ
ルサポートを頂けましたことはこれ以上無い選手への後押しと
なりました。選手推薦を無事に行え、本大会に無事に参加でき、
そして無事に終了する、そして入賞という一定の結果を残せる
ありがたさは皆々様方のサポートあってであり、この場をお借
りし御礼申し上げます。

ゴールボール（男子）　報告
まず初めに、この度男子ゴールボールチームの悲願であった

金メダル獲得という目標を達成できたことに対し、本大会に至
るまで選手各人及びチーム強化にご支援いただいた関係各所の
皆様に心より感謝いたします。

また、大会期間中含め男子チームをご声援いただいた皆様の
支えと応援の力があったからこそ、目標達成に向けチーム一丸
となり、これまでの取り組みを十分に発揮し最高の結果を残す
ことができました。

応援してくださった皆様のお陰だと心より感謝しておりま
す。金メダル獲得という目標に向け、努力を重ねてきた選手た
ち、それを支えてきたスタッフ陣の悲願を達成できたという喜
びはもちろんありますが、それ以上にご支援ご声援してくださ
った皆様に金メダルという形で恩返しできたことが何よりも嬉
しく思います。

支えてくださる皆様にスポーツを通じて元気•勇気•感動を伝
え、悔しさや喜びを共有し合えること、皆様の想いを背負いチ
ームは戦っているということを改めて学ぶことができました。

そして、このことがスポーツの価値だと実感することができ
ました。

東京パラリンピックの準々決勝で敗退し、パリパラリンピッ
クでは金メダルを獲得するという目標を掲げ取り組んできまし
た。特にフィジカル強化に重点を置き、信頼できるトレーナー
のもと選手たちは努力を重ね、世界で戦い抜くことのできる強
靭な身体を作り上げることができました。

また、オフェンス面とディフェンス面の強化においては選手
自身が研究とディスカッションを重ね、世界トップレベルのオ
フェンス力とディフェンス力を習得することができました。そ
して、日本男子チームの他国にはない強みとしてコート内の選
手が連携して攻撃をする多種多様なフェイク攻撃を完成させ大
会に挑むことができました。

予選リーグの1試合目と2試合目、どちらの試合も1点差で負
けるという2連敗からのスタートとなりました。しかし、どち
らの試合も取り組んできた内容が十分に通用していたことへの
手ごたえと、負けた原因が明確にわかり改善できる内容であり、
改善することにより次に対戦した時には必ず勝てるという自信
がチーム内にあったため、2連敗を決してネガティブに捉えるこ
とはなく予選の最終戦に気持ちを向けることができました。

予選最終戦を良い内容で勝利し、3位で予選を通過し反対プ
ール2位通過のアメリカとの準々決勝となりました。準々決勝
を突破することが今大会の一つ目の乗り越えるべき壁でした。
アメリカはこれまでと異なりチームのスタイルを変え、ディフ
ェンス力が安定したチームになっていました。アメリカへの声
援も非常に大きく、プレッシャーを感じる場面も多々あり緊迫
した試合となりました。その様な状況であっても選手とコーチ
陣は焦ることなく、やるべきことに集中し準々決勝の壁を乗り
越えることができました。この壁を乗り越えたことによりチー
ムの勢いは金メダル獲得に向けさらに加速しました。

準決勝で対戦した中国には、東京パラリンピックで敗戦して
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以降、一度も勝利できていない相手でしたが予選での十分な手
ごたえと、中国に勝つために研究し取り組んできたことに自信
があったため、負けるというマイナスなイメージがチーム内に
全くありませんでした。

準決勝は攻撃的な布陣でスタートし、開始早々から選手たち
は最高のパフォーマンスを発揮してくれ試合の流れを完全につ
かんでくれました。これまで自分たちが取り組んできたことに
自信を持ち正々堂々と戦う選手の姿、この大舞台に臆すること
なくフィードバックをするコーチの姿に、男子チームが真に強
くなったと確信のできた一戦となりました。この準決勝を6人
の選手全員がコートに立ち、それぞれの役割を果たしバトンを
つなぎ勝利できたことでチームの状態は決勝戦に向け心身とも
に万全な状態となりました。金メダルを絶対に取る。このチー
ムであれば必ず金メダルを取れる。という自信に満ち溢れた状
態で決勝戦を迎えることができました。

ウクライナとの決勝戦は2点を先制し、序盤の流れはつかめ
たもののディフェンス力が高いウクライナを崩し切ることがで
きず、2点を返され前半を同点で折り返しました。後半は大舞
台の経験も少なく予選のウクライナ戦で失点を繰り返した萩原
選手に守りの要であるセンターを託しました。日本とウクライ
ナの両選手とも、金メダルを取るという強い思いのもと必死の
プレーで一進一退の展開となり、レギュラータイムでは決着が
つかず、ゴールデンゴール方式の延長戦となりました。

延長戦には2023World Gamesのウクライナとの延長戦で決
勝ゴールを決めた佐野選手を投入し、必ず決勝ゴールを決めて
くれると選手たちを信じ見守りました。そして、佐野選手が決
勝ゴールを決め決勝戦を制し、初めて自力でつかんだパラリン
ピックで金メダルを獲得することができました。

この度、金メダル獲得という目標を達成できた要因として
「フィジカル強化・オフェンスとディフェンスの強化・強みの
確立」といったスキルを世界最高レベルに向上させたことはも
ちろんありますが、男子選手の以下の要素があったからこそ世
界一にたどり着くことができたと関しております。
・�常に物事をポジティブに捉え行動できること
・�1人では苦しいトレーニングや練習も仲間と支え合い、苦し

さを楽しさに変え取り組めること
・�自ら考え自ら行動し取り組めること
・�応援し支えてくださる方々への感謝の気持ちを常に持ち、結

果で恩返ししたいと思い取り組めること
以上のことが目標を達成できる要素だと選手から学ばせてい

ただきました。
ロサンゼルス2028パラリンピックでの2連覇に向け、現状

に満足せず高みを目指し、謙虚と感謝の気持ちを忘れず精進し
て参ります。

ゴールボール（女子）　報告
まず初めに、今大会に至るまで大変多くの方々にチームをサ

ポートしていただき、男女チーム共にパリの舞台で戦うことが
出来たことを心より感謝しています。また、大会期間中も日本
から、そして現地会場から多くのご声援をいただき背中を押さ
れました。改めて感謝申し上げます。

1.結果を踏まえた分析
今大会の女子チームの成績として、予選プールを3連勝して

1位通過しながらも、準々決勝と順位決定戦で敗戦となり、最
終順位6位で大会を終えた。予選プールの分かれ方でランキン
グ下位の国が集まるプールに入った事を考えると、今の日本の
実力がそのまま結果に表れたと捉えている。

日本が勝つためのポイントは守備力と位置づけ大会に臨んだ
が、予選、準々決勝ともに先制点を取られてからの苦しい展開
となることが多かった。試合序盤の入り方が不安定で相手の勢
いに押され、攻撃面守備面ともに本来のパフォーマンスを落ち
着いて発揮するまでに時間を要した事を考えると、緊張度のコ
ントロールや試合に向けたギアの上げ方など、心理面の弱さが
露呈したと考える。また、コンディショニング面でも試合に向
けて十分な準備が出来ていたとは言えず、今後さらに意識を高
めなければならない。

一方で最終戦のカナダ戦では0対0の時間が長く続き、日本
の持ち味である締まった試合運びが出来ていた。後半の1失点
は相手の投げた球も厳しい球であったため、その失点を敗因と
考えるのではなく、24分間の中で得点が取れなかった攻撃力
の弱さを今後の課題として取り組まなければならない。

また、大会前にチームの指導体制が代わり、渡航直前まで不
安定な状態のまま大会を迎えたことも結果に影響していること
は否めない。多くの人に支えられてなんとか本番を迎えたが、
本来であれば戦術をブラッシュアップし、3年間の取り組みの
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ラストスパートをかける時期に、一からチームビルディングを
行わざるを得ない状況に陥ってしまったことは、選手にとって
もスタッフにとっても精神的に苦しむこととなり、また本来す
べき事に取り組む時間も削られてしまった。

その中で、選手の主体性を重視し、スタッフが一方的に方針
を決める事を辞め、選手スタッフ互いの考えを同じテーブルに
並べて話し合いを重ねることで、新たなチームのあり方を模索
しながらの大会であった。選手自身が考え、発言し、実行する
ことが出来る環境は今後のチームの飛躍につながると確信して
いるが、より一層、選手一人一人の自律が求められる。

2.今後の取り組み
次の4年サイクルの中で、チームが最も重要視して取り組ま

なければならない事は攻撃力強化であると考える。
世界トップクラスの選手の攻撃に対して各国の守備が適応し

始めており、日本の攻撃力ではどれだけ戦術を立てて相手を崩
そうとしても、点が取りづらくなくなっている。また、日本は
ペナルティースローでの得点を武器として持っているが、対戦
国もそれを分かっているため日本戦ではペナルティーを出さな
いような戦い方をしてきており、流れの中での得点力が今まで
以上に求められる。

体格的に海外勢に劣る日本ではあるが、日本男子チームはフ
ィジカル強化で結果を出しており、今までのように球の強さで
は強豪国に劣ると言い続けているようでは、今後世界で結果を
残すことは出来ない。トップ選手、ユース選手ともにフィジカ
ル強化や投げ込みなどの基礎練習に取り組むとともに、海外留
学なども検討し、海外のトップ選手と共に練習する機会を作る
ことで世界に学び、強豪国に引けを取らない攻撃力を身に付け、
4年後ロサンゼルス大会での再起を図る。

スタッフの配置の面では、アクレの枚数に制限がある中で映
像撮影の人手が不足し、ベンチスタッフが試合直前にカメラス
イッチを押しに行かざるを得ない状況であった。パラリンピッ
ク以外の大会で人数をかけてサポート体制を整えたとしても本
番のパラリンピックでは同じ動きが出来ないという事を念頭に
おき、最低人数でのスタッフ配置を検討していかなければなら
ない。

また、大会運営の面でも他の大会以上に制限が多かったため、
チームの動きに混乱を招きかねない場面もあり、現場での交渉
など一定の語学力が求められた。テクニカルミーティングなど
限られた人しか入れない場での発言や交渉も必要となるため、
通訳に頼らない語学力をベンチスタッフが身に付けておく必要
がある。

今後のスタッフ編成において、ヘッドコーチ、アシスタント
コーチ、フィジカルトレーナー、ケアトレーナー、映像撮影、
情報分析、心理、栄養、通訳等、各専門分野の人員確保と共に、
複数分野を兼任できるスキルアップも図りながらチームの強化
を進めていく。

柔道　報告
視覚障がい者柔道日本選手団は、2024年8月30日から9

月10日までの12日間の派遣でした。試合は9月5日から7日
の3日間で、計6名の選手を派遣しました。5日にJ1クラス
48kg級の半谷静香選手が銀メダルを獲得しました。6日には
J1クラス73kg級の加藤裕司選手と70kg級の土屋美奈子選手
が初戦敗退（敗者復活戦なし）、J2クラス73kg級の瀬戸勇次
郎選手と57kg級の廣瀬順子選手の2人が金メダル、70kg級の

小川和紗選手が銅メダルを獲得しました。
本強化体制は2023年7月に発足し、目標に「金メダル獲得」

を掲げ、強化方針を「集中と選択」として、日本選手、海外選
手の現状を把握し、メダルが獲得できる可能性のある選手を集
中して強化する方法を採用しました。それまで予定されていた
月1回の全体合宿を全面的に中止し、選手個人にスポットを当
てた個別分散合宿に切り替えました。また各選手の普段の練習
環境におけるパーソナルコーチやメンターとのコミュニケーシ
ョンを密にし、メダルを獲得するためのメンタリティ、フィジ
カル、テクニックがしっかりと選手に定着するように質の向上
と量の確保を具体的に行いました。

加えて2024年に入りクラス分けでNEになった選手が多く
いたことも重なって当初のメダル獲得目標を大きく上回りまし
た。金メダル2個、銀メダル1個、銅メダル1個という成績は、
28年ぶりの好成績です。ただしJ1クラスの2階級において二
人の選手が緒戦敗退という結果は強化体制の全盲選手に対する
視覚障害者への理解不足、経験不足から強化に課題が残る結果
であると推察します。

パリHPSCサポート拠点では、試合までのコンディション
作りを中心に試合の日まで連日、朝9時から夜7時過ぎまで1
日10時間の滞在をさせていただきました。特に昼食、夕食が
日本食で摂れたことと、トレーニングとリラックススペースが
減量のある選手にとって大きな助けとなりました。

パラリンピック競技もオリンピック競技も選手とコーチの関
係性は同じで信頼関係の上に成り立っています。パラリンピッ
クだけが特別ではなく、選手の強化・育成と同じようにコーチ・
スタッフの育成も同時に進めなければいけません。2023年7
月に体制が代わったこと、代わった体制も視覚障害者理解が足
りないこともコーチ・スタッフの育成ができていなかったこと
が原因です。日本視覚障害者柔道連盟の中長期目標としてコー
チ・スタッフ育成において具体的に整理して実践していく必要
のある課題と判断しました。
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パワーリフティング　報告
1.参加者

世界のパラパワーリフティングはここ2,3年で素晴らしい成
長を遂げている。その中で日本の選手たちも成長を続けてはい
るが、パリパラリンピック参加に関しては世界を超える成長を
達成できなかったと反省を込めて報告せざるを得ない。参加選
手は107㎏級の佐藤和人、一人。187㎏の自己記録を超えるこ
とを目標にパリ入りした。吉田進は団長兼コーチとして帯同。
土居優太トレーナーは村外スタッフとして同行した。

2.選手村
既存施設を可能な限り活用した選手村の環境は素晴らしかっ

た。宿泊に関しては100㎏を超える選手と監督が同室というこ
とだったが、多少無理を言って別室としてもらった。選手同士
ならまだ我慢ができるが巨大な役割の違う二人が狭い部屋では
ストレスが多かったので大いに助かった。

トレーニング施設は選手村の中にあり、広々としたスペース
に27台のベンチセットが置かれ、気持ちよく練習が出来た。
佐藤選手は過去最高の仕上がり状態でパリ入りしたが、試合5
日前に腰が痛いと言い出し、土居トレーナーがHPSCとJPC
の施設で丁寧なケアを行ったが、完治はしなかった。痛みの理
由も明確ではなかった。

3.競技会場
選手村からバスで15分のラ・シャペルの大会セッティング

は素晴らしかった。360度どこからでも試合が見られるように
デザインされたステージ、キャパシティー6500人の観客席、
観客をどんどんあおるアナウンサー。選手が成功しても失敗し
ても同じように盛大にたたえてくれる観客の声。選手ラウンジ、
アップ場、コールルームもわかりやすく配置され、選手は会場
の中心部に設置されたステージで試技を行った。

4.大会での戦い
佐藤選手は「腰の痛みは試技に影響ない」と言うものの、第

一試技は安全に175㎏とし、これを軽く成功。第二試技は国際
大会での自己新記録となる183㎏。これを押し切るが左右にぶ
れて赤判定。第三試技も同重量への挑戦。同じように押すもの
の、左右の不安定さで惜しくも赤。本来は190㎏を超えること
を目標としてきたが、それは達成できなかった。同じクラスの
ウズベキスタンの選手は重量選択を誤ったようで、スタート重
量から一回も白判定をもらえず失格。この結果、佐藤は8位入
賞を果たすことが出来た。

5.気迫
世界のトップレベルの気迫というか気合は男女ともに素晴ら

しかった。例えば女子61㎏級。中国の選手がすごい集中力を
発揮して自己記録を5㎏伸ばす140㎏に成功。ところがそこに
世界記録保持者のナイジェリアの選手が優勝と世界記録を同時
に達成するために150㎏に挑戦。無謀とも思えたが、信じられ
ないほど集中して完璧に上げきってしまった。もちろん観客は
大騒ぎ。さらに大騒ぎをしたのは近くにいたナイジェリアのコ
ーチや同僚たち。チーム全員で強烈な集中力を見せてくれた。
選手のレベルが上がるのはこういう猛烈な、前向きな、精神力
だと再確認出来た瞬間だった。

6.ロスに向けて
日本チームにとっては決して喜ばしい結果ではなかった。ロ

スに向けて4年間の強化策を見直し始めている。その柱は3本。
（1）海外のトップレベルから学ぶ
（2）日本のコーチ力のアップ
（3）�チーム力のアップ（アントラージュの充実化、選手とコー

チの良いコンビネーション、動作解析のレベルアップなど）
海外にはドーピング疑惑のあるチームもあると聞く。IFとの

連携を良くし、正しいトレーニング理論を持った国々とのコラ
ボが重要になると考えている。選手村に滞在中2、3か国のコ
ーチとの会話は可能であった。

ローイング　報告
1.大会の選手・役員の選考

4月19-21日に韓国・チュンジュで開催されたアジア・オセ
アニア予選にて1位となり、出場権を獲得したPR1男子シン
グルスカルの森卓也選手と、派遣スタッフ（割当数2名）とし
てハイパフォーマンスディレクターの佐原英行と専任トレーナ
ーの三木孝太を派遣することになった。

2.レース結果

種目 氏名・所属 成績

PR1　M1x
森　卓也
養和会／CHAX	
パラアスリートチーム

総合8位/参加11クルー
予選	 10:19.75　5着
敗復	 10:23.78　4着
決勝B	 10:37.74　3着

3.総評
日本としてパラリンピックでの最高順位である8位入賞を果

たした。一方で目標としていたA決勝進出、6位入賞は達成で
きなかった。敗者復活は2着までが決勝A進出だったが、2着
のイタリアとは約1分、3着のドイツとも50秒弱のタイム差
があり、大きな隔たりがあった。決勝Bではドイツ、スペイン
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に次ぐ3着だったが、決勝Aに進出したイタリアが規則違反で
除外となったため、最終順位が一つ繰り上がり、総合8位入賞
となった。

1日目の予選レース後より右肘の痛みが出始め、トレーナー
のケアやJPC本部の医療チームのケアを受けながら、2日目の
敗者復活と3日目の決勝Bを漕ぎ切った。2日目はほぼ無風の
水面コンディションだったが、同様の水面コンディションだっ
たアジア・オセアニア予選の決勝タイムと比較すると、40秒
以上遅くなっている。右肘の痛みが大きくパフォーマンスに影
響していたのではないかと考えられる。

要望していた通りの役員人数、渡航日程、選手村での部屋割
り（他競技との共有なし）で調整がなされており、過度なスト
レスがない環境で競技日を迎えることができた。特に今大会よ
り自費でのビジネスクラス利用での渡航が認められるようにな
り、長時間のフライト中に下肢が硬直してしまい、現地到着後
の回復に数日間を要していた森選手にとって、大きな助けにな
った。また、前年11月に実施されたNPC Visitにて念入りに
選手村周辺の環境や空港や競技会場との位置関係・距離感を確
認できていたことで、安心感をもって現地入りできたことも落
ち着いて競技準備を進めることにあたって助けになった。

JSC村外サポート拠点には、フリースペースに現地業者よ
りレンタルした陸上トレーニングマシン（ローイングエルゴメ
ーター）を設置して、練習期間中も競技期間中も利用した。村
外スタッフ（派遣種目コーチと所属先トレーナー）との打ち合
わせやケアも落ち着いた環境で行うことができた。

選手村内で唯一困ったのは、選手村内での車いすによる移動
の負荷が高いことだった。居住棟から食堂に行くにも、競技会
場行きのバス乗り場に行くにも、村外サポート拠点に向かうに
も、まとまった距離と高低差があり、競技におけるパフォーマ
ンスに影響が出ることが懸念される程度だった。TOYOTA社
が提供していた着脱式車いすサポートギアは有効だったが、選

手村内でのシェアリングの運用が上手く機能しておらず、今大
会での活用は難しかった。

競技会場は選手動線を上手に設計してあり、特段の問題はな
かった。顔なじみのIFの大会役員や他国の選手・スタッフが
揃っていて、毎年開催される世界選手権と同様の環境、同程度
の緊張感だった。

選手やスタッフの一部にとって初めてのパラリンピックであ
り、選手村の各種施設や開会式など、「パラリンピックならで
はのもの」にあえて積極的に訪れたり、参加したりした。世界
中から集まる各国の選手や普段接点のない自国の他競技の選手
と、選手村という一つの空間でともに過ごすことは、パラリン
ピックの大きな楽しみであり、人生の糧になることでもあり、
パラリンピック自体の意義の一部である。一方で、競技パフォ
ーマンスのことを考えると、例えば競技会場に近い分村に滞在
したりして、競技に専念できる環境に身に置くことが正解に近
い。初参加のパラリンピックで目覚ましい競技結果を残すこと
は、基本的には難しいことで、選手もスタッフも一人ひとりが
4年に1度しかない大舞台の経験を重ねながら、徐々に競技パ
フォーマンスに集中するようになるものだと考えている。

末筆になりますが、日頃当競技を支えていただいている、協
賛先様、JPSA/JPCをはじめとするご関係の皆様、当協会の
皆様のお陰で無事パリ大会を終えることができました。心より
感謝申し上げます。

射撃　報告
パリ2024パラリンピック競技大会では、日本代表選手、そ

してスタッフ達が“One Team”として一丸となり、競技の発
展と日本パラ射撃界に新たな1ページを刻む大会となりまし
た。

1.水田光夏選手の活躍と日本パラ射撃史における意義
水田光夏選手は、10mエアライフルSH2伏射種目で見事に

銅メダルを獲得し、日本パラ射撃史上初となるメダル獲得とい
う快挙を成し遂げました。決勝戦でもいつもの落ち着いた感じ
で集中し、他国の強豪選手たちと互角に競り合い、また、決勝
の雰囲気にも負けずに楽しんでいるようでした。この結果は、
これまでの努力の結晶であると同時に、日本のパラ射撃界の未
来に大きな希望をもたらしました。　

水田選手の成功は、ほかの選手たちに大きな励みとなるだけ
でなく、国内の競技環境の改善や若手育成プログラムの重要性
を再認識させる機会ともなりました。また、メディアを通じて
広く注目を集めたことで、パラスポーツ全体の認知度向上にも
寄与しました。
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2.�瀬賀亜希子選手：4度目のパラリンピック出場とベテランと
しての役割
瀬賀亜希子選手は、10mエアライフルSH2伏射種目に出場、

4度目のパラリンピック出場となる瀬賀選手は、結果こそメダ
ルには届きませんでしたが、その競技力と精神力は選手たちの
模範となるものでした。

特に、競技場や宿舎での会話やアドバイスを通じて、チーム
内で重要な役割を果たしました。彼女の豊富な経験は、チーム
全体の士気向上に寄与しました。瀬賀選手の存在は、日本パラ
射撃チームにおいて「競技力」と「リーダーシップ」の両面で欠
かせないものとなっています。

3.岡田和也選手の初出場：新しい挑戦と今後への期待
岡田和也選手は、男子10mエアライフルSH1伏射種目、

50mライフルSH1伏射種目と2種目でパラリンピック初出場
を果たしました。事前キャンプ中にコロナに罹患し思うように
トレーニングができなかった中、本戦では安定した得点を重ね、
今後の国際大会でのさらなる飛躍が期待されるパフォーマンス
を見せました。

真摯に射撃に取り組む姿勢、他国の選手との交流を通じて得
た経験は、彼自身の競技力向上だけでなく、日本代表チーム全
体の国際的な競争力を高めていくことと思います。

4.今後の課題と展望
今回の大会では、日本代表選手の技術力の向上が明らかにな

りましたが、同時に、世界トップレベルとの差を埋めるための
課題も浮き彫りとなりました。

（1）競技環境のさらなる整備
ライフル射撃は精密機器を使用する競技であり、選手個々の

用具（銃・弾）や装備、練習施設の質が結果に直結します。個々
に合った用具の選定、選手が安定して練習を続けられる体制を
強化する必要があります。

（2）若手選手の育成
水田選手のメダル獲得を契機に、国内での競技人口拡大と若

手選手育成プログラムの強化が重要です。特に若い世代からの
育成を通じて、国内全体の競技レベルを底上げすることが求め
られます。

（3）メンタル面のサポート
国際大会特有のプレッシャーに対処するため、日常的に心理

的サポートの充実が不可欠です。専門家の支援を受けながら、
選手が安定したパフォーマンスを発揮できる体制を整えること
も大きな課題の一つです。

5.結論
パリ2024パラリン

ピックにおける成果
は、個々の選手の努力
とチーム全体の結束
力、そして周りでサポ
ートをして下さった皆
さんの賜物です。特に
水田光夏選手の銅メダ
ル獲得は、日本パラ射
撃の新たな歴史を築く
ものであり、競技の発
展に向けた大きな一歩
となりました。

今後は、今回得た経験を基に、競技力の向上と競技環境・体
制の整備を進めていくとともに、本大会で得た成功と課題を活
かし、ロサンゼルス2028パラリンピックに向けてさらなる成
長を目指します。

この大会に関わって下さった全ての人に感謝申し上げます。
ありがとうございました。

水泳　報告
1.チーム目標

メダル目標は身体金2・銀3・銅3、知的金1・銅2、合計で
金3・銀3・銅5を目標に、大会6か月前に選考し代表選手に対
する強化を行った。チームのスローガンとして「熱狂」を掲げ、
無観客になった東京大会で起こせなかったムーブメントを巻き
起こす目標を掲げた。

結果として金3・銀
3・銅6とほぼ目標通
りの結果となった。身
体は目標メダル数を達
成することができ、知
的は金の目標こそ届か
なかったが、メダル2
個を獲得した。また、
新たなメダリストが3
名誕生（窪田・木下・
辻内）したことも今大
会のチームの成果であ
る。

2.総評
東京大会を機にNTC-Eastが整備されたことにより、強化拠

点としての機能を集約して強化を図って来た。前年の世界選手
権では知的障がいクラスでは金メダルを獲得したが、身体障が
いクラスでは金メダルを獲れなかったことから、この拠点に日
常のトレーニングを指導するコーチを常駐させ、トレーナー、
栄養、バイメカの専門家を配置し、高度なトレーニング環境を
構築した。パリまでは強化拠点の機能を維持させたことが、今
回の成果を導いた要因として分析している。代表のチームスタ
ッフにも日常から関わっている各分野のスタッフに入ってもら
うことで、日常のトレーニング環境をそのまま代表チームに落
とし込むことができた。また、併せて知的障がいクラスのメダ
ルポテンシャルアスリートに対する個別合宿や地元訪問、練習
視察等、コーチとの連携も図ってきた。それにより、日常練習
と代表チームの一貫した強化体制が構築できたと言える。
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3.次回大会に向けて
パリ大会での成功要因をLA2028に繋げるためには、現在

の強化拠点の機能を維持しつつ、よりハイパフォーマンスな体
勢の構築が必要である。そのためには、LA2028サイクルを留
まることなく強化し続けられるよう固定したスタッフの配置が
必要である。JPCの専任コーチ制度が毎年予測しにくいこと
から、この制度に頼ることが大きなリスクにもなっている。ま
た、東京大会以降はスポンサーも半減していることから、独自
に新たな手段や制度の構築に取り組むことが必要となって来て
いる。安定したメダル獲得を目指すために、複数のメダルを獲
得するマルチメダリストの育成も重要である。2026年には愛
知・名古屋アジアパラが開催されることから、幅広いクラスで
の選手育成を行い、アジアパラからLA2028につながる選手育
成を前提とした強化活動を計画していくことが必須である。

最後に、この度のパリ2024パラリンピックに向けて、関係
の皆様には多大なるご支援とご協力を賜りました事、心より御
礼申し上げます。有観客の熱狂的な声援を受けた今大会は、人々
の行動変容に繋がるきっかけを作ってくれたと確信していま
す。その一員として水泳チームが貢献できた事は、真の共生社
会に繋がる一助になれたと感じます。今後もパラスポーツの発
展に寄与して行けるよう、引き続きご厚情を賜りますようお願
い申し上げます。

卓球　報告
（身体）

8月29日から9月7日まで行われた本大会において、肢体不
自由者卓球競技は男子シングルス5名（クラス4・2名、クラス
7、クラス9、クラス10）女子シングルス1名（クラス8）、ダ
ブルス3組（男子クラス8、男子クラス18、混合クラス17）が
出場し、シングルス4種目入賞、ダブルス1組入賞という結果
となった。強化プランにおける目標はシングルス・ダブルス種
目ともにメダルと掲げていた為、目標を達成することができず
大変不本意な結果で終わってしまったといえる。

大会に備え7月11日を皮切りに事前合宿を計4回行い出場
各クラスにおける対戦相手のビデオ分析対策を行いつつ母体コ
ーチの協力のもと練習を重ねた。大会には出場が叶わなかった
国際大会派遣選手も大会事前合宿に招集し、練習相手として技
術練習やビデオ分析に協力を求め目標達成に向けて共に士気を
高めていった。また、パラリンピック競技大会という特別な大
会における準備として「チームの心得」のしおりを作成し、現
地で必要な基本情報や試合までに必要な心技体智の準備に対す
る注意等をまとめて事前ミーティングを行った。個人競技であ

るとはいえ参加選手やスタッフアクレディテーションが限られ
ている中でクラスの異なる選手同士での練習をする必要もあ
り、互いの協力は不可欠である。『挑め、自分史上最強。』のス
ローガンを達成するべく卓球チームJAPANの醸成に取り組ん
だ。

パリへは大会3日前に到着し現地調整を行った。大会側より
公式練習時間の通達があり、その時間帯のみでの練習となった
が、本会場での練習も行い選手全員が本番の卓球台および会場
の雰囲気の中で練習することができた。パラリンピック競技大
会の出場経験のある者とない者がいたが、パラリンピックとい
う独特の雰囲気の中で「いつも通り」のパフォーマンスを発揮
するために必要な準備を食事時やケア等何気ない時間の中で伝
えていった。

大会はダブルス種目から始まり、初戦はほぼ全選手が緊張し
た面持ちで会場内の声援や盛り上がりの歓声に多少なりとも動
揺し「いつも通り」の実力が出せたとは言えないと感じた。気
持ちを切り替えて臨んだシングルスではベスト8決定戦から始
まったが、勝利することができなかった選手は良い心理状態で
試合に入ることができ格上選手に対して善戦したが力及ばず
となってしまった。準々決勝に進んだ4名の選手は対策練習の
効果もあり、心の動揺もなく戦うことができたが、メダル決定
戦においてあと一歩のところで勝利に繋げることができなかっ
た。

メダルを目の前にして手にすることができなかったことが大
変悔やまれるが、その敗因として、海外選手と比較すると日本
人選手は緊張感の高まる試合でのパフォーマンス発揮が苦手な
印象がある。諸外国選手は注目される試合や歓声の多い試合で
の自身の乗せ方がとても上手だと感じるが、日本選手はそれに
反比例して萎縮してしまう。ここからの脱却を図りたい。メン
タル面の強化は大会事前合宿からの短期決戦では難しく、日常
からの継続強化が重要であるとつくづく感じた。心のバランス
が崩れることで選手が積み上げてきたパフォーマンスを発揮で
きないことがないよう、今後の強化プランで改めて立て直し
ていきたい。また車いす、立位ともにクラス上位（C4-5, C9-
10）になると諸外国選手と比較して体格差が顕著となる。骨格
の違いはやむを得ないが、それを補うための筋力トレーニング
や体づくりのための栄養指導にさらに取り組み、技術や戦術に
繋げられるよう計画的に進めたい。

事前合宿期間中よりJPCの方々には激励していただき、大
会期間中も村内外で素晴らしい環境を提供していただいた。選
手たちがパフォーマンスを発揮できるようリラックスできる環
境を整えていただき心から感謝している。次回パラリンピック
では目標を達成できるよう選手・スタッフ一丸となり尽力して
いきたい。
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（知的）
今大会では女子で初の金メダル獲得、同時に銅メダルも獲得

でき、歴史に残る大会となりました。代表権を獲得するまで苦
しい戦いを乗り越えて女子2名、男子1名が出場権を獲得する
ことができ、“メダル獲得”の目標に対して結果を残せたこと
は、選手の努力だけでなく様々な方のサポートのおかげだと感
じております。

現地では、試合の準備を十分に行うことができた状態で試合
に挑めたことが結果に大きく影響していると感じています。初
出場の和田選手は思い切りの良いプレーを発揮し見事優勝、東
京大会の経験があるパラリンピック2回目の古川選手も悲願の
銅メダル獲得、3大会連続出場を果たした竹守選手、3選手と
もが素晴らしいプレーを発揮してくれました。また、コンディ
ショニングトレーナーの方にも帯同いただけたことで選手、コ
ーチとも非常に心強く、練習や試合に集中できました。

なにより選手の背中を押してくれるような心温かい応援を
日々届けてくれた会場の観客の方々に感謝しております。初め
は大きな歓声に圧倒され、選手も緊張感が増している様子でし
た。試合が始まるまでの期間に観客の声援を感じ、慣れていっ
た結果、選手の勢いもついてきて歓声をパワーに変えてプレー
できていたのではと感じています。

選手のコンディショニングは、個々に合わせた状況で試合ま
でに完成度を高めて準備できていました。和田選手の初戦は初
めてのパラリンピックということもあり、プレーを見ていても
非常に緊張している様子が伝わってきました。準決勝の世界ラ
ンキング1位の選手との対戦では、直近の大会で負けていたこ
ともあり重点的に対策練習に取り組んでいました。終始向かっ
ていく気持ちが前面に出ていて、和田選手の良さを出し切れた
試合だったと感じています。決勝では初めて戦う選手でありま
したが、落ち着いた姿勢で取り組むことができ、見事優勝を果
たしてくれました。初戦から試合前に涙することも多くありま
したが、選手自身切り替えて試合に挑む調整ができていたと感
じています。日頃からパリパラリンピックへの調整準備ができ
ていたからこその結果だと思います。

古川選手の準々決勝は何度も対戦している選手だっただけ
に、非常に緊張している様子が見て感じられましたが最後は落
ち着いて押し切ることができ、準決勝の相手は東京パラで優勝
している選手でした。粘りが得意なカットマンという戦型で、
終始慌てることなく粘り続けることができていました。相手も
焦りを見せるほどの接戦でありましたが、最後は相手のペース
に持ち込まれ、敗戦となりました。結果銅メダルではありまし
たが、「自分の中では金メダルです」という選手のコメントを
いただきました。準決勝で敗退した後もすぐに切り替え、和田

選手の決勝を全力で応援している姿を見て、この悔しさを乗り
越えて今後チャレンジしてほしいと思います。

竹守選手の初戦は世界ランキング1位の選手と対戦でした。
直近の大会でも負けている選手でしたが直前まで相手を意識し
た練習メニューに取り組み、試合に対する事前準備はできてい
ましたが相手の勢いにのまれ、敗退となりました。世界最終予
選で優勝者のみ代表権を獲得できる、というなか非常に困難な
状況でありながらも獲得した代表権でした。パリパラリンピッ
クに出場する過程をみて、竹守選手の努力が報われたと思いま
す。

今後はこの結果が途切れることなく、さらに良い結果を出せ
るように強化に努め、今大会の良い流れを若手選手にも引継ぎ、
良い流れを受け継いでいきたいです。また、少しでも多くの方々
に知的卓球を知り、認知していただき、選手の頑張りや知的卓
球の楽しさがより多くの皆様に伝わるといいなと思っておりま
す。

最後になりましたが、JPCの皆様、関係者の皆様には現地
のみならず大変お世話になりました。たくさんのサポートがあ
ってこその今回の結果だと感じております。ありがとうござい
ました。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

テコンドー　報告
パリ2024パラリンピックは2024年8月28日に開会し、テ

コンドー競技は8月29〜31日の3日間の日程で実施された。
テコンドー日本代表選手として田中光哉（男子-58㎏級）、工藤
俊介（男子-70㎏級）の2名が出場した。また日本選手団スタ
ッフとして作田武俊（監督）、大出剛太郎（トレーナー）の2名、
村外スタッフとして山本健盛（コーチ、練習パートナー）、村
上亨來（コーチ、練習パートナー）の2名が参加した。

テコンドー競技初となる、メダル獲得を目標として掲げ今大
会に臨んだが、工藤俊介が5位入賞、田中光哉が7入賞とメダ
ルを逃す結果となった。

以下、今大会における選手選考、スタッフ選考から事前準備、
大会を通しての総括を報告する。

選手2名は、世界ランキング6位以内でのパリ2024パラリ
ンピック出場権を獲得したため、当協会が定めた「パリ2024
パラリンピック日本代表選考基準」に基づいて選考された。

スタッフは、現場での総務と競技のコーチングを担当可能な
作田武俊を監督として選出、怪我リスクが高い競技のためトレ
ーナーが必須であり、選手のコンディションに理解が深い大出
剛太郎をトレーナーとして選出した。

また、村外スタッフとして、ヘッドコーチの山本健盛を広報
兼大会前練習パートナー役で選出。男子担当コーチの村上亨來
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を、映像分析スタッフ兼試合前日選手のサポート役として選出
した。

事前準備としては全5回の強化合宿と2度の国際大会出場を
軸に強化を行った。

JISS-NXを用いた映像分析を基に戦略を立案し、合宿では対
戦国の対策に多くの時間を費やした。

対戦予想国の欠損情報、構えの方向、得点・失点パターンを
分析し対応策の反復連練習を行うとともに、オリ選手を練習パ
ートナーとして招聘し実戦練習やスパーリングでの戦術確認を
行った。

最終合宿以降は、心身の調整を最重視した。格闘系の種目で
もあり、従来は試合に向けて緊張感をつくっていくことが多か
ったが、今回は大会や自身のパフォーマンスを楽しむことをテ
ーマに掲げ、リラックスして本番を迎える雰囲気づくりを心掛
けた。

選手村入村以降も、有意義な準備が行えた。テコンドー競技
は村内に専用練習場があり、移動の手間なく練習を行えた。

また、JSCの村外拠点がコンディショニングの上でとても
有効であった。主に交代浴を利用し、疲労の回復と減量を同時
進行で行え、選手の心理的にもリラックスできたとの声が上が
っていた。加えて、日本食の提供も栄養面、減量面で助かった。

大会初日となる8月29日は男子-58㎏級のトーナメントが
行われ、田中光哉が出場した。初戦のネパールには19-3のス
コアで大勝したが、続く準々決勝ではアゼルバイジャンに5-6
の1点差のスコアで敗退、続く敗者復活1回戦もスペイン相手
に7-8のスコアで敗退となった終盤に粘りを見せるも追い上げ
が届かなった。

翌30日の大会2日目は、男子-70㎏級のトーナメントに工
藤俊介が出場し、準々決勝にて、最終的に今大会の銅メダルを
獲得したアルゼンチンに延長の末勝利するも、準決勝ではトル
コに10-15で敗退。その後の3位決定戦ではメキシコに3-5の
スコアで惨敗しメダルを残した。

両選手ともに、発パフォーマンスは過去最高のものであった
が、メダルにあと一歩及ばずであった。ポジティブに捉えるの
であれば、前回東京大会から1つずつ順位が上がり、敗退した
試合の内容も接戦であった。しかし、接戦を落としメダル獲得
を逃した事実は大きい。

ディフェンス面の戦略は機能しており、対戦国の攻撃を封じ
る作戦通りのパフォーマンスを発揮することができたが、オフ
ェンス面でのバリエーションの少なさが敗因であった。

また、東京大会以降の中期的計画な部分の反省点として、今
大会に向けてパラリンピックランキングでの出場権獲得を目指
し国際大会出場を最優先としたことで、腰を据えての強化期間
が少なくなってしまった事があげられる。

今大会に向けての3年間の計画としてシード枠での出場を権
獲するなど成功した部分もあるが、ロサンゼルス2028パラリ
ンピックに向けては国際大会の出場と合宿などの強化のバラン
スをより綿密の計画する必要がある。

今大会の反省を活かし、ロサンゼルス2028パラリンピック
ではパラテコンドー競技日本初のメダルの獲得をする。

トライアスロン　報告
1.出場枠の獲得

男子3名、女子1名が出場枠を獲得し出場した。そのうち男
子1名、女子1名がランキング上位者に与えられる国別出場枠
で、残る男子2名はバイパルタイト選出枠での出場となった。

パラリンピック・クオリフィケーションランキング（PQR）
のポイント対象大会は2023年7月1日から始まり、当初は前
者枠で4名程度、後者枠で2〜4名程度獲得できる可能性を考
えていた。しかし、最も高いポイント設定の2023年世界選
手権で多くの選手が入賞を逃しポイントを取りこぼしたこと、
2024シーズンに入ってからコンディション不良が長引き想定
していた結果を残せなかった選手がいたことなどから、上述の
出場枠の獲得に留まることとなった。

これまでも通常ランキングより世界選手権での結果が選手の
競技力を反映しており重要と考え、毎年の世界選手権で結果を
残すことを目標に計画を立てそれに即した活動を実現させるよ
うにしてきた。PQRの対象に関わらず目標とする大会で目標
とする結果を残すこと、各大会に設定した目標に対して相当の
結果を残せることが必要である。もちろんコンディション不良
も大きな要因ではあるが、今回はそれを実現してこられなかっ
たことが、当初想定していた出場枠を確保できなかった理由と
考える。

2.大会へ向けた準備
当該シーズンに入ってコンディション不良が続いた選手に加

え、直前（約2か月前）にコンディション不良に陥った選手が
いた。それでも各選手とも当初から掲げていた各自の目標に向
かって可能な活動は継続できていたため、スタッフを分散させ
て各選手に応じた事前合宿等を組み本大会へ臨むこととした。
チームとしてその時可能であったサポートは実施できたと考え
る。一方、選手、スタッフが分散したことで、チーム内の切磋
琢磨や士気の向上、スタッフによる集中的なサポートなどが不
足し、チームとして戦う準備が整えられていなかったかもしれ
ない。また、スタッフ不足は否めない。異なるクラスの選手が
いればトレーニング環境、内容も考慮する必要がある。以前か
ら課題であったがそれに対応できるだけのスタッフを充当、育
成できず、今後一層、地域やオリ・パラ・マルチの連携を進め



− 57 −

る取り組みや、他競技との協力を含めて考える必要がある。
渡仏後は、オリンピックチームの活動をサポートした現地在

住スタッフと海外在住スタッフがチームに加わった。そのスタ
ッフらのサポートやオリンピックチームからの情報があったた
め、パリ近郊で実施した事前合宿や選手村入村後でも、選手・
ガイドのストレスを最小限に抑え調整ができていたと考える。
事前合宿地はオリンピックチームからの情報をもとに、現地在
住スタッフを中心に1年前のテストイベントやNPC Visitから
下見、確認、交渉を進めてきていたため不自由なく進められた。

3.レース結果
金メダル1を含む複数メダルの獲得とその選手らを含む入賞

4の目標を掲げて臨んだが、メダル0と入賞1の結果に終わった。
世間でも会場となるセーヌ川の環境に注目が集まっていた

が、選手からは水流に対する意見以外は出なかった。その水流
への対応について、IFの事前説明会の際に従来通りのプランA
と水流の影響を少なく変更するプランBが提示された。渡仏時
には後者の可能性が高いと考える選手が多いと感じていたが、
実際はプランAで実施された。また、当初2日間のレース日が
1日間に、レース実施予定日の当日早朝に翌日への延期が決定
されるなど、どの国の選手にとっても同条件ではあるが、特に
心理的な準備に影響を及ぼす幾つかの要因が生じた。コンディ
ションに不安なくしっかりとテーパリングまでできていた選手
にとっては、レース遂行にさほどの影響とはならなかった一方、
不安を抱えていた選手には大きな負の影響となっていたことは
否めない。しかしながら、今回は出場枠を獲得する前から直前
のコンディショニングの善し悪しがそのまま結果に反映された
と考えられる。本大会で各選手が目標を狙えるトレーニングが
できる状態であったか、全てはそこに集約される妥当な結果と
考えるべきだろう。

最後に、本大会へ派遣いただいた全ての関係者方々、対応や
判断が難しい環境の中レース実施へ導いていただいた全ての関

係者方々、一緒に本大会を目指してきた全ての選手、スタッフ、
関係者方々に心より感謝申し上げたい。

車いすバスケットボール（女子）　報告
本大会前に事前合宿をオランダで行い、時差等の環境への対

応と、世界ランク1位のチームとの練習試合を2試合行い、最
終調整をしてから入村した。

選手村では、生活環境に問題はなく、練習会場が選手村内に
あったことは非常に利便性が高く、時間調整等がしやすかった。
また、食事面でも選手村の食堂のみならず、村外拠点の活用や、

「味の素」様のサポートで体調管理しやすい状況であった。
試合においては、次のゲームプランで臨んだ。
<パリパラリンピック　ゲームプラン>

（1）ディフェンス　50点以内
・�コンタクトの強度を上げる（特にボールマンの動きを止める、

バナナカーブ）
・�ディフェンスポジションの精度をあげる（インライン、ホイ

ルポジション、ボールカットに手を出さない）
・�マークマンレシオの確認（マッチアップ60ランナー30ヘル

プ10）
・�オフェンスの戦略を読む（スレット、展開、スコアラー）
・トランジション（特にターンノーバーしたとき）
・ファールを怖がらない（バスカンでなければFTの方が良い）
・40分間コンタクトし続ける。
・�オールコートマンツーマン（No.コール早く、一人1枚、マ

ッチアップ）
・�シャドウ（ラインができたらシャドウ、ラインを崩してコン

タクトに行かない）
・カップ（両サイドを簡単にキーに降ろさない）
・�キー（2on2が基本、ピックにかかる時にヘルプ、ヘルプと

ベースの受け渡し、4tnマンは慎重に、45がジャンプ）
・�BOX OUT（ボールよりマークマンセカンドチャンスを渡さ

ない）
（2）オフェンス　60点以上
・�フリーショットを優先
・�プレスブレイク（インバウンダーとの距離をあける、クロス

してピックアウト、中央を開ける、オフボールにクロス）
・�セットプレーの積極的導入（UCLA CUT、HORNS、SPAIN 

PIC、X、ドイツ、オージー、GB、スプレッド　アイソレー
ション、インバウンド時のセットプレー、リードの指示を速
やかに、リードにボールを早く渡す）

・�ピック＆ロール、シール、スクリーンロールの精度向上（し
っかり掛け続ける。ピッカーに使ってもらってから動く）
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・�クロッシングとピックアウトの徹底（スペースが十分確保で
きるまで我慢）

・�シュートフェイクの活用（ジャンプアップを翻弄する、アウ
トナンバーを作る）

・バスケットに向かう強い姿勢（ディフェンスを怖がらない）
・ピックアウトしている時は、3on3、4on4で攻めきる
・3Pアテンプトを効果的に
・ターンノーバー9本以下

<試合結果>
（1）予選リーグ
・対NED　34−87

「オフェンスでショットの確率が上がってこない苦しい展開
になったが、ターンノーバーが10本とミスの少ない攻撃が
出来ていた」

・対GER　55−67
「前半は10点を追いかける展開。後半はリズム良くし点差
を詰ことができた。TOを17個取るなどディフェンス面が良
いゲームだった」

・対USA　52−62
「アメリカに2P（48％）とFT（64％）で確率を上回り、最
終10点差で終わったのは決勝トーナメントに向けて手応え
があった」

（2）準々決勝　対CHN　50−62
「2Pの確率も45％となっているため、3Pを効果的にカウ
ントすることが出来てくると十分戦える手応えはあった」

（3）5−8　対GBR戦　55−67
「後半入りの10点差が詰めきれなかった。結果は12点差で
あったが、十分戦える実力があることを証明できた」

（4）7−8　対ESP戦　72−55
「全員出場して70点を超えるゲームができたことは、選手
個人と、チームが大きく成長していることであり、未来に繋
がるゲームを最終戦でできたことは大きな自信となった」

チーム発足当初の目標である金メダルには届かなかったが、
「オフェンス80点、ディフェンス60失点」の数値目標に限り
なく近づいたことは、評価できる。選手たちが、目標を見失う
ことなく精進を続け、迷うことなく進み続けた結果だと思う。
最終戦にいつも通りのプレーを発揮し、自分たちのバスケット
を皆様に余すことなく表現してくれた選手たちを誇りに思う。

今大会出場に際し、ご支援やご声援をいただきました全ての
関係者の皆様に改めて御礼申し上げます。ありがとうございま
した。

車いすフェンシング　報告
1.全体統括

今大会は、選手4名（男子3名、女子1名）、スタッフ2名（監
督1名、コーチ1名）の総勢6名の参加になりました。

今大会では、予選リーグがないトーナメントによる初めて導
入された試合方式でした。メダル獲得を目標にしていましたが、
結果として、個人では櫻井選手が女子カテゴリーBで5位入賞、
男子フルーレ団体で6位入賞を含む4つの入賞を収め、メダル
獲得はなりませんでした。今大会を総括すると、目標には届か
なかったものの、入賞した選手はいずれも強豪国と対等に渡り
合うことができており、東京大会より進歩しているといえます。
これは東京大会以降も、選手がそれぞれの環境で努力を積み重
ねてきていることや、HPSCでの重点的な強化が実を結んでい
ると考えております。今後はロス2028大会に向けて、さらな
る全体の底上げを図るとともに、日本選手の小柄な体型の特性
に合った車いすフェンシングスタイルを確立していきたいと考
えております。大会通じて、JSC、JPCの皆様には多大なるサ
ポートを頂き誠にありがとうございました。選手・スタッフを
代表して厚く御礼申し上げ、結びの挨拶とさせて頂きます。

2.各選手の試合報告
（1）加納慎太郎

サーブル個人戦では、8位入賞しました。普段は決してサー
ブル種目の環境が整っていない状況で練習していましたが、格
上の選手に勝利するなど、今回の入賞は大健闘したといえます。
今後、サーブルの練習環境の改善によって競技力の向上が期待
できます。

フルーレ個人戦では、最終順位10位でした。加納は日本の
フルーレのエースあるため、フルーレは上位に食い込めると考
えていましたが、本来の調子が発揮できていないような印象で
した。

エペ個人戦では、初戦で同じ日本人選手の安直樹と対戦し、
試合途中はリードしている場面も見られましたが、最終的に逆
転を許し敗れました。今後は技術力の高さを活かし、有効面が
近い小手先のエリアを狙えるように攻撃を組み立てていけると
競合相手にも十分に勝負ができると考えます。

（2）安直樹
フルーレ個人戦では、1回戦でポーランドのペンデルに

15-10で敗れました。今後は攻撃を決める際の技の精度を上げ
ているように更にトレーニングを積んでいくことで、競技成績
の向上が期待できます。

エペ個人では、初戦で、同じ日本人選手の加納と対戦し、序
盤は集中力を欠き、リード許しましたが、後半では本来の動き
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を取り戻し逆転に成功し、勝利しました。続くトーナメント
16では、イタリアのデ・ロッシと対戦し、素早い攻撃によっ
てポイント練習されるなど、圧倒され、敗退しました。今後は、
基本的なフィジカルを強化していくことで、パフォーマンスの
向上が期待できます。

（3）藤田道宣
フルーレ個人戦では、初戦に中国のフェングと対戦し、序盤

は得意なパターンで得点を決めるなど競っていましたが、中盤
から相手のペースを奪われ、最終的に15-8で破れました。敗
者復活1回戦では、ポーランドのカストロに15−5と圧倒し
ましたが、続く敗者復活2回戦でタイのキンマナウに15−9
で敗れました。

エペ個人戦では、初戦でタイのキンマナウと対戦しました。
途中で良い攻撃が決まった場面もありましたが、試合中の重要
な場面で相手にポイントを決められてしまい、徐々に点を離さ
れ、15-5で敗れました。また敗者復活戦でもウクライナのナ
ウメンコ対戦し、調子が上がらず、15-4で敗れました。

藤田はカテゴリーBの中でも障害レベルが不利であった中、
健闘したといえます。今後は自身のフェンシングのみならず、
対戦相手のフェンシングの戦術、動きの癖などを徹底的に研究
し、相手の戦術を上回るような試合展開をしていくことが期待
されます。

（4）櫻井杏里
櫻井は東京2020大会終了後から実戦の経験不足だった「利

き腕でない左腕」でのフェンシングに慣れる事、そして技術を
向上させる事に集中してきました。パラリンピック君本番では
フルーレの準決勝でランキング1位のタイ選手と接戦14-15で
敗れました。この点において、対戦相手が世界ランキング1位
でしたが、技術的な差はなかったと感じます。しかし、経験値
の面、精神的な面では圧倒的にタイ選手が優勢で、櫻井はこの
経験値と精神力において多くの課題を残しました。

今大会では残念ながらメダル獲得の目標を達成できませんで
したが、東京パラリンピックの成績を上回る事ができました。
次のロス2028大会でメダル獲得を目標に再度上げるならば、
技術力の向上、精神面での強さ、今まで勝てた事のないランキ
ング上位と対戦して勝利する経験、ワールドカップでの金メダ
ルの獲得、更にはそれらを含めて目標を「パラリンピックで金
メダル獲得」と掲げられる自信が必要です。この経験を活かし
て今後の4年間を上記の必要事項の達成に向けてトレーニング
を続けてもらいたいと考えます。

（5）団体戦
男子フルーレ団体は、ホスト国で今大会銅メダルを獲得した

フランスとベスト4をかけて対戦しました。序盤こそ、リード
した場面はあったものの、ホスト国寄りの判定もあり、重要な

場面でポイントを連取され、リードを許す展開となってしまい
ました。途中で巻き返しを図れた試合はあったものの、最終的
には追いつけず敗退しました。

男子エペ団体は、ベスト16で格上のイタリアと対戦しまし
た。エペのエースである安を7番手に起用し、終盤の大逆転を
狙いましたが、序盤からのそれぞれの失点の積み重ねが響き、
最後まで点差を詰めることなく45-34で敗れました。

今回の団体戦では、2種目とも厳しいシード順位からのスタ
ートなりました。ロス2028大会に向けて、まずは着実に団体
戦での実績を積み重ねて自信をつけ、メダル獲得を目標にでき
るようなチームづくりをしていきたいと考えております。

車いすラグビー　報告
出場国はアメリカ・イギリス・デンマーク・日本・フランス・

オーストラリア・カナダ・ドイツの8ヵ国。2つのリーグに分
かれて予選を戦い、上位2チームが決勝トーナメントに進出。
日本はプールA。ドイツ、アメリカ、カナダの順で戦う。

初戦のドイツ戦は全体的に硬さを感じる内容だったが、考え
すぎて空回り、焦りや苛立ちからの強引なプレーというパター
ンに落ちらず、悪いなりにも安定して終える事が出来た。他国
も初戦は全体的に硬さを感じる内容だった。

アメリカ戦ではピリオド終了直前にラストゴールを取り返さ
れるプレーもあった。しかしその後も動揺せず、落ち着いてプ
レーできていた。

カナダ戦は良い流れで展開していったが、安定感を望むライ
ンナップ（選手）に交代する事で点数のリードを失っていく。
現状で日本が抱える個人のメンタル的な悪い部分が出てしま
う。不調な選手に関してそれでも出せる場面が作れないか検討
したが大会後半は使用を断念した。3戦3勝で予選一位通過す
る。

クロスオーバー（準決勝）ではオーストラリアと対戦。接戦
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であったが諦めることなく粘り強いプレーを続け、延長戦の末
に勝利。

決勝戦はアメリカと再戦。1ピリオドは3点ビハインドで終
了したが、その後は逆転すると共にじりじりと点差を付けて勝
利。金メダルを獲得した。

（1）基礎練習と理解の向上
「2on2」「スペース」など細かい意識した基礎練習を重ね、

ビデオミーティングで戦術理解の向上を図ることにより成果が
出たと考える。しかし、「キーアタック」の成功率は数値的に
は上々だが、タイミングのズレやパスの精度には課題が残る。

（2）チームビルディングの成果
合宿ごとにチームビルディングを実施したことで、選手同士

の会話や笑顔が増加した。内部および外部からも好意的な評価
が集まり、選手同士のコミュニケーションがコート内外で増加
した事が良い結果に繋がったと思われる。

（3）平常心の重要性
本大会では「勝ちに行く」ではなく、「いつも通りのプレー」

を心がける声掛が見られた。練習の積み重ねを信じる姿勢が安
定感、諦めない事に繋がったと考える。

しかし、選手やスタッフ個人のメンタル面にはまだ改善が必
要と感じており、今後は次世代メンバーも含めた心理的なサポ
ートの導入を予定。

車いすテニス　報告
1.大会結果

強化戦略プラン上の目標は、男子シングルス1位、男子ダブ
ルス3位以上、女子シングルス1位、女子ダブルス2位以上、
クアードダブルス3位以上であった。クアードクラスにおいて
は、残念ながら日本人選手が出場枠をつかみ取ることができず、
今大会は参加ができなかった。しかし、男子と女子クラスでは
出場全4種目においてメダル獲得を達成することができた。ま
た、その内容も金メダル3個と銀メダル1個という輝かしい成
績であった。

本大会のシードが決まる8月26日付のITFランキングだけ
でみると、男子シングルス小田選手2位、男子ダブルス小田・
三木ペア2位、女子シングルス上地選手2位、女子ダブルス上
地・田中ペア2位であった。ITFランキングだけみても、今大
会の結果は、予想を上回ったと言える。更にその他のデータ
も加味してみると、男子小田選手とITFランキング1位アルフ
ィ選手の過去3年の対戦成績は、7勝10敗と小田選手が負け

越している。しかし、
2023年6月全仏以降
の対戦成績は6勝2敗
と直近1年では大きく
勝ち越している。この
ことからも小田選手の
金メダル獲得は、デー
タ的には妥当と言える
のではないか。女子
上地選手とITFランキ
ング1位ディーダ選手
の過去3年の対戦成績
は、1勝16敗 と 大 き
く負け越していて、そ
の勝率は5.9％であっ
た。更に女子シングル

スとダブルス種目は、車いすテニスがパラリンピックの正式競
技種目となった1992年バルセロナ大会からオランダが1位を
独占してきた種目であり、その牙城をどの国も30年間崩せず
にいた。これらのことからも上地選手のシングルス金メダル獲
得は、データからは予想を大きく上回った結果であったと言え
る。男子及び女子ダブルスについては、ペアの経験数において
ランキング1位の男子イギリスペアと女子オランダペアに日本
チームペアは大きな差があった。男子ダブルスランキング1位
アルフィ・ゴードンペアは、過去3年アルフィ選手が出場した
ダブルス38大会中30大会でゴードン選手とペアを組んでい
て、グランドスラムなどのビッグタイトルも獲得している。一
方で小田・三木ペアは、過去3年小田選手が出場したダブルス
34大会中12大会で三木選手とペアを組んでいるが、グランド
スラムなどのビッグタイトルの獲得経験はない。女子ダブル
スのほうは、ランキング1位ディーダ・アニックペアは、過去
3年ディーダ選手が出場したダブルス38大会中23大会でアニ
ック選手とペアを組んでいて、こちらもグランドスラムなどの
ビッグタイトルを獲得している。一方上地・田中ペアは、過去
3年上地選手が出場したダブルス45大会中アジパラ1大会の
みペアを組んで優勝を果たしている。これらペア経験の差から
も男子・女子ダブルス両種目において、データとしては日本チ
ームの2位が妥当であると思われるが、女子ダブルスの結果で
はそれを上回った。

女子のシングルス・ダブルスでは徹底したオランダ対策を実
施したことが、このような好成績に繋がった要因の1つになっ
たのかもしれない。女子シングルスでは、ITFランキング1位
ディーダ選手のプレーの傾向を過去の試合データから分析して
日本人選手へフィードバックした。女子ダブルスでは、事前合
宿の中でコーチ陣が仮想ディーダ・アニックペアとなり、動き
や打球を似せて疑似対戦を繰り返した。時間がない中での対策
であったためオランダに的を絞る形となったが、逆にそれが功
を奏したのかもしれない。

2.事前合宿
男子チームは、日本テニス協会のNTCを借りて約10日間の

合宿を行った。女子チームは、フランス南部にあるアグドとい
う町にて約1週間の合宿を実施した。両合宿ともパーソナルコ
ーチを参加可能とし、結果的に全選手のパーソナルコーチが合
宿に参加した。合宿の中では、大きく2つに練習内容が分けら
れていて、シングルスの調整はパーソナルコーチと選手が主体
となって進めて、ダブルスの練習はナショナルコーチが選手と
それぞれのパーソナルコーチを包括的にまとめながら主体とな
って進めた。客観的に選手たちのシングルス練習を横並びで観
察してみると、上位ランキングの選手の方が練習強度が高く、
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また練習時間も長いように見て取れた。また、集団行動を苦手
とする選手からすると合宿にいることだけでストレスになって
いるようにも感じた。しかしながら本番のパラリンピックは日
本選手団、更には日本車いすテニスナショナルチームと集団行
動の中で競技が開催される。本番に向けて集団行動に慣れるこ
とも重要なパラリンピックに向けた準備の一つであることを痛
感した。

3.JWTAハウス
今大会、車いすテニスナショナルチームとして新たに取り組

んだことの一つに村外スタッフのサポート拠点となるハウスを
設置したことである。当初予約していたホテルでは部屋数が足
りなくなったため、せっかくならということでAirBnBを通し
てリビングが広く競技会場に近いアパート1室を借りた。ここ
は村外スタッフのミーティングポイントとなるだけでなく、試
合終了時間が遅くなりJSCサポートセンターが使用できない
選手がこのJWTAハウスに立ち寄りトレーナーのケアを受け
て選手村へ戻るという使い方もできた。このハウスがなかった
らスタッフ間のコミュニケーションを取る場所を毎回設定しな
ければならなかったであろう。

※�各パラリンピック競技大会の名称については、正式名称を用いていない場合も競技団体
の記載内容を優先しております。
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パリ 2024 パラリンピック競技大会
日本代表選手団編成方針及び選手•スタッフ選考基準

令和5年7月6日

公益財団法人日本パラスポーツ協会

日本パラリンピック委員会

１．日本代表選手団編成方針
日本代表選手団は、パラリンピックムーブメントの推進に寄与するとともに、社会規範を遵守し、公平性・誠実性・協調性に基づき

行動できる選手・スタッフをもって編成する。

２．日本代表選手•スタッフ選考基準
（1）選手選考基準

選手は、所属する競技団体が定めるパリ 2024 パラリンピック競技大会日本代表選手選考規程に基づき選考され、競技団体の理事会
承認のもとJPC に推薦された者で、以下の基準を全て満たす者とする。

①パリ 2024 パラリンピック競技大会の参加資格を満たしている者

②医学的観点から日本代表選手として推薦できる者

③メダル獲得または入賞の可能性のある者

（2）スタッフ選考基準
スタッフは、所属する競技団体が定めるパリ 2024 パラリンピック競技大会日本代表スタッフ選考規程に基づき選考され、競技団体

の理事会承認のもと JPC に推薦された者で、以下の基準を全て満たす者とする。

①�障がいの種類・程度や性別等に配慮するとともに、自らの役割を適切に果たし、選手が最高のパフォーマンスを発揮できるようにサ
ポートできる者

②健康面において派遣に支障がないと競技団体が認めた者

３．選考•決定手順
以下のア～オの順に審査を行い決定する。

ア �競技団体は、候補者リストを JPC に提出する

イ �JPC 強化本部および日本パラスポーツ協会医学委員会は、前記選考基準に基づき候補者を審査する

ウ JPC 運営委員会は、審査結果に基づき日本代表選手・スタッフを決定する

エ JPC は、推薦のあった競技団体へ結果を通知するとともに公表するオ JPC は、日本パラスポーツ協会理事会に結果を報告する

４．不服申し立て
選考結果に対する不服申し立ては、公表後７日以内に、競技団体を通じて文書により行われたものについて受理し、日本パラスポー

ツ協会内に設置する不服審査委員会により処理する。なお、日本スポーツ仲裁機構「スポーツ仲裁規 則」に従ってなされる仲裁は、そ
れに従う。



パリ 2024 パラリンピック競技大会
日本代表選手団　主要日程

年 月 日 内容

23 8 25-29 団長セミナー

23 9 4-7 ワールドプレスブリーフィング

23 11 12-17 NPCビジット

24 3 6 日本代表選手団団長の発表・記者会見

24 5 3 選手団アクレディテーション申請期限

24 5 15 メディアアクレディテーション申請期限

24 6 28 国際要人アクレディテーション申請期限

24 7 4 日本代表選手団発表（第1次）

24 7 16 日本代表選手団　結団式・記者会見

24 8 1 日本代表選手団オリエンテーション（選手向け）

24 8 2 日本代表選手団派遣前連絡会議（コーチ・スタッフ向け）

24 8 5 スポーツエントリー締め切り

24 8 18 選手村プレオープン

24 8 21 選手村公式オープン

24 8 28 開会式

24 9 8 閉会式

24 9 10 選手村クローズ

24 9 11 内閣総理大臣表敬訪問・感謝状贈呈式、文部科学大臣表彰式

24 9 25 パラリンピック特別賞（報奨金）贈呈式

24 11 30 TEAM JAPAN応援感謝イベント

− 65 −



パリ 2024 パラリンピック競技大会
日本代表選手団派遣にかかわる公式行事・式典等の概要

■次第（第1部）

■（第2部）

1.日本代表選手団第一次発表（プレスリリースのみ）
（1）日時	 2024年7月4日(木)

2.オリエンテーション／派遣前連絡会議
■オリエンテーション
（1）日時	 2024年8月1日(木)　18：00～19：30

（2）場所	 オンライン開催

（3）参加者	 日本代表選手団　選手

■派遣前連絡会議
（１）日時	 2024年8月2日(金)　18：00～20：00

（２）場所	 オンライン開催

（３）参加者	 日本代表選手団　コーチ・スタッフ等

3.結団式・記者会見
（1）日時	 2024年7月16日(火) 
	 結団式：14：00～15：45 記者会見16：15～16：50

（2）場所	 帝国ホテル

（3）参加者	 日本代表選手団 選手117名、スタッフ80名 
	 報道関係者42媒体106名

プログラム 内容
開式通告
パラリンピック賛歌演奏
登壇者紹介
国歌斉唱
主催者挨拶 公益財団法人日本パラスポーツ協会・日本パラリンピック委員会 会長　森 和之
日本代表選手団紹介
団旗授与
おことば 秋篠宮皇嗣殿下

ご来賓挨拶 文部科学大臣　盛山 正仁 様
駐日フランス大使　フィリップ・セトン 様

日本選手団　団長挨拶 日本代表選手団 団長　田口亜希
閉式通告

プログラム 内容
オープニング・開式通告
岸田内閣総理大臣からの激励ビデオメッセージ
来賓祝辞
祝電披露
日本代表選手団への応援ビデオメッセージ JPCオフィシャルスポンサー8社の各社社員の皆様から、日本代表選手団への応援メッセージ
スローガン発表
団長謝辞 日本代表選手団 団長　田口 亜希
閉式通告
フォトセッション
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■記者会見

4.大会終了後の公式行事（政府主催）
①内閣総理大臣表敬訪問
日時：9月11日(水)
場所：総理官邸

②内閣総理大臣感謝状贈呈式（オリパラ合同）
日時：9月11日(水)
場所：総理官邸

③文部科学大臣表彰式
日時：9月11日(水)
場所：文部科学省

5.パラリンピック特別賞（報奨金）贈呈式
（1）日時	 2024年9月25日(水)

（2）場所	 ロイヤルパークホテル

（3）次第	 主催者挨拶	� 公益財団法人日本パラスポーツ協会日本パラリンピック委員会 
会長　森　和之

	 団長挨拶	 日本代表選手団団長　田口 亜希

	 報奨金授与

	 授与者代表謝辞	 バドミントン　里見 紗李奈選手

6.�パリ2024オリンピック・パラリンピックTEAM JAPAN応援感謝イベント	
supported by 三井不動産

（1）日時	 2024年11月30日（土） 9:30～11:00

（2）場所	 ①出発式ステージ（コレド室町テラス大屋根広場） 
	 ②イベントコース（日本橋中央通り 約700ｍ）

（3）主催	 公益財団法人日本パラスポーツ協会日本パラリンピック委員会 
	 公益財団法人日本オリンピック委員会

（4）後援	 スポーツ庁、東京都

（5）特別協賛	 三井不動産株式会社

開会
登壇者紹介
団長コメント 団長　　田口 亜希
副団長コメント 副団長　中澤 吉裕、井田 朋宏
旗手コメント 旗手　　石山 大輝(陸上競技)
旗手コメント 旗手　　西田 杏(水泳)
質疑応答
フォトセッション
会見終了
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